















































コミュ難の俺が、交渉スキルに全振りして転生した結果
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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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（あーあ……死んじまったか）

　人生は、コミュ力に難がある人間には常にハードモードだった。

　すでに俺は死んでしまったので、過去形だ。

　他人とうまく接することができないと、普通に生きることすら難しい。

　人と目を合わせるという最低限のコミュ力を求められるのが、群むれの社会だ。




　などと、死ぬ前のことをうだうだと考えても仕方がない。

（まだ意識があるっていうのは、どういうことだ？）

　俺がいる場所は、どこを見ても真っ暗だ。意識はあるけど、身体がない。

（死んだあとってこんなに退たい屈くつなのか……）

　こんなことなら、はめられて全ての財産を失ったとはいえ、家から出ないで初めから再開していればよかった。

『エターナル・マギア』。

　俺が十六年の人生のうち、三分の一以上をつぎ込んだゲーム。




　小学校の頃から、一緒に遊ぶ友達もほとんど作れなかった俺だが、ネットゲームの中では、自分でも不ふ思し議ぎなくらい他人とのコミュニケーションが上手くいった。

　斜め見下ろし型の、昔ながらのＭＭＯＲＰＧでは、俺のような口下手でもじっくり考えてからテキストを打つことで、ある程度気の利いた会話ができたからだ。

　俺はゲームの中では、高い社交性を持つことができていた。

　しかし俺はどうしても、リアルでは本心と違うことを口に出すクセがあった。

　ひきこもりの俺を家から連れ出そうとしてくれた幼なじみには感謝していたのに、考えていることと裏腹なことばかりを言い続け、その厚こう意いから目をそらした。

　──俺はここにいるのが一番幸せなんだ。

　──外にいるお前らの方がよっぽど可か哀わい想そうだ。リアルはクソだ。

「けれど、本当は分かっていたんでしょう？　あなたのほうが社会から疎そ外がいされていて、『可哀想』なんだってこと」

（おあっ!?　な、なんだいきなり、どこから出てきたっ……!?）

「そんなに怯おびえなくてもいいのに。どうしてそんなに人と話すのが怖いの？」

（だ、だから……どこから話しかけてきてんだよ！）

「姿を見せないと安心できないっていうことなら、はい。これでいい？」

（っ……！）

　何がいいんだ、と聞く前に、視界がいきなり明るくなった。

　ここは……なんだろう。外に見えるのは、雲うん海かいだろうか？

　周囲の景色を見て、俺はゲームに出てきそうな、『空くう中ちゆう神しん殿でん』って言葉を連れん想そうした。依い然ぜんとして身体はないまま、俺の意識と視覚だけが、周囲の風景を認識している。

　視線を巡めぐらせると、いつの間にか、目の前に少女が立っていた。

　生前の俺より幼く見えて、銀色のきれいな髪かみをしていて、なんか、耳が長い。

　エターナル・マギアにも登場した、魔法が得意な森の種族、エルフに似ている。

「良かった、ちゃんと覚えててくれて。魂こん魄ぱくだけになっても、人格と記憶が残っていてくれて良かったわ。死ぬ時に飛んじゃう場合がほとんどだから」

（こ、コンパクって何だよ……わけのわからないことを言うなよ）

　コンパクは『魂魄』……だろうか。何かで見た覚えがある。

　そんなことを考えたところで、彼女は俺の考えを見透かしたように微笑ほほえんだ。

「そうやって内心では落ち着いて考えているのに、実際に話すときは思ってもない攻撃的なことを言ってしまう。素直じゃない、あまのじゃくというやつね」

（な、なんだよ……人を値ね踏ぶみするみたいに。こんな神殿みたいなとこにいるからって、神様か何かのつもりか？　はっ、笑っちまうよな）




『──でも、多分本当に神様なんだろうな。俺みたいなのに何の用だろう？　久しぶりに面と向かって人と話したから、なんか凄く嬉うれしいな。けど俺、ウザいヤツだと思われてるよな……美人だし、あんまり嫌われたくないな』




（うわっ……!?）

　俺の本音が勝手に音になり、目の前にいるエルフ耳の少女に聞かれてしまった。紅こう潮ちようする顔が存在しなくとも、かなり恥ずかしい。

「ふふっ……ええ、そうよ。私は女め神がみなの。私のことを美人だって思ってくれるなら、素直に言ってくれた方が得をするわよ。いつもそうなんでしょう？　思っていることをうまく言えなくて、誤解されてきたのね」

「い、いや……そんなことは……」

　ない、と答えることもできない。俺の考えが音になるのを止められないからだ。

　宮みや村むら陽ひ菜な。幼なじみで、いつも気にかけてくれた彼女に、俺は最後まで素直に接することができなかった。家の外との繋がりを保ってくれる、数少ない存在だったのに。

「ふぅん……その陽菜ちゃんって子が好きだったのね。その子を、他の男の子に取られちゃって。さらに、もうひとつ不幸な出来事があったんでしょう？」

「全部お見通しかよ……それなら聞く必要ないだろ？」

　女神は苦笑する。そう言われると思っていた、というように。

「エターナル・マギアは、私が女神として司る異世界そのものを再現したゲームなのよ。少なくともあなたは、ゲームの中では真しん摯しに人生を楽しんでいた。だから私は、自分の世界の民として迎え入れたいと思った。あなたが死んでしまって、こうして転生することになるとは思っていなかったけどね」

　俺が不幸だったから、自分の世界にすくい上げようとしてくれたのか。

　いや、そんな単純な話じゃないだろう。この女神には別の狙いがあるはずだ。




『ひきこもりになってから、親に迷惑かけないようにって、金を稼かせぐ方法を考えて……エターナル・マギアのゲーム内通貨とレアアイテムを貯めて、ＲリアルＭマネーＴトレードしようとしたんだ。ホントは悪いことだけど、他に稼ぐ方法がなくて……ようやく換金すれば二千万になるってとこまできたのに、同じギルドのやつに騙だまされて……全部、奪われた』




　パスワードを盗まれ、アカウントをハッキングされた。

　ログインしてすぐに気づき、頭が真っ白になった。

　レベルとスキルだけをそのままにして、全てのアイテムと金が消えていた。

　サービス開始から三年間毎日プレイし続け、築いた資産を失った。

　一日早く換金していれば。もっと小刻みにやっていれば。そんな後悔は全て後の祭りだった。リアルマネートレードは規約違反だし、盗まれたものを取り返そうにも、すでに疑わしいプレイヤーは俺の資産を売却して姿を消していた。

　それから数日は抜ぬけ殻がらのように過ごした。

　その後引きこもりだった俺が紆う余よ曲きよく折せつあって外に飛び出し、陽菜がトラックに轢ひかれそうになるところに出くわし、助けようとして──そこで命を落として、今に至る。

「ひとつ、言っておくことがあるわ。遅かれ早かれ、エターナル・マギアの一部のプレイヤーは、現世と異世界の二択を迫られることになる」

「は……？　待て、意味が分からない。俺は死んじまったから分からないでもないけど、生きているプレイヤーまで異世界に行くのはおかしいだろう」

「そんなこと、今は気にしなくてもいいわ。あなたは予想外に早く死んじゃったから、こうして『面談』も早く行うことになったわけ」

「よ、予想外って……俺が家の外に出て、陽菜を助けようとしたってことは、神様にも予想できなかったのか？」

「それはそうでしょう。あなたがあの時、家の外に出たこと自体がイレギュラーだったんだもの。あなたのログイン時間は並外れていたものね」

　そう言われると返す言葉もない。廃はい人じんと言われる引きこもりゲーマーが、いきなり家を出る確率が、客観的に見てどれだけ低いか──。

「エターナル・マギアを二万時間以上プレイしていた人は、全世界の七十万人いるプレイヤー中でもほとんどいないわ。あなた……森もり岡おか弘ひろ人とくん。日本では、あなたがトップの位置にいた。アカウントハックの標的にされるのも無理はないわね」

「な、なんだよその言い方。無理はなくても、仕方ないとは言えないだろ」

「あなたはそれだけ周囲の羨せん望ぼうを集めていたのよ。エターナル・マギアのトップギルドのうち、ひとつの指導者リーダーでもあったんだから」




　俺のコミュ力は、ネトゲの中では万能だった。

　他人との会話が普通にできるだけじゃなく、プレイヤーキャラではない登場人物──ノンプレイヤーキャラに対して、スキルを利用して有利に交渉することができた。

　なぜそれが可能だったかというと、誰も好んで取らない、死にスキルと言われていた『交こう渉しよう術じゆつ』にボーナスポイントを振り、限界の１００にしていたからだ。

　取得できる上限に限りのあるスキルポイントを、戦闘以外のスキルに振るプレイヤーは、俺以外にほとんどいなかった。交渉術は非戦闘用スキルの中でも軽視されていたが、ネットの情報を無視して最大まで上げた俺だけが、その有用性を知っていた。

　交渉術を１００にしていた俺には、別の世界が見えていたのだ。

　普通なら会話すらできない王様が俺に頭を下げ、魔王を倒したという伝説級のＮノンＰプレイヤーＣキヤラクターだって、交渉して傭よう兵へいとして雇用できた。

　それを利用して、俺は他人に見られないように注意を払いながら、誰も攻略できない超絶難易度のダンジョンを攻略し、情報を少しずつ提供して仲間を増やした。

　結果として仲間は膨ぼう大だいな数になり、俺はギルドを作るように求められ、エターナル・マギアで最も大きなギルドのマスターとなった。

　エターナル・マギアで最前線の『攻略組』を名乗っていた人たちは、俺のパーティが攻略を終えたあとに流した情報を手に入れ、俺がすでに倒したボスがもう一度湧わいたあとに討とう伐ばつしているだけだった。




「……ギルマスやってたのはなりゆきだしな。実質運営してたのは、補佐してくれてたミコトさんと麻ま呂ろ眉まゆさんだよ。二人には、いくら感謝してもしきれない」

「思考が伝わるなら、ちゃんと素直に話せるじゃない。リアルでも、スマートフォンのチャットアプリを介して話せば、誤解されなかったんじゃないかしら」

「そんなこともない。普通に喋れなかったら、痛い奴って思われるだけだろ……それで、なんで俺なんかを、自分の世界に連れていきたいと思ったんだ？」

「純じゆん粋すいに、あなたが気に入ったのよ。私の世界に招待したいと思うくらいにね」

「え……？　き、気に入るって、なんで……」

　女神は銀色のさらりとした髪に指を通し、撫でつける。まるで映画に出てくる外国の女優みたいに、絵になりすぎる仕草で。

「あなたが、不幸だったから。全てを捧げたエターナル・マギアで、あまりにも大きな喪失をしたんだもの」

「そうか……同情か。それで気に入ったって、いい趣しゆ味みだな」

「そしてあなたは、報われなかった片想いの相手を守って死んでしまった。その『不幸』は、あなたが転生する際のボーナスポイントに加算されるわ」

「な、何だよ……ボーナスって。別に片想いってわけでもないし……」

「あなたは勝手に彼女を守って勝手に死んだと思っているでしょうけど、守られた側はどう感じると思う？」

「んなこと……聞かれたって、分かるかよ」

「ふふっ……少年の繊せん細さいな部分に触れるのは、ほどほどにしておきましょうか。査定を続けるわよ」

「少年って言うけど、そっちも大人って見た目じゃないだろ。俺より年下に見えるぞ」

　女神は俺の言うことはスルーしつつ、こちらに手をかざす。

　すると空中に、半分透過された、エターナル・マギアのゲーム中で表示されるものとそっくりなメッセージウィンドウが展開された。

「ここにあなたのボーナスポイント査定を表示するわ。あなたが生前に経験した不幸を換算した数字よ」

「な、なんだそれ。ふつう、生前の功こう績せきに対してボーナスが入るんじゃないのか？」

「普通という概がい念ねんは私には通用しないと思っていいわ。私は普通じゃないもの」




　◆《森岡弘人》のボーナスポイント査定項目◆

　１：片想いしていた幼なじみを他人に奪われる　96ポイント

　２：アカウントハックされて全財産を失う　１５０ポイント

　３：トラックに轢かれて死ぬ　10ポイント

　合計値　２５５





「な……んだ、これ……」

　目を疑うほどの数字だった。ボーナス２５５。ゲームだったらありえない数字だ。しかし、合計値の計算が間違っているように見える。

　トラックに轢かれたことがおまけ扱いというのもおかしいし、色々と無茶苦茶すぎる。女神が何を考えてるのか、ますます分からなくなってきた。

「ボーナスポイントは２５５でカウンターストップなのよ。ゲームだと初期ボーナスは10だから、２５５というのは破格といえるわ。あなたがゲームで取得した総ボーナスが２３０だったかしら……トッププレイヤーでもそれくらいしか取得できないあたりが、私の世界の懐ふところの深いところよね」

　俺は新しい人生でのボーナス値がカンストするほど、不幸だったのか。引きこもってゲームをさせてもらえていたあたり、とてもそうは思えない。

　しかし、２５５ポイントって。ボーナスが１００もあれば、ポイントの振り方によっては初期から無双できるゲームなのに。

「異世界に転生するかどうか選せん抜ばつする条件は、エターナル・マギアを起動したかどうか。その条件を満たした人たちの中でも、あなたは特に私の気に入るような不幸を経験しているわけ……見ているだけでゾクゾクするわ」

「それって、変な趣味してるだけなんじゃないのか……？　ボーナスポイントをくれるのは確かにありがたいけど……」

「ええ、もらっておきなさい。私はただの引きこもりで、ゲームに命を捧げた森岡弘人が見たいんじゃない。あなたがキャラネーム『ジークリッド』として人々の尊敬を集め、貪どん欲よくにゲームの世界を楽しんでいたように、異世界でも生きて欲しいのよ」

　ジークリッド。

　俺がエターナル・マギアで作った三人のキャラの中で、最も愛用したキャラクター。

　上限人数いっぱいの千人を擁ようするギルド、天国への階段ステアリー・トウ・ヘブンのギルドマスターであり、ギルドの掲示板管理人としての名前でもあった。

　いわば、俺の半身。ゲームの中のジークリッドと入れ替われたらと、何度思ったことかわからない。

「しかしまあ……ここまで話を聞いて、自分で言うのも虚むなしいけど」

「ふふっ、なあに？　言ってみないと、それは分からないわよ」

「これ、夢だろ？　ご都合展開すぎる。そろそろ病院で目を覚ますってオチだろ」

　異世界に行けるとテンションが上がったのは本心だが、さすがにボーナスポイントのくだりは都合が良すぎる。２５５なんてチートもいいところだ。

「夢かどうかは、ボーナスポイントを割り振ってから考えればいいじゃない」

「ま、まあ、確かに……割り振るだけ割り振っとくか。もし本当に転生した時のために、真剣に考えないとな」

　利己的な考えを言っても、女神は微笑んでいるままだ。そこまで気に入ってもらえた理由が、いまだに良くわからない。

　しかし、今はそれよりも、ボーナスをどう振るかだ。これは真剣に考えなければ。

　レベルが上がればまた貰えるとはいえ、エターナル・マギアを知り尽くしている俺からすると、ボーナスポイントの無駄振りは、全てを棒に振る危険を孕はらんでいる。

　俺が、俺らしく──ジークリッドとして生きるために、必要なスキル。

　第一の選択は、やはり考えるまでもなかった。

「交渉術に全振りだ。１００しか振れないから、残りは余るけどな」

「やはり、そう来たわね……残り１５５ポイントは？」

「強スキルは山ほどあるが、後から自力で取得できるものも多い。それなら、ボーナスポイントは必要なときのために残しておいて……俺はあんまり幸運な方じゃないみたいだから、幸運にだけは振っておこう。30くらいでいいか」

　ボーナスポイントは取得したスキルに対して後から追加で割り振れるので、１２５ポイントは今後のために残しておく。俺は貯めるのが好きなので、使うのは当分先になるかもしれない。

「30ポイント幸運スキルに振っておけば、『豪ごう運うん』が発動する……ということね」

「ああ。序じよ盤ばんで稼かせぐには、『豪運』を発動してギャンブルするのが一番だからな。豪運はそれ以外にもいい効果があるし、なかなか使えるパッシブだと思ってる」

　エターナル・マギアでは取得したスキルの値に応じて、必殺技や魔術、敵からものを盗む技能などを習得していく。それを『アクション』と呼び、『豪運』のように、セットしておくだけで常時効果のある能力を『パッシブ』と呼ぶ。

　あとはどんなジョブを選ぶかで、取るスキルを変える必要がある──そもそもジョブは選べるんだろうか。

「ジョブについては、転生後はランダムで決められるわ。九割方村人になるけれどね」

「村人か……俺、初心者の頃はなかなか転職できずにスーパー村人になってたからな。まあ、全然問題ないな。貴族プレイとかもいいけど、縛りがあって大変だしな」

　村人でも全種類のスキルを取ることが可能なエターナル・マギアでは、職業によって固有のスキルを利用できるというメリットはあるが、村人でも剣けん聖せいでも楽がく師しでもキャラの強さに大差がない。スキルの数値に応じてステータスが変わるからだ。

　レベルが上昇するたびに、スキルポイントは３与えられる。スキルを取得し、それらを使ったり訓練することでスキル経験値を溜めたり、ポイントを振って直接スキル値を上げたりすることで、千せん差さ万ばん別べつのキャラクターメイクを行うことができる。

「エターナル・マギアの作りこみがすごいことは分かってたけど、転生する人間を選ぶためだったってことなら、ちょっと納得いくか……いや、まだ現実味はないけど」

「あなたが生きてきた世界と私の世界には、少なからず関係があるということよ。それもクエストの一つだと思って、転生してから謎を解き明かしてみせて」

　思いがけず、女神から命題を出されてしまった。どうやらそれが、転生した後の俺の目的ということになるようだ。

　世界の謎を解き明かす。そんなフレーズに、正直言って胸が躍おどってしまう。

「そして……もう一度私のところに辿たどり着つけたのなら、あなたの答えを聞かせなさい」

　ゲームの舞台だった異世界を現実として生き、女神に再会するという目的を達成する。

　それは遠大な目的グランド・クエストとしておいて、とりあえず、必死に生きてみよう。異世界の住人として。

　俺はそれを、ずっと渇かつ望ぼうしていたのだから。

「あ、そうだ。俺、死ぬんじゃなかったとは思ってないからな。別に、陽菜を助けようとして死んだことは後悔してないんだ」

「彼女のために命を捨てたことは、認めるのね」

「ああ……まあ、事実だしな。ただ、別にお前のためじゃないんだからね、俺が勝手に死んだんだからねとは言ってやりたかった。あいつが自分を責めないで済むように」

　できるだけ冗談のように言うが、女神は最初笑ってはくれなかった。

　しかし少し遅れて、彼女は俺のことを気恥ずかしくなるような目で見た。

「そう……あなたが生前いかに恵まれなかったか。それだけで興味を持ったわけじゃない。あなたが、笑ってしまうくらい善人だったから。それが一番の理由よ」

「……どこがだよ」

　それだけは訂正したい。俺はただの、ロクデナシだ。

　それすらも女神に伝わり、彼女は何ともいえない目をして応えた。

　こう思うのも何か悔くやしいが、やはり超級の美人だ。

　こんな出会い方をしてなければ、好きなだけ見とれていたかったほどに。

「自分が嫌いだったあなたが、異世界でどう変わるのか……楽しみね」

　女神が俺の前に手をかざすと、ウィンドウの表示が変わる。




　◆ダイアログ◆

　・異世界に転生しますか？　ＹＥＳ／ＮＯ





　少し、ほんの少しだけ迷った。

　しかし迷う以上に、俺はエターナル・マギアの世界を生きたかった。

　森岡弘人でなくなることが、どうしようもない俺を育ててくれた両親とのつながりを捨てることであっても。

　アカウントハックされる前に少しでも金を作って、そんなことで儲もうけた金じゃ迷惑だと言われても、少しは親に恩を返したかった。

　でもそれすら、本当は。

　自分がゲームに人生を懸けたことを後悔したくなかったからだった。




　ともかく、長い長い女神との対話を終えたあと。

　俺の意識は女神の神殿から遠のいて……次に目覚めたときには。




「おめでとうございます！　立派な男の子ですよ！」

「おぉっ……生まれたのか！　よく頑張ったな、レミリア……！」

「はぁっ、はぁっ……あなた……赤ちゃんの顔を見せて……」

　産うぶ湯ゆに浸つかったあと身体を拭かれ、父に抱かれて母親の顔を覗のぞきこんでいる赤ん坊。それが俺だった。

　とりあえず、泣くことしかできないので大いに泣く。

　赤ん坊は生まれてきたことを呪って泣くとか、そんな話を聞いたことがある。

　しかし俺は本当に転生できたこと、生前の記憶を残したままでいることを、喜ばずにいられなかった。

　これから始まる異世界攻略。俺はゲームにおける第三部のシナリオまでは知っている。

　それ以降のことは何も知らない。三部までは何の問題もなく進めるし、未実装のままだった七部も、この世界なら攻略できるかもしれない。

「あなた……この子の名前は……」

「おう、神官様に頼んで神様から授かってきた。この子の名前は……」

　俺の父親で、栗色の髪をした切れ長の瞳のイケメンは、紙に書かれた名前を誇らしげに見せてきた。




《ヒロト・ジークリッド》




（ファミリーネームの方がジークリッドってのは、想定外すぎるぞ……）

　エターナル・マギアの公用語は『エルギア語』と言われるもので、だいたいアルファベットで表記されるので、英語の基礎がわかれば問題なく読める。しかし筆記体で書かれた名前を見ると、学校に行っていた時のことを思い出して複雑な気分にもなった。

　ともあれ、無事に転生完了だ。新しい父さんと母さんと、仲良くできるようにしたい。

　俺は生まれて三日後にようやく少しだけ一人になることができて、そこで母親や助産師さん（？）の隙を見てウィンドウを呼び出し、自分のステータスを確認することができたのだった。




　名前：ヒロト・ジークリッド

　人間　男性　０歳　レベル１




　ジョブ：村人　ただの村人。

　ライフ：40／40　マナ：24／24




　スキル

　　交渉術　１００（ＭＡＸ）　他キャラクター、魔物との交渉を有利にする。

　　幸運　30　取得値が高いほど運気が上がる。




　アクション

　　値切る（交渉術10）　アイテムの取引をする際、値段を下げる。

　　口説く（交渉術30）　対象をパーティに勧かん誘ゆうする。

　　依頼（交渉術40）　対象に指定した行動を依頼する。

　　交換（交渉術60）　対象の持っているアイテムと自分のアイテムを交換する。

　　隷れい属ぞく化か（交渉術95）　対象を奴隷にする。成功条件は対象によって異なる。




　パッシブ

　　カリスマ（交渉術50）　対象の注目を集める。対等以上に接することが可能となる。

　　【対異性】魅了（交渉術80）　異性を「魅了」状態にする。

　　【対同性】魅了（交渉術85）　同性を「魅了」状態にする。

　　【対魔物】魅了（交渉術90）　魔物を「魅了」状態にする。

　　選択肢（交渉術１００）　マナを全て使用し、その場面において最も効果的な行動を三つ列挙し、選択肢として表示する。

　　ピックゴールド（幸運10）　移動中にお金を拾うことがある。

　　ピックアイテム（幸運20）　移動中にアイテムを拾うことがある。

　　豪運（幸運30）　低確率で発動し、思いがけない幸運な出来事が起こる。




　残りボーナスポイント：１２５


















　　　　　　両親と『母性』スキル






　ジュネガン公こう国こく西せい部ぶ山さん麓ろくの田舎いなか町まち、ミゼール。それが、俺の生まれた場所だった。

　ミゼールの町の北、丘きゆう陵りよう地ちにある教会を中心にして、大きめの邸宅が集まっている。その中のひとつが我が家である。

　町の人口は千五百人くらいで、全部で三百世帯近くが住んでいる。ゲームより人口が多いので、俺の知らない人物がほとんどだが、たまに見覚えがある人もいた。

　エターナル・マギアの中では、リアルと同じように時間が経過していて、プレイヤーキャラも年を取っていく。種族によって開始年齢は違うが、人間を選ぶと十五歳だ。

　しかし俺が転生した、エターナル・マギアを再現したような異世界──ゲームと同じで『マギアハイム』という名前だが、ここでは〇歳のキャラクター、つまり俺のような赤ん坊が存在する。この時点で、すでにゲームとは違っている。

　まずひとつ分かったことは、交こう渉しよう術じゆつを１００にすることで得た技能の中でも、他人に影えい響きようを与える『カリスマ』『魅み了りよう』といった常時発動効果パツシブは、親に対しては発動しないということだった。

　なぜ発動しないのかというと、家族は『パーティ』の扱いだからだ。その点はゲームでも同じで、『魅了』はパーティメンバーに対しては発動しない。

　それにしても赤ん坊というのは難なん儀ぎなもので、少し考えただけでお腹がすく。

「おぎゃぁ、おぎゃぁ！」

「あらいけない、もうそんな時間だったわね。ちょっと待っててね、ヒロト」

　揺りかごの中で泣き声を上げる。異世界の俺の母親──レミリアさんが近づいてくると、俺はつい目をそらしてしまう。

　なにせ、いきなり十八歳の母親ができてしまったのである。元の年齢から二つ年上なだけの女性を、母親として見られるわけがない。

　さらに良くないことに、いや、良いことかもしれないが、母さんは美人だった。西洋的な顔立ちだけど、彫ほりが深すぎることもなく、柔らかい印象だ。目が大きくて、睫まつ毛げがすごく長い。年齢的にも美少女といって差し支えはないだろう。

「……あー、うー」

「この子ったら、いつも顔をそむけるんだから。あなたのお母さんよ？　怖がらないで、ちゃんとこっちを見てちょうだい」

　こんなふうに毎日優しい口調でお説教をされてしまっている。母さんに心配をかけたくないが、赤ん坊でも中身はコミュ難なんなままの俺なのである。

　親にはスキルが通じないので、素の俺で付き合っていかなければならない。赤ん坊の状態では甲か斐い甲が斐いしくお世話をしてもらえるので、スキルに頼る必要はないのだが。

「ほら、こっちを向いて……よしよし、いい子ね」

（っ……や、やっぱり慣れないな……いつまで経っても）

　こっちを向いてと言われても、従えなかった理由がそこにある。

　レミリアさんが服をはだけさせて、片方の乳ち房ぶさをぽろんと出す。そう、彼女は赤ん坊の俺に、おっぱいをくれようとしているのだ。

　転生前は画像でしか見たことのなかった、いや、画像でもこんなに綺き麗れいな女性の胸を見たことがない。均きん整せいの取れた適度な大きさの白い膨ふくらみに、艶つややかな桃色の突端──どれをとっても、レミリアさんは特級クラスだ。

（……くぁぁ……い、いいのか、本当に……）

　俺は赤ん坊で、レミリアさんは母親だ。しかし十八歳で、亜あ麻ま色いろの髪かみをポニーテールにした美少女が、ぱんぱんに張った乳房を吸わせてくれようとしているのである。

　嬉うれし恥ずかしい以上に、許されないことをしている気分になる。目の前の赤ん坊が、なけなしの倫りん理りを総動員して葛かつ藤とうしていることなど、レミリアさんは何も知らないのだ。それもまた罪悪感を煽あおってくる。

「お母さん、あまりおっぱいが出ないから、足りなかったら少し待ってね」

　微笑ほほえんで言われる。どうぞと差し出された乳首を、俺はまだ躊ちゆう躇ちよして見つめていた。もう数えきれないほど吸わせてもらったのに、全く順応できてない。

　レミリアさんはおっぱいがあまり出ないと言うが、十分過ぎるほどに出る。気を抜くと口からこぼしそうになるほどに。こぼさないために俺はかなりの努力を必要とする。

　母乳は時間経過によって回復する。この世界においては母乳を与える行為が『授じゆ乳にゆう』というアクションとして設定されているのだ。『授乳』を使うとマナを消費するのだが、その消費量は、『母ぼ性せい』スキルに依存している。母さんは若さゆえに母性が低めなので、たくさん出るとはいえ母乳は貴重なのだ──一度の機会で十分吸わないといけない。

『母性』というスキルの値は、母さんのステータスを見て分かった。人のステータスを見せてもらうためには『鑑かん定てい』というスキルが必要なのだが、親子でパーティを組んでいる扱いになっているので、同パーティの相手のステータスは閲えつ覧らん可か能のうになっていた。




　名前：レミリア・ジークリッド

　人間　女性　18歳　レベル10




　ジョブ：令れい嬢じよう　貴族として育てられたことを示す。

　ライフ：76／76　マナ：24／24




　スキル

　手芸　25　縫ぬい物もの、織おり物ものに関係する技術。

　気き品ひん　18　その人物の高貴さを体現する数値。

　恵けい体たい　３　身体能力を総合した数値。ライフ、物理攻撃、防御に関わる。

　母性　23　その人物がどれだけ母性的であるかを示す数値。

　料理　10　料理に関係する技術。




　アクション

　手て縫ぬい（手芸10）　糸と針を使い、布を縫い合わせる。

　機はた織おり（手芸20）　機織り機を使って布を織る技術。

　授乳（母性20）　対象に自分の母乳を与える。

　簡易料理（料理10）　簡単な料理をレシピ通りに作ることができる。




　パッシブ

　マナー（気品10）　社しや交こう場ばでマナーを踏まえた振る舞いができる。

　育いく成せい（母性10）　対象と共に行動することで、教育効果が発生する。




　残りスキルポイント：５





　彼女のステータスから、俺は多くの情報を得ることができた。

　母さんのジョブは『令嬢』だ。彼女は貴族の出身で、俺たち一家は母さんの一族が所有している別べつ邸ていを譲られて住んでいるということらしかった。

　気品スキルはジョブが『令嬢』ならば自然に上がっていくが、一年で１ポイント上がるくらいのペースだ。気品スキルはボーナスを振らずに18になったことになる。

『授乳』が母性20で取得できるということは、母性はおそらく子供ができると上昇するのだろうと思われる。他にも条件はあるのかもしれない。

『恵体』スキルは、１ポイントでライフを12上昇させ、物理攻撃力にレベル×３、防御力にレベル×２のプラス補正が加わる。ポイントを振らなくても上昇するが、成長は恐ろしく遅い。十八歳の彼女が恵体３ということは、少し運動をたしなんでいたが、死ぬような戦闘は経験してないってことだ。

　ゲームの時は、俺は『恵体』にボーナスを振らず、戦闘などでスキル経験値を溜めて１００まで上げた。それを異世界で実行すると、相当の時間と労力がかかるだろう。しかし、いずれは上げなければならない、攻略に必ひつ須すといえるスキルだ。

　母さんのスキルポイントは５余っている。これは振り方を知らないのか、あえて振っていないのかはまだ分からない。

「お腹がすいてないのかしら……そろそろあげる時間だと思うんだけど。はいヒロトちゃん、おっぱいでちゅよ～……」

　今は母乳だけが俺の栄えい養よう源げんなので、授乳の機会を逃してはならない。つい考え込んでしまって、母さんを待たせてしまった。

　俺は差し出された彼女の乳首に吸いつく。ちゅぱ、と音を立てて吸った、その瞬間。

「んっ……ヒロトったら、一回口を離さないの」

（ご、ごめんなさい……まだ遠えん慮りよがあって）

　反射的なものなのか、一回吸うとしばらく母乳がにじみ出てくる。












　薄い乳白色のしずくが、白い乳房の下側のカーブを滑り落ちて垂れていこうとする。

俺は赤ん坊ながら、小さな手を伸ばして母さんの乳房を支え、こぼれかかった乳を唇で受け止めつつ、もう一度尖せん端たんをそっとくわえた。ちゅっ、ちゅぱっと音を立てて何度も吸いつく俺の頭を優しく支えて、母さんが微笑む。

「やっぱりお腹が空いてたのよね。お母さん、気づくのが遅くてごめんね」

（俺の方こそ申し訳ないな……こんなに強く吸っちゃって……）

　強めに吸わないと出てこないので、申し訳なくなる。栄えい養よう補ほ給きゆうのためでも、胸を見せられて好きに吸っていいなんて、本当に良いのかという気持ちが消えない。

　母乳を飲まないと山や羊ぎの乳を飲まされるらしいのだが、山羊の乳は結構高いので、母乳で育つ方が母さんは助かると言っていた。家計のためにも、やはり吸うしかない。

「んっ、んっ……ぷぁ。はぷっ……ちゅっ、ちゅっ……」

「ふふっ……一いつ生しよう懸けん命めい吸って。ヒロト、お母さんのおっぱい好きなのね」

　最初は動どう揺ようして舐めてしまったりしたが、その時は母さんが困っていたので禁じ手となった。母乳を吸うときは無心に吸わなくてはいけない、それがルールだ。

　母乳の味は、なんというか優しい甘みがいい感じだ。吸っているうちに乳首がさらにふくらんできてしまうのは、自然の摂せつ理りなので仕方がない。

　だが、童どう貞ていの精神にはあまりにも毒だ。お腹がすくと自分でもコントロールできずに泣いてしまうので、一日に何度も乳を与えられる。一回ごとにこれほど葛かつ藤とうしていたら、俺はどうなってしまうのだろう。

「ふぅ……やっと慣れてきたかしらね。ヒロト、何だか初めから吸うのが上手なんだもの……お父さんに似たのかしらね」

　親のそういう話を聞かされると複雑な気分なのだが、上手に越したことはないので、俺は悟さとりを開いて授乳に集中する。

（俺はなるべくいい子にするから、なるべく早く冒険に出させてください）

　俺は母さんの胸に両手を添そえて吸いつつ、懇こん願がんするように見つめる。

「ヒロトったら、そんなにじっと見て……お母さんのおっぱい、そんなに好き？」

「ば、ばぶー……」

　意志が伝わるわけもないけど、もどかしく思ってしまう。しかし正直に言えば、俺は授乳の時間を心待ちにしていた。つまり、母さんの言うとおりってことだ。





　　　　　　選択肢の罠






　俺の父さんの仕事は木こりだ。森ではモンスターに襲おそわれる危険があるため、自分の身を守れる強さが必要な木こりの収入は、この世界では良い方である。

　しかし父さんは、もともとは木こりだったわけではないらしい。持っているスキルから、近きん接せつ戦せん闘とう職しよくを経験しており、貴族の血を引いていると想像がついた。

　リカルド父さんは毎日決まった時間に森に行き、木を切り、動物を狩ったりもする。狩猟には『狩人かりうど』スキルが必要なのだが、村の仲間と共にパーティを組むことで、『狩人』スキルの恩おん恵けいを受けていた。

　父さんの仲間の狩人の家はローネイア家というのだが、俺が生まれてしばらくして、そこの家にも子供が生まれた。ローネイア家の奥さんであるサラサさんは、ときおり子供を連れてうちに遊びに来るようになった。

　リオナ・ローネイア。それが、サラサさんの娘の名前だ。サラサさんはゲームにも登場した人物だが、娘のリオナについては俺は知らず、初めて見る名前だった。




　今日も午後になってサラサさんがリオナを連れてうちに来て、居間で母さんとお茶を飲みながら談だん笑しようしていた。

「リオナちゃんは将来美人になりそうね。目鼻立ちが、サラサさんそっくりだもの」

「ヒロトちゃんもリカルドさんに似て、美男子になるでしょうね。リオナと仲良くしてくれるといいのですが」

　サラサさんの受け答えは物静かで優しそうなのだが、彼女は本当に優しい。無ぶ愛あい想そうな俺にも気を悪くしないで、リオナを紹介してくれた。

「うちの子、私にまだなついてくれないのよね。そこが可愛いんだけど」

「ふふっ……うちの娘もそうですよ。泣いている理由がわからなくて、困ってしまうこともあります」

「ヒロトはだいたい、お腹がすいてると泣いて呼んでくれるわ。泣いておいてから、私が近づいてくるともじもじするの」

「お母さんが来てくれて嬉しいんですよ。すごくなついてくれているじゃないですか」

　授乳されるということは胸を見せてもらうわけだから、もじもじというか、葛藤してしまうのである。生まれて一ヶ月になるが、乳離れまで慣れそうにない。

「レミリアさん、ヒロトちゃんを見せてもらってもいいですか？」

「ええ。その子、すぐそっぽを向くけど、気を悪くしないでね。恥ずかしがり屋なの」

「はい、わかっています。ヒロトちゃん、こんにちは」

　サラサさんが俺のゆりかごを覗のぞきこみ、朗ほがらかに挨あい拶さつしてくれる。

　それを見て俺はつい目をそらしてしまう──なぜなら、彼女は母さんよりもはるかに胸が大きいのだ。その大きさといったらロケットみたいに前に突き出していて、今みたいに前まえ屈かがみになると、大変な眺ながめが見られてしまう。谷間というか、峡きよう谷こくというか。

　胸も気になるが、それより重要なことがある。彼女が被っているフードから覗く耳は、人間族より長い──しかしエルフほど長くはない。つまり、彼女はハーフエルフだ。

　ハーフエルフは本来人前に出てくることが少ない。それなのに、サラサさんが人間の町で暮らしているのはなぜなのか。気になるが、今はまだ尋たずねようがない。

「大きくなったら、娘のリオナと仲良くしてくださいね。ヒロトちゃん」

「……ぷい」

　サラサさんに見つめられて、ついそっぽを向いてしまう。こんな赤ん坊は可愛くないだろうとわかっていても、性格はなかなか変えられない。

　──しかし、俺は失念していた。

　家族には通用しないパッシブが、他人には効果を及ぼすことを。




　◆ログ◆

　・「カリスマ」が発動！　《サラサ》に注目された。

　・「魅了」が発動！　《サラサ》は抵てい抗こうに失敗、魅了状態になった。

　・《サラサ》が好意を持ってあなたを見ている。

　・《レミリア》はつぶやいた。「うちのヒロトはリオナちゃんにはあげられないわね」





「っ……!?」

　サラサさんがびくんと身体を震ふるわせる。明らかに俺のスキルのせいだ。みるみるうちに彼女の頰ほほは紅こう潮ちようして、俺を見る目が熱を帯びていく。

　恐る恐る、さっき頭の中に流れてきたログに目を通す。ウィンドウを目の前の空間に表示することもできるが、俺はいろいろ試してみてウィンドウを非表示にした。すると『ウィンドウ』と念じれば、脳のう裏りにウィンドウの表示内容が浮かぶようになった。

　まず『カリスマ』が発動したことで、サラサさんのステータスが閲覧可能になった。『カリスマ』は交渉術スキル50で取得できて、他人に一目置かれるという効果があるパッシブだ。これが発動すると、相手をパーティに誘うためにステータスを確認したり、『口説く』『依頼』などのアクションスキルを使用することが可能となる。

　それより何より──サラサさんに与えてしまったステータス異常が危険だ。わざとではないとはいえ、俺はご近所の奥さんを『魅了』状態にしてしまったのだ。

「レミリアさん、やっぱりヒロトちゃんには見込みがあるんじゃないかしら。赤ん坊の彼に言うのも何だけれど……他の人にないものを感じるわ」

「そういうこと、よく言われるのよね……助産師さんも言ってたし」

　レベルが低い今、俺の『魅了』は高レベルの人物には通りにくいはずだ。それでも成功してしまうとは……こうなってしまうと、サラサさんは……。




　◆ダイアログ◆

　・《サラサ》はあなたの命令を待っている。命令しますか？　ＹＥＳ／ＮＯ





『ログ』は現在の状況を示すもので、『ダイアログ』は俺の選択を要求してくる。何も選択しないでいると一定時間で消えるようになっている。

　魅了が成功したからといって、よその奥さんに対して命令することなんて俺にはない。どんなことでも聞いてくれる状態でも、命令などしてはいけないのだ。

　母さんがサラサさんの変化に気づく前に、俺はなんとか離脱しようと試みる。

「……おぎゃ、おぎゃぁ！」

「あらあら、ヒロト、びっくりしちゃったみたいね……それとも、お腹がすいた？」

　母さんが席を立つ。しかし彼女のマナは、授乳直後でまだ回復していなかった。

「さっきあげたばかりだから、私はもうお乳が出ないわね……どうしようかしら」

「あの……レミリアさん、私が代わりにあげてもいいですか？　リオナにあげるだけでは、いつも余ってしまって……」

（おお、神よ……なぜ俺にこれほどの試練を与えるのですか……！）

　この世界の神というと、あの女神なのだろうが、思わず祈ってしまった。

　レミリアさんに育てられるだけでも俺の赤ん坊時代は恵まれすぎているのに、まさか、近所の奥さんまでが、俺に授乳をしてくれようとするなんて。

　いけないことだと分かっている──しかし。もし、授乳してもらえるのなら、お腹のすいている俺にとっては何よりの恵みでもある。

（リオナにもおっぱいをあげてるはずだからな……授乳はマナを消しよう耗もうするのに、無理をして授乳してくれようとしてるなら、その時は止めないと……！）

　俺は心中で念じて、サラサさんのステータスウィンドウを脳裏に展開した。主にマナの数値を確認するために。




　名前：サラサ・ローネイア

　ハーフエルフ　女性　１２３歳　レベル23




　ジョブ：セージ　自然に通じ、薬草から薬を作ることに長けている。

　ライフ：64／64　マナ：２２４／２６４




　スキル

　　鞭むちマスタリー　32　鞭を使う技術。

　　白しろ魔ま術じゆつ　30　白魔術の知識。白魔術には、治ち癒ゆ魔ま術じゆつなどがある。

　　薬くすり師し　20　薬の知識を持ち、ポーションを作る技術。

　　恵体　２　身体能力を総合した数値。ライフ、物理攻撃、防御に関わる。

　　魔ま術じゆつ素そ養よう　20　魔術の素養を示す。マナ、魔術攻撃、魔術防御に関係する。

　　母性　75　その人物がどれだけ母性的であるかを示す数値。

　　料理　20　料理に関係する技術。

　　奴隷　20　奴隷であったことを示す。マイナススキル。




　アクション

　　鞭縛り（鞭マスタリー30）　鞭を使って相手の動きを止める。

　　治癒魔術レベル２（白魔術30）　レベル２までの治癒魔術を行使できる。

　　ポーション作成（薬師20）　ポーションを作成できる。

　　授乳（母性20）　対象に自分の母乳を与える。

　　子こ守もり唄うた（母性30）　子供を寝かしつけるために使う。

　　搾さく乳にゆう（母性40）　自分の母乳を搾しぼる。乳をアイテム化することもできる。

　　説得（母性60）　対象をなだめて、言うことを聞かせる。

　　簡易料理（料理10）　簡単な料理をレシピ通りに作ることができる。

　　料理（料理20）　簡易料理よりも作れるレパートリーが増える。




　パッシブ

　　鞭装備（鞭マスタリー10）　鞭を装備することが可能になる。

　　女王様（鞭マスタリー20）　鞭で攻撃したとき、低確率で相手の反撃を封じる。

　　薬草学（薬師10）　野山に生えている薬草を見分ける知識。

　　回復上昇（白魔術20）　治癒魔術の効果を上昇させる。

　　育成（母性10）　対象と共に行動することで、教育効果が発生する。

　　慈じ母ぼ（母性50）　周囲の警けい戒かい心しんを下げ、スキルの成功率を上げる。

　　子こ宝だから（母性70）　子供を授かりやすくなる。




　残りスキルポイント：17





　彼女はマナを40消費しているが、それはリオナに授乳したからだろう。

　しかしそれ以外に得られた多くの情報が、俺を圧あつ倒とうしていた。

　彼女はやはり、ハーフエルフだ。それが発端になってクエストが発生するわけだが、それよりも驚くべきは、母性75という信じがたい数値だった。

（授乳があるのも凄いと思ってたのに、搾乳って……さ、搾乳……？）

　乳が出すぎる人は搾らないと乳にゆう腺せんが詰まってしまうと聞いたことはあるので、理にかなってはいるのだが、他にも気になるスキルが多すぎて、すべてに言及しきれない。

　他に気になるのは、『奴隷』というマイナススキルだ。ハーフエルフの彼女がどれだけ波乱に満ちた人生を送ってきたか、ゲームでのことを思い出すと複雑な気分だ。

　ゲームで登場する以前のサラサさんには平和に暮らしている時代があって、そこに俺は居合わせているらしい。ゲームでの開始時期より、年月が過去に遡っているようだ。

「レミリアさん、ヒロトちゃんが大人しくしてくれているので……いいですか？」

　考えごとをしてるうちに、俺はサラサさんに抱っこされていた。まだ発達しきっていない嗅きゆう覚かくでも感じ取れる、ものすごくいい匂いだ。

「そうね……ヒロト、お腹がすいてるみたいだし。サラサさん、良かったらうちの子にお乳を分けてあげて。リオナちゃん、いいかしら？」

「きゃっ、きゃっ」

　母さんは赤ん坊のリオナを抱っこしてあやしていた。俺はまだ人に慣れてないのに、リオナはもう愛あい嬌きようを振りまいている。この分だと人なつっこい子に育ちそうだ。

　サラサさんは俺を片腕で抱えつつ、ゆったりした服の前をはだけていく。逃げることもできず、俺は彼女が胸を出そうとするところを見ているしかない。

「ヒロトちゃん……お母さんの方がいいでしょうけれど、私にもあげさせてくださいね……んっ……すみません、もう少し待ってください。引っかかってしまって……」

　サラサさんは胸が大きすぎて、出すのに苦労している。母さんは「ヒロトにも大きさの違いって分かるのかしら……ちょっとくやしいわね」とつぶやいていたが、そこに意識を向ける余裕はもはやなかった。




　◆ダイアログ◆

　・《サラサ》が「授乳」を使用しようとしています。許可しますか？　ＹＥＳ／ＮＯ





　サラサさんがリオナに授乳するために着ている服は、片方の乳房だけを出せるようにできていた。しかし、彼女は両方の乳房を出してしまった──それが魅了の効果なのか、何なのか思考がまとまらない。ぽろん、なんて生なま易やさしい擬音で表現できるものではなく、ばるるん、と飛び出してきた立派な乳房を前に、俺の思考は一時停止していた。

（……すっげぇ……）

　赤ん坊の俺には、それはあまりにも雄ゆう大だいな山さん脈みやくだった。サラサさんの呼吸に合わせてふるんふるんと震えているそれは、重力に引っ張られつつも芸術的な曲線を保っていて、淡あわく色づいた突端とのバランスもとれていた。

　異世界にもブラジャーに近いものはあるが、サラサさんのものは、普通に頭にかぶれそうなくらい大きかった。それを上にずらして乳房がもろに出ているのだ。こんな光景は、赤ん坊でなかったら見てはいけない、少年でも何かに目覚めてしまう。

『母性』の詳細な解説を開くと、数値×０・２％、乳房が大きくなると書いてある。もとから大きい彼女の胸に、15％補正がかかって大きくなっているのだ。

　対してレミリア母さんの補正は５％弱。それでも決して小さくないのに、サラサさんは格が違っていた。まさか爆ばく乳にゆうという言葉をリアルで使う日が訪れようとは。

「……そんなにじっと見つめないでください」

　桃色の部分を俺に見られて、サラサさんは頰を赤らめている。〇歳児の俺を明らかに意識している──言わずもがな、魅了状態だからだ。

（本当に吸っていいのか……？　サラサさんの旦だん那なさんに悪いことしてるような……）

　迷ううちに、サラサさんはゆっくり胸を前に差し出してくる。もう目と鼻の先だ……触れなくても、乳の雫しずくが溢こぼれてきてしまっている。母性に溢あふれすぎた彼女は、俺というお腹をすかせた赤ん坊を前にして、すでに身体が反応してしまっているのだ。

　神しん秘ぴ的てきですらある光景を前にして、俺はいまだに葛藤し続ける。許されるか、許されざるか。終わりのない問いを終わらせたのは、サラサさんの一言だった。

「遠えん慮りよしなくていいんですよ……ヒロトちゃん。リオナはもうお腹いっぱいですから、余った分はいつも搾って捨ててしまうんです。瓶一本分くらいは搾れるんですよ」

（さ、『搾乳』を使ってるんだ……こういうときに使う技能だったんだな）

　俺はしゃべれないので、話しかけられても答えられない。しかし、こんな状況を打開する方法が一つある。

　それこそが、交渉術１００で手に入るパッシブ『選せん択たく肢し』だ。

　これをセットしておけば、有効な行動の候補が三つ表示されて、選ぶことができる。選択肢を呼び出すと全てのマナを消費するので、本来は使うべきでない奥の手だ。

（しかし今は他に手段がない……どうすればいいか教えてくれ、選択肢！）




　◆選択肢ダイアログ◆

　１：《サラサ》の「授乳」を許可する

　２：《サラサ》の「授乳」を許可する

　３：《サラサ》の「授乳」を許可する





（ちょっと待てぇぇぇぇ！）

　スキルで有効な行動を判断した結果がそれなのか。

　俺には授乳を受けるしか、道が残されていないというのか……！




　◆ログ◆

　・《レミリア》はつぶやいた。「お母さんくらいの大きさの方が好きよね、ヒロトは」

　・《リオナ》は楽しそうに笑っている。

　・《サラサ》はあなたに向けてはにかんだ。





　レミリア母さんのちょっぴりジェラシーの込められたつぶやきが、ばっちりログに表示される。しかし俺は、一度選択肢を呼び出した以上、絶対にいずれかを選択しなければならない。文字通り、選択の余地がなくなってしまった。

（神よ……空腹の俺をお許しください）

　ふたたび神に祈りながら、俺は断だん腸ちようの思いで二番目を選択した。

　サラサさんは頰を染めてうなずき、椅い子すに座る。しかし彼女はそのまま動かない──やはりよその子に授乳するのは、ためらわれるのか。

（ん……ま、まさか、これは……）

「……レミリアさんの時みたいに、お願いできますか？　お手々をこうして……」

（ま、待ってくださいサラサさん！　それはいけません！）

　母親の乳房を触るまでなら、まだ許されると思っていた。

　しかしサラサさんが相手となれば話は違う。それなのに、俺はサラサさんに小さな手を引かれて、彼女の乳房を支えるように触れさせられていた。

（……柔らかい……そして、このずっしりとした重み……これが爆乳か……）

　その感触に感かん銘めいを受けた俺は、考え方を変えることにした。俺は手で支えて、サラサさんにかかる負担を、少しでも軽減する役割を果たしているのだ。

　そしてこの張りも、和らげてあげなくてはならない。ふにふにと触っていただけの手に、ふにゅ、むにゅっと力を入れる。決して揉んでいるのではない。強しいていうならば、これはマッサージだ。乳が出やすくするためには必要なことなのだ。

「んっ……ヒロトちゃん、だめですよ。そんなに手を動かしたら、お乳が……」

　乳首から乳にゆう汁じゆうが少しずつ溢れてくる。俺の手ではあまり力が入らないので、頑張ってみてもあまり搾れなかった。どうやら俺の手による『搾乳』はまだ早いようだ。

「サラサさん、ちょっと顔が赤いみたいだけど、どうしたの？」

「い、いえ、なんでもありません……ヒロトちゃん、そろそろ……」

（はっ……つい夢中になってしまった）

　もはや引き延ばすわけにいかず、俺は心なしか尖ってきていたサラサさんの乳首をぱくっとくわえた。焦らしてはいけない、赤ん坊は思い切りが肝心だ。

「んっ……ヒロトちゃん、そんなに……おなかがすいていたんですね……」

「……はぷっ。ちゅっ……ちゅっ……んくっ……」




　◆ログ◆

　・あなたは《サラサ》の「授乳」を受けた。ライフが回復した。

　・《サラサ》の魅了状態が続いている。

　・《サラサ》はつぶやいた。「夫に申し訳ないわ……ごめんなさい、あなた」





　新しい人生は、最初からクライマックスだった。おっぱいを吸うと人生をゴールしていい気分になってしまう、男とはそういう生き物なのだ。

「ヒロトちゃん……片側だけではなくて、こちらでもあげていいですか……？」

　まだ吸っていない方の乳房が差し出される。頼まなくてもお代わりが出てくるとは。

　しかしそんなに切ない目でお願いされては、赤ん坊であるところの俺もやぶさかではない。片方だけ張りを取るだけでは、彼女の身体にも良くない。どこにも破は綻たんはなく、俺には思いやりの精神しかない。

「はぷ……ちゅっ、ちゅっ……」

「んん……ありがとうございます、ヒロトちゃん……」




　◆ログ◆

　・あなたは《サラサ》の「授乳」を受けた。ライフが回復した。

　・あなたは「魔術素養」スキルを獲得した！　マナが12増えた。魔術が上手く使える気がした。





　ログを見て、歓かん喜きと驚きが入り交じる。

　まさか他人からの授乳で、スキルが手に入るとは思わなかった。ハーフエルフは生まれながらに魔術素養スキルを持っているので、その恩恵を得られたのだろう。

　母さんの授乳で気品スキルが上昇することも分かっているので、バランス良く吸っていかなくては。なんて贅ぜい沢たくな悩みなんだ。

「サラサさん、あまりヒロトばかりかまってると、リオナちゃんが寂さびしがるわよ？」

「あっ……す、すみませんレミリアさん。すぐに行きます」

　──ヒロトちゃん、またお願いしますね。

　彼女はそう俺の耳元で囁ささやいてから、はだけた服を元に戻し、レミリアさんに抱かれているリオナのところに、俺を抱っこして連れていってくれる。

　赤ん坊ながら、リオナは愛嬌があって可愛らしかった。髪も生えているし、プニプニとしていて、健康的にふっくらしている。

「きゃっ、きゃっ♪」

　うれしそうに手を伸ばしてくるリオナを見ているうちに、俺はふと思う。

（……気のせい……だよな。この笑顔を、どこかで見たことがあるなんて）

　リオナには関係ないことだとわかっていても、どうにも幼なじみというだけで、前世のことが引っかかってしまう。

「うー、うー」

　リオナは何か俺に話しかけてきてくれているが、まだ言葉にはなっていなかった。





　　　　　　三人娘とスキル上げ






　うちにはサラサさん以外にも、近きん隣りんに住む母さんの友人が訪れる。

　子供がいない女性でも、一定の年齢以上であれば母性が20に達していることがある。前世ではありえないことだが、母性スキルが20を超えていれば、誰でも授乳ができるのだ。アクションに『授乳』の文字が加わるということは、そういうことになる。




　今日も三人の若い女性が、我が家でお茶会をするためにやってきた。

「レミリア、赤ちゃんを見せてもらってもいい？」

「ええ、いいわよ。今は寝てると思うけど……あら、ずっと向こうを向いてただけね」

　話しながらやってくる女性たち。俺は揺りかごの中で寝返りを打ち、彼女たちの姿を確認する──その時だった。




　◆ログ◆

　・「カリスマ」が発動！　《ターニャ》《モニカ》《フィローネ》に注目された。

　・「魅了」が発動！　《ターニャ》は抵抗に失敗、魅了状態になった。

　・「魅了」が発動！　《モニカ》は抵抗に成功した。

　・「魅了」が発動！　《フィローネ》は抵抗に失敗、魅了状態になった。





「っ……？」

　三人のうち二人が俺の魅了にかかる。モニカさんは少し抵抗値が高いんだろうか。

　ターニャさんとフィローネさんの変化に、モニカさんは全く気づいていない。『魅了』の恐ろしさは、周りから見て変化が分かりにくいところだろう。

「あ……ちょっとレミリアに面おも影かげが似てるかも。男の子って、小さいうちはお母さんの方に似るって言うわよね……初めまして、私、ターニャっていうの」

「ヒロトちゃん、私はフィローネよ。レミリア、抱っこしてあげてもいい？」

「ええ、いいわよ。もう首もすわってきてるから」

「えっ、まだ二ヶ月なのに？　すごいねえヒロト。あ、あたしはモニカね」

　ターニャさんはソバージュっぽい髪型で、見るからに容姿に気を遣っている色っぽいお姉さんだ。スレンダーだけど母性の数値が高めで、比例して胸も豊かだった。

　フィローネさんは見るからに癒いやされる雰ふん囲い気きを持つ女性で、腰のあたりまで届く髪に、ゆるいウェーブがかかっている。三人の中では少しふくよかで、言葉を選ばなければ、絶妙にむっちりとしている。母性は三人の中で最高値をマークしていた。

　モニカさんはベリーショートでボーイッシュな印象の女性だ。他のふたりはいかにも村娘というような素朴な服を着ているが、モニカさんは胸にサラシを巻いて、その上に革のベストを羽は織おり、下はショーパンというアクティブな服装だった。

　ステータスを見てみると、ターニャさんとフィローネさんは『村人』で、モニカさんの職業は『狩人』だ。狩人は、職業固有スキルを持っている。

（新しいスキル……『狩人』が取れればな。でも魅了はかからなかったし……）

「ヒロトくんはまだこんなに小さいのに、レミリアと似たような気品を感じるわね」

「ねえ、レミリア……ヒロトちゃんを、あやしてあげてもいい？」

「え、ええ……いいわよ。ターニャ、フィローネ、どうしたの？　顔が赤いけど」

　魅了にかかったターニャさんとフィローネさんは、俺のことを意識しているようだ。それでも母さんは、俺がふたりを魅了しただなんて夢にも思わない。

「あ、お湯が沸わいたみたい。ちょっと待っててね、みんな。お茶を淹れてくるから」

　母さんが席を外す。するとフィローネさんが、そっと俺を抱えあげた。なかなか上手なのだが、彼女の抱っこは少しすわりが悪い。

「おぎゃぁ、おぎゃぁ！」

「あぁっ、よしよし、驚かせちゃってごめんね」

「フィローネ、あなたの抱き方では合ってないんじゃない？　私に任せなさい」

「あっ……ちょ、ちょっと、ターニャ！」

　ターニャさんに奪い取られる俺。まさか女性に取り合いをされる日が来ようとは。

「私の方が先にヒロトちゃんを抱っこさせてもらったんだから、私が先よ」

「少しくらいいいじゃない。こんなにかわいいヒロトくんを独り占めするつもり？」

　フィローネさんとターニャさんが一いつ触しよく即そく発はつの状態になってしまっている。モニカさんは二人が争っている理由がわからず、戸と惑まどっていた。

「二人とも、順番にあやしてあげなよ。ほら、ヒロトも嫌がってるじゃない」

「そ、そんなこと……さてはモニカ、あなたこそヒロトちゃんを……」

「あ、あたしは……赤ちゃんを見てみたいとは思うけど、それ以上は考えてないよ」

「こんなに可愛いのに、見るだけで済むはずないじゃない。ねー、ヒロトくん」

　三人が言い合うのを見て、魅了スキルを外しておこうかと思った矢先。

　俺のことを抱えていたターニャさんが、ふと優しい目をして見つめてくる。

（こ、これは……この見つめ方は……！）




　◆ダイアログ◆

　・《ターニャ》が「授乳」を使用しようとしています。許可しますか？　ＹＥＳ／ＮＯ





　ターニャさんは片腕で俺を抱いたまま、もう片方の手であれよと言う間に服をたくし上げる。なんと彼女はノーブラで、そのままぽろんと胸が出てきた。見るからに柔らかそうでボリューム感があり、母さんよりもワンランク上のカップ数に見える。

（子供がいない女の人も、赤ん坊に魅了されると、授乳しようとするのか……!?）

「ヒロトくん、少しお腹がすいてるみたいだから……お姉さんが、ちょっとだけ……」

「ターニャったら……もう。じゃあ、順番にしましょう。モニカはどうするの？」

「あ、あたしはいいから。二人とも、後でどうなっても知らないからね」

　モニカさんの言うとおり、普通なら二人に授乳してもらってはいけない。しかしこうなってしまうと、スルーすることは俺にはとてもできない。




　◆ログ◆

　・あなたは《ターニャ》の「授乳」を受けた。ライフが回復した。

　・あなたは『恵体』スキルを獲得した！　ライフが12上昇した。強くなった気がした。

　・《ターニャ》はうっとりしている。





（『村人』の乳を吸うと恵体が上がるのか……！）

「ん……ふふっ……そんなにじっと見ちゃって。おっぱい好きなの？」

「赤ちゃんなんだから当たり前じゃない。ねえ、そろそろ次は私に……」

「ヒロトくんはまだお腹いっぱいじゃないわよね？」

　ターニャさんはまだ授乳してくれるつもりだ。フィローネさんも順番を待っている。

（俺にこれ以上どうしろと言うんだ……教えてくれ、選択肢……！）




　◆選択肢ダイアログ◆

　１：《ターニャ》に「授乳」を命令する

　２：《フィローネ》の「授乳」を許可する

　３：《フィローネ》に「授乳」を命令する





　マナを使い果たしつつ、真理を悟る。神は乳スキルを吸えと言っているのだ。

「あんまり意地悪するのも何だしね。代わってあげるわ」

「も、もう……そんな仕方ないみたいな言い方して。ヒロトちゃん、ごめんなさいね、騒がしくしちゃって。お詫びといっては何だけど……んっ……」

　ターニャさんとバトンタッチしたフィローネさんが、今度は服の前を結んでいる紐ひもを解き、開いて見せてくれる。やはり『母性』の数値が高い彼女は、ターニャさんよりもさらに大きい。世界に二つとない形をした、豊ほう穣じようの山脈がそこにある。

「ああ……どうしよう。私、まだ自分の子供もいないのに……」

「ちゅっ……ちゅっ……ぷぁ……んっ、んっ……」

「ごめんね、まだ慣れてないから……どうしたらもっと沢山出るのかしら」

　フィローネさんが困っている。こんな時こそ、サラサさんとの授乳で得た経験を生かさなくては。乳が出ないならば、搾るのはいたしかたないことだ。

「あっ……赤ちゃんって、そんなふうにできるのね……美味しい？」

「はぷっ……ちゅっ、ちゅっ……こくっ……んくっ……」




　◆ログ◆

　・あなたは《フィローネ》の「授乳」を受けた。

　・「恵体」スキルが成長した気がした。

　・《フィローネ》は微笑んだ。





　スキルが上がらなくても、経験値は入っている。だから、決して無駄ではない。

（うっ……や、やばい。マナがゼロだから……意識が……）

「……ヒロトちゃん？　いけない、まだ足りないみたい」

「モニカ、私たちはもうあげちゃったから、あなたが飲ませてあげて」

「っ……そ、そんなこと、あたしは……」

　俺は朦もう朧ろうとしながらモニカさんを見る。それだけで無ぶ愛あい想そうな赤ん坊に授乳してくれるほど、世界は優しくは──。

「……わ、分かったわよ。今回だけだからね……」

（や、優しい……なんて俺に甘い世界なんだ……！）

　モニカさんは俺をフィローネさんから受け取ると、椅子に座って革のベストをはだける。そして乳房を押さえつけていたサラシをしゅるしゅると外した。

　解放された小こ麦むぎ色いろの丘がたゆん、と揺れる。この世界でも日焼け美人はいるのだと、あさっての方向に関心を向ける。そうでないと俺は正気を保てそうになかった。

「……初めてだから、上手くできないかもしれないけど……」

　小麦色の肌と、薄いピンク色の突端とのコントラスト。モニカさんが三人の中で一番大きいとは……母性と大きさは完全に相関してはいない。それも新しい発見だった。




　◆ログ◆

　・あなたは《モニカ》の「授乳」を受けた。

　・あなたは「狩しゆ猟りよう」スキルを獲得した！　狩りにおける心得が身についた。

　・《モニカ》は優しい気持ちになった。

　・「魅了」が発動！　《モニカ》は抵抗に失敗、魅了状態になった。





『授乳』で好感度が上がった直後に、また魅了の判定が入ったようだ。これでモニカさんにも、今後はスキル上げに協力してもらうことができる。

（やったぞ……でも今は、眠い……）

　俺はスキル取得を喜び、達成感と申し訳なさを同時に感じながら眠りに落ちた。





　　　　　※






　それから三ヶ月、俺は順調に授乳によって取得スキルを増やしていった。

「ヒロトはいつもおとなしくて助かるけど、もっと元気にしてもいいのよ？」

　ある日の昼下がり、揺りかごの中でおとなしくしていた俺だが、実は母さんを喜ばせてあげられることがあった。ちょっとだけ喋れるようになったのだ。

　母さんが俺を抱え上げてあやしてくれる。俺は今しかないと思い、勇気を振り絞った。

「……ま、まんま」

「きゃっ……い、今、何て言ったの!?　ヒロト、もう一回言ってみて？」

「……ぷいっ」

「お、お願い！　お母さんの一生のお願いだから、もう一回言って？　ほら、おっぱいあげるから！」

　俺は母さんに日頃から授乳してもらっているお礼として「まんま」と言ったのだが、母さんが涙ぐんでまで喜ぶので、こっちまで泣きそうになってしまった。














　　　　　　街での騒動






　ミゼールの町の周囲は木の柵さくで囲われているが、周囲に危険なモンスターが出しゆつ没ぼつするわけでもないので、そこまで厳げん重じゆうに守られていない。ゴブリンなどの弱いモンスターが出ても、あっさり守ガ備ー兵ドの人たちが退治しているようだ。

　弱いモンスターといえば小動物系もいるが、繁はん殖しよく期き以い外がいは人里にはやってこないし、こちらから仕掛けないと攻撃してこない個体がほとんどだった。

　つまり、ミゼールは基本的には平和で安全な町だ。だから母さんも今日みたいに天気のいい日は、俺を背負って、気兼ねなく市場に買い物に出ることができていた。

　ミゼールの中心部にある市場は、円形の広場に様々な屋台が出ていて、商人が食べ物や生せい活かつ必ひつ需じゆ品ひんなどを売っている。近くには武器屋、雑貨屋があり、路ろ地じに入ると鍛か冶じ屋やといった専門店もあると、まだ赤ん坊の俺にも母さんが説明してくれた。

　街の風景は、中世ヨーロッパの田舎いなか町まちに近いだろうか。ファンタジーの世界としては定型的で、田舎ならではの牧ぼつ歌か的てきな雰ふん囲い気きがある。

「色んなものが売ってるでしょう。ヒロトも大きくなったら、また一緒に来ようね」

「ば、ばぶー……」

　俺にとって、騒がしい雑ざつ踏とうは試練の空間だ。母さんの背中に負われているから、何とか落ち着いていられるけど。

「きゃっ……！」

　突然、母さんが男にぶつかられてしまう。人の多い場所ではパッシブを発動させずにいたが、それが裏目に出てしまった。

「どこ見て歩いてんだ、あぁ!?」

「おい、こいつ首都から来た貴族の娘だろ。あのリカルドと一緒に住んでる」

「ああ、リカルドか。臆おく病びよう風かぜに吹かれた、都みやこ落おちのリカルドだよな」

（父さんのことを知ってるのか、こいつら……）

　その言葉には悪意が含まれている。臆病風……都落ちって。

　俺が怒りを覚えた直後に、母さんが動いて、男の頰ほほを平ひら手て打うちしていた。

「ぐぁっ……て、てめえっ！」

「あなたたちに、夫を侮ぶ辱じよくされるいわれはないわ！　謝りなさいっ！」

　母さんが気き丈じように言う。市場を行き交う人々は、武ぶ装そうした三人の男たちを恐れて、遠巻きに見ているか、足早に通り過ぎるだけだった。

「先に手を出したのはそっちだからな……何されても文句は言えねえよなぁ！」

「っ……は、放しなさいっ！　この子に手を出したら許さないからっ！」

（ありがとう、母さん。でも、俺が必ず守ってみせる……！）

　ここでスキルを使えば、みんなに俺の異常さがバレてしまうかもしれない。

　そうしたら、ここで普通に暮らしていくことができなくなるかもしれない。

　生まれてからずっと平へい穏おんな暮らしで、荒あら事ごとがあるなんて想像もしていなかったけど、ここはエターナル・マギアの世界だ。一歩町の外に出ればゴロツキや山さん賊ぞくがいて、街中でも、状況によっては犯罪が起こることだってある。

　俺はそういうシビアさも好きだったが、それとこれとは話が別だ。

（俺が今使えるパッシブを、全部アクティブにする……頼むっ……！）

『魅み了りよう』を有効にして、かかった人の中に強い人がいれば力を借りられる。

（もしくは、男たちに『【対たい同どう性せい】魅了』がかかれば、無力化できる……！）




　◆ログ◆

　・あなたは『【対同性】魅了』スキルをアクティブにした。





　即時に効果が発動し、魅了の成功判定が入る。

　──だが、その一瞬だけ前に、『彼女』は現れた。

「そこまでにしておけ、ならず者どもっ！」

「っ……なんだ、てめえっ！」

　凜りんとして響く声の主は、白はく銀ぎんの鎧よろいを身につけた、金きん糸しのような長い髪かみを持つ女じよ性せい騎き士しだった。頭防具の額ひたい当あてをつけていて、優ゆう美びな面おも立だちに勇ましい印象を与えている。

　彼女は男たちの前まで颯さつ爽そうと歩いてくると、間合いを取って剣を抜く。

「彼女を誰だと思っている？　ジュネガン公こう国こくに暮らす者が、汚れた手で触れていいと思っているのか。恥を知れっ！」

「くっ……てめえ、公国騎士団の人間か……！」

「やべえ、こいつ《雷らい神じんフィリアネス》だ……っ！」

（雷神……この女の人が、そうなのか……！）

　フィリアネス──その名前を聞いて、俺は少なからず感動していた。もちろん『魅了』の発動後、ログで魅了がかかった人物を全速で確認しながらだ。

　敵三人はこちらへのヘイトが高すぎて魅了できなかったが、町の人を何人か魅了できている。しかし、彼らに即座に命令を下さなければならないという事態は避けられた。

　フィリアネス・シュレーゼ──ジュネガン公国最強の女騎士が来てくれたおかげで、俺は冷静に判断する時間を得られた。

「フィリアネス様、どうしてここに……っ!?」

　母さんも驚き、女騎士に問いかける。金色の髪を流して微笑ほほえむと、白銀の鎧を纏まとった騎士は手元の細さい剣けんを閃ひらめかせ、倒すべき敵を睨にらみつけた。

「レミリア様、話は後です……っ、はぁぁっ！　雷光麻痺刺突ライトニング・パラライズ・ピアツシング！」












　雷神フィリアネス。騎士のＮノンＰプレイヤーＣキヤラクターの中では世界で五指に入る力を持つ女性騎士。

　彼女はその異名のとおり、雷系の精せい霊れい魔ま術じゆつと剣けん技ぎを組み合わせた強力なアクション、『ダブル魔ま法ほう剣けん』の達人である。

「ぐぁぁっ……！」

「は、速いっ……速すぎるっ……」

　何が起こったのか、赤ん坊の俺の目では追えない。しかしログには、フィリアネスの放った剣技が何を起こしたのか、詳細に羅ら列れつされていく。




　◆ログ◆

　・《フィリアネス》は「ダブル魔法剣」を放った！

　・《フィリアネス》は「ライトニング」を武器にエンチャントした！

　・《フィリアネス》は「パラライズ」を武器にエンチャントした！

　・《フィリアネス》は「ピアッシング」を放った！　「雷光麻痺刺突！」

　・《アントン》に１２６８ダメージ！　オーバーキル！

　・「手て加か減げん」が発動した！　《アントン》は昏こん倒とうした。

　・《ガノフ》に１１３４ダメージ！　オーバーキル！

　・「手加減」が発動した！　《ガノフ》は昏倒した。

　・《フィリアネス》の武器エンチャントが解除された。





（つ、強い……桁けたが違う……！）

　ダブル魔法剣を使ったとはいえ、『細剣マスタリー』20で取れる初歩スキル『刺突』で、四桁のダメージが出せるなんて。

　オーバーキルは相手のライフの二倍以上のダメージを与えた時に発生する。もちろん普通なら相手は死んでしまうが、聖せい騎き士しである彼女は『手加減』スキルを持っているため、相手のライフを１でとどめていた。

「て、てめぇっ……この女がどうなっても……ぐぁっ！」

　残っていた一人が母さんを捕らえて、刃物を突きつけようとする。しかし俺はすでに手を打っていた。

　母さんを捕らえようとした男は、動く前に誰かに後ろから殴られて昏倒した。

『魅了』の範囲内にいた数十人のうちの一人、鍛か冶じ師しバルデス──ドワーフの老人に、『【対同性】魅了』が成功した。彼のステータスが高いことを確認しておいて、すかさず彼が助けてくれるように命令をしておいたのである。

「く、くそっ……てめえら、覚えて……やがれ……ぐへっ！」

「やれやれ。荒あら事ごとは年寄りには堪えるわい」

　バルデス老は、ドワーフの寿命に近い二百三十歳だ。老化でステータスが低下してはいるが、『恵けい体たい』スキルは55という高い数値を保っている。

　そこから放たれる『格かく闘とう』系アクションの『鉄てつ拳けん』は、三桁ダメージを叩き出して、大人の男を一撃で倒す威い力りよくを持っていた。

　バルデス老はならず者を踏みつけていたが、ドワーフの体重は小柄のわりにかなり重い。しかしうちの母さんに手を上げた以上、それくらいは甘んじて受けてほしい。

「ありがとうございます、おじいさん」

「いやいや、いいんじゃよ。わしも騒ぎに気づくのが遅れてしもうた」

　バルデス老は言いつつ、母さんの背中にいる俺を見た。

「この子はいい目をしておる。わしが気づけたのは、この子の風ふう格かくのおかげかものう」

　同性を魅了すると、基本的には友好的になる。バルデス老は、好こう々こう爺やらしい笑顔を向けてくれた。

「わしが生きているうちに、子供向けの道具でも作って贈りたいものじゃ」

「いえいえ、そんな。今日助けていただいただけで、こちらこそお礼を……」

「礼など気にすることはない。のう坊主、大きくなったらこのバルデス爺じいの工房に遊びに来い。覚えておられたらじゃがのう……ほっほっほっ」

　バルデス老──いや、バルデス爺は上機嫌に笑いつつ立ち去った。

　母さんを助けてくれて本当にありがとう、と言いたいところだが、言葉がしゃべれないのがもどかしい。またいつか会えたら、何とかお礼をしたいところだ。

　のびている男たちは、ガードによって連行されていく。男たちの方から因いん縁ねんをつけてきたのを、見ていた町の人が証言してくれていた。

「あ、あの……フィリアネス様、本当にありがとうございます。私がつい、かっとなって手を上げてしまい……」

「レミリア様が謝られることはありません。数を頼んで女性に狼ろう藉ぜきを働こうとするような輩やからを、公国の騎士が見逃すわけにはいかない。まして、幼い赤子を連れて……」




　◆ログ◆

　・「カリスマ」が発動！　《フィリアネス》に注目された。





「……母君はとても勇ゆう敢かんな方だぞ。誇りに思うといい」

　カリスマが発動して、フィリアネスが母さんの後ろに回り、俺の顔を見ようとする。

「むっ、私の方を向いてくれない……っ」

「……あー、うー」

　憧れの人物に会えたというのに、俺ときたら──と考えていると。




　◆ログ◆

　・「魅了」が発動！　《フィリアネス》は「聖せいなるサークレット」の効果で魅了を防いだ。





　フィリアネスが頭につけている額当てはマジックアイテムで、俺の『魅了』を完全に防御しているようだ。でも、『カリスマ』は効いているのでステータスだけは見られる。

　俺は別にスキル上げのことしか考えていないわけではない。ゲーマーとしては、強いキャラクターのステータスは無視できない情報だから、閲えつ覧らんしておきたい。




　名前：フィリアネス・シュレーゼ

　人間　女性　14歳　レベル30




　ジョブ：セイントナイト　神に剣を捧げ、魔を討つ聖なる騎士。

　ライフ：３４０／３４０　マナ：１２０／１４４




　スキル

　細剣マスタリー　40　細剣を使う技術。

　鎧マスタリー　20　装備した鎧の性能を引き出す技術。

　精せい霊れい魔ま術じゆつ　30　精霊魔術を行使する技術。

　【神しん聖せい】剣技　50　神聖系統の剣技の習熟度。

　魔術素養　10　魔術の素養を示す。マナ、魔術攻撃、魔術防御に関係する。

　恵体　25　身体能力を総合した数値。ライフ、物理攻撃、防御に関わる。

　母ぼ性せい　35　その人物がどれだけ母性的であるかを示す数値。

　気き品ひん　12　その人物の高貴さを体現する数値。




　アクション

　ピアッシング（細剣マスタリー20）　痛つう烈れつな突きを放つ。

　ツインスラスト（細剣マスタリー40）　目にも留まらぬ二連撃を放つ。

　加か護ごの祈り（【神聖】剣技10）　一定時間、防御に補正（小）をかける。

　魔法剣（【神聖】剣技20）　武器に魔術を付与する。

　ダブル魔法剣（【神聖】剣技50）　武器に二つの魔術を同時に付与する。

　精霊魔術レベル３（精霊魔術30）　レベル３までの精霊魔術を行使できる。

　授じゆ乳にゆう（母性20）　対象に自分の母乳を与える。

　子こ守もり唄うた（母性30）　子供を寝かしつけるために使う。




　パッシブ

　細剣装備（細剣マスタリー10）　細剣を装備することが可能になる。

　二に刀とう流りゆう（細剣マスタリー30）　武器を二つ持つことができる。

　手加減（【神聖】剣技30）　攻撃の結果、敵のライフが０になるとき、１だけ残す。

　カリスマ（【神聖】剣技40）　対象の注目を集める。対等以上に接することが可能となる。

　鎧装備（鎧マスタリー10）　鎧を装備することが可能になる。

　マナー（気品10）　社しや交こう場ばでマナーを踏まえた振る舞いができる。

　育いく成せい（母性10）　対象と共に行動することで、教育効果が発生する。

　オークに少し弱い　オークに対して攻撃、防御力が少し減少する。

　スライムに弱い　スライムとの戦闘時に状態異常が発生する。





（……じゅ、じゅうよんさい……!?）

　雷神フィリアネスのゲームでの公式イラストは、二十代の女性だった。『フィル姐ねえさん』という愛あい称しようで呼ばれてもいたし、俺の認にん識しきは間違っていないはずだ。ことあるごとに、『ＢＢＡ結婚してくれ』と掲示板に書き込まれるキャラの代表格でもあった。

「やはり、剣を持っている女は、赤ん坊には怖がられてしまうのだろうか……」

　しかし、目の前でしゅんとしているのは、紛れもなく十四歳の少女だった。女騎士というより、少女騎士と呼ばなくてはなるまい。

「フィリアネス様、私の名前をご存知だったようですが……」

　母さんが尋たずねると、フィリアネスは柔らかい微笑みを見せる。見ているこちらの気持ちが安らぐような、優しい笑顔だった。

「私は公国を護る者。公王家の系けい譜ふに連つらなる方々の名前は全て存じています。レミリア・ハウルヴィッツ様……クーゼルバーグ伯はく爵しやく家けの血を引くあなたが、我が騎士団の斧おの騎き士しリカルドと婚こん姻いんされてから、すでに二年になりましょうか」

　フィリアネスは母さんの前に膝ひざをつき、頭を下げる。その瞬しゆん間かん、俺はひとつのことに気がつき、電らい撃げきに打たれるような気分を味わった。

『ジークリッド』は俺のプレイヤー名で、厳げん密みつには元々ゲームの世界にいた人物ではない。俺の両親もいなかった……なのに、この世界では元からいた存在になっている。

　俺はいくつかの仮説を立てるが、女め神がみに再会しないことには、答え合わせはできない。今のところは、女神が俺を迎え入れるために準備を整えた結果なのかもしれないというくらいだ。赤ん坊の俺には両親がいて、両親にもそれまでに送ってきた人生がある。

　女神は自分が作り出した世界で、人間の存在を自由にすることができる。

　──でも、今は、それを傲ごう慢まんだと思うよりは。

「はい。この子はヒロト……私とリカルドが授かった子です」

　俺は父さんと母さんの子として生まれさせてくれたことを、女神に感謝したかった。

　おんぶした俺を優しく揺らしてあやしながら、レミリアさんが微笑む。この世界の、俺の母さんが笑っている。

　その笑顔を守りたかった。父さんも町のみんなも、サラサさんやリオナだって、目に映る全てを守りたい。

　それが女神にボーナスをもらい、転生させてもらった俺が一番にすべきことだ。

「……なぜこちらを向いてくれないのだ。私はそんなに怖い顔をしているか？」

「……まんま」

「あらあら……ヒロトったら、お腹がすいてるみたい。フィリアネス様、お礼はまた日をあらためて、必ずさせていただきます。それでは……」

「実を言うと、私はレミリア様の家を訪問しに来たのです。それにならず者たちの仲間がいないとも限らない。よろしければ私も、同行させていただきたいのですが……」

　フィリアネス……と、ゲーム時代の感覚で呼び捨てにしていたが、敬けい称しようをつけよう。どうやらフィリアネスさんは、のっぴきならぬ事情でこの町に来たようだ。ゲームでは首都を離れないキャラだったから、この先どんなイベントが起こるか想像もつかない。

　この世界の未知の部分が、いよいよ明かされそうな気がする。フィリアネスさんの来訪に、俺は密かに胸を弾はずませていた。期待のあまりに、彼女をじっと見つめてしまう。

「な、なんだ。熱心に見ているようだが……さっきはそっぽを向いていたのに」

「あら……珍しいわね、ヒロトが人の顔をちゃんと見られるなんて。フィリアネス様、恐れ多いことですが、うちの子がなついているみたいです」

「む、むむ……助けたからということか？　恩おん義ぎに感じる必要などないのだが」

　母さんを助けてくれたことに感謝してもいたが、俺はこんな時でも目ざとかった。

（フィリアネスさんの母性は35もあった……十四歳なのに……！）

　俺の魅了は、彼女のサークレットに防がれている。他の装備にも耐たい性せいがついていたりする可能性もあるが、俺が知っている装備なら、性能は見ただけでわかる。

　彼女はゲームでもそうだったが、防御力が高く、付加効果も多いフルプレートメイルを、敏びん捷しよう性せいが下がって攻撃回数が減ることを嫌って装備しない。

　そのかわり、腰鎧ウエストアーマーという腰回りを護まもる装備と、肩鎧シヨルダーアーマーを、布鎧クロースアーマーの上から装備している。つまり金属部分が肩と腰だけを守っていて、あとは布なのだ。

（これがリアル乳ちち袋ぶくろ……十四歳で母性35……７％のプラス補正が……！）

　ひたすら感かん嘆たんするほかない。十四歳なのに、明らかに母さんより大きい。それどころか、サラサさんまではいかなくても、トップクラスのバストサイズだった。

（もし、そんな人からスキルをもらえたら……飛ひ躍やく的てきに強くなれる……！）

　高望みをしてはいけないが、セイントナイトの職業固有スキル『【神聖】剣技』が獲得できるかもしれないとなると、喉のどから手が出そうになってしまう。

　何とかしてサークレットを外してもらう──そして、『魅了』の抵抗値を下げられたら。そんなチャンスが、果たして訪れるだろうか。

「この子ったら……フィリアネス様、くれぐれもこの子を甘やかさないでくださいね。すぐに女の子を引き寄せる、不ふ思し議ぎなところがある子なんです」

「む……しかし、私は子供に好かれるほうではないし、ヒロトもそっぽを向いている。甘やかしても喜んでもらえないのなら、何もするつもりはない」

　ちょっと拗すねているフィリアネスさん。さすがに最強クラスのＮＰＣから授乳を受けることはできないか……こればかりは諦めるしかない。

　しかしどうしても、魅了さえかかれば【神聖】剣技が取れると思ってしまう。十四歳の彼女から『授乳』してもらおうなんて、背はい徳とく的てきな行為以外の何物でもないけれど。

（今は装備を外してもらう手段がない……とりあえず、彼女の用事が何か分かるだけでもいいか。母さんのライフも何とかして回復させてあげないとな）

　俺はまだ、この時点では失念していた。

　ゲームと違い、この世界では、誰でも絶対に装備を外す機会があるということを。





　　　　　　雷神フィリアネス






　フィリアネスさんは一人で来たわけではなく、部下を二人連れていた。マールギット、アレッタという二人の若い女性騎士を、従じゆう騎き士しとして従えているそうだった。

　マールギットさんはフィリアネスさんを『雷神さま』と呼ぶ。どうやらその通り名は、騎士団でも普通に使われているようだ。

「雷神さま、途中から私たちを置いて行っちゃうなんてひどいですよ～」

「ハーフプレートメイルなど装備しているから、歩みが遅くなるのだ。私は一定の速さで進んでいるつもりだったが、勝手にお前たちが遅れたのではないか」

「私は軽装なんですけど……フィリアネス様の足が速すぎるんです」

　マールギットさんは身長が高く、長く伸ばした赤毛を一本の三つ編みにしていて、肌が白く、ごつい鎧を着ているわりにあどけなさを残した顔立ちの美人だ。首から下はハーフプレートメイルで固めているが、胸や関節の部分が女性向けに加工されている。武器は槌メイス使いらしく、巨大な鉄てつ槌ついを持っていた。こんなもので殴られたら、かなりレベルが高いモンスターでもひとたまりもないだろう。

　戦士らしく鍛えているが、女性らしいしなやかさは残っていて、何より胸きよう甲こうが大きく余裕を持って作られている──それで胸の大きさは相当なものだとうかがえた。

　アレッタさんは、ゆるく巻いたセミロングのブラウンヘアで、いわゆるオフィス街のＯＬなどをやっていそうな容姿をしていた。年齢的には大学生くらいだろうか。

　彼女のジョブは、おそらく衛生兵メデイツクだ。回復系の職業だが、武器もある程度使えるため、騎士団などに所属している回復役は治ヒ癒ー術ラ師ーではなく、衛生兵の場合が多い。

　毎回評価するのもどうかと思うが、今まで会った女性の中では、胸は最も控えめだ。前世においては、標準くらいの大きさだったと思うのだが。

「ごめんなさいね、荷物を持ってもらってしまって。本当に助かるわ」

「あ、いいんですよ～。私、歩くのは遅いですけど、雷神さまより力持ちですから」

「む……わ、私だって、鍛たん錬れんすればすぐに追いつく。調子に乗ってもらっては困るな」

「フィリアネス様はその細腕で、すごく力がおありになるじゃないですか。マールさんしか腕うで相ず撲もうで勝てる人もいませんし」

　アレッタさんはマールギットさんを「マールさん」と呼ぶ。どうやらそれが愛称なのだろう。俺はレミリア母さんの背中におぶさり、三人の会話に耳を傾けていた。




　◆ログ◆

　・「カリスマ」が発動！　《マールギット》《アレッタ》に注目された。





（……いやいや、さすがに即座にステータスを見るなんてことはしないぞ）

「ヒロトちゃん、こっちを向いてくれませんね～。無理やり向かせちゃうぞ～」

「む、無理やり剝むくとか、何を言ってるんですか？　ダメですよ、そんなっ」




　◆ログ◆

　・「魅了」が発動！　《マールギット》は抵抗に失敗、魅了状態になった。

　・「魅了」が発動！　《アレッタ》は抵抗に失敗、魅了状態になった。





「っ……う、うーん？　ちょっと胸がおかしいような……何も変なもの食べてないのに……アレッタちゃん、あとで診みてもらっていい？」

「私も何か……その、落ち着かないというか。レミリア様、この子の名前は……？」

「あぁっ、また……ヒロトったら本当にもう。すみません、この子はちょっと不思議なところがある子で……」

　俺を甘やかしてはいけない、と母さんが説明する。確かにそうかもしれない、とこれからしようとしていることを棚たなに上げて同意する。

　しかし『授乳』は、決して悪行ではないはずだ。悪行を行うと業カルマが上がり、ログに表示されるので、システム的には問題のない行為だ。カルマに関係なく、母さんに心労をかけないためには、授乳は受けるべきではないと分かっているが。

（俺が自分で動ける年になって、さっきみたいなことがあったら……その時は、自分で母さんを守りたい。だから授乳してもらって、もっと強くならないと）

「む……何か遠い目をしている。赤ん坊なのに、思し慮りよ深ぶかく見えるのはなぜだろう」

「赤ちゃんだって色々考えてるんですよ～。こっちを見てくれませんけど、可愛いですねぇ。あばば～、べろべろば～！」

「マールさん、いちおう騎士団員なんですから……少し自じ重ちようしてください」

　マールさんは身体は大きいが心は少女のようだ。ゲームの時は全くしゃべらず、フィリアネスさんの傍に立っているだけだったから、新しん鮮せんな感じがする。アレッタさんも、真面目キャラだったとは初めて知った。




　三人の騎士と共に、俺たちは家まで帰ってきた。フィリアネスさんは家を眺ながめて、何やら感心しているようだった。

「こちらがレミリア様の邸宅……ジュネガン公国貴族の伝統的な建けん築ちく様よう式しきですね」

「ええ、父が祖そ父ふから譲り受けたものを、この町の人を雇って管理してもらっていたの。リカルドと私が首都を離れることになってから、借り受けているわ」

　フィリアネスさんたちに、母さんが説明する。俺も詳しいことは初めて聞いた。

「お父さんのお家ですから、借りたんじゃなくて、もらったって言いませんか？」

　マールさんが素そ朴ぼくな疑問を口にするが、母さんと実家には複雑な関係があるらしく、「借りている」という表現をしている。フィリアネスさんもそれを察したようだった。

「申し訳ありません、部下が非礼を……マールの素直さは長所だが、時々素直すぎる」

「す、すみませ～んっ。空気が読めてなくて、つい……」

「失言で騎士団を追放……なんてことは、二度とないようにしてくださいね。せっかく、フィリアネス様が拾ってくれたんですから」

　マールギットさんは失言で騎士団を追放されかかったことがあるのか……まあ、何というか、天然っぽいしな。つい焦って失言してしまうことの多かった俺には、親しみが持てる。好感と言ってもいいだろう。

　さて、親しん近きん感かんが湧わいたところで、二人のステータスを確認してみよう。




　名前：マールギット・クレイトン

　人間　女性　16歳　レベル８




　ジョブ：ナイト　国王、領主などに仕える騎士。

　ライフ：４６０／４６０　マナ：24／24




　スキル

　棍こん棒ぼうマスタリー　25　棍棒を使う技術。

　鎧マスタリー　30　鎧を装備し、性能を引き出す技術。

　騎士道　20　騎士としての心得。

　恵体　35　身体能力を総合した数値。ライフ、物理攻撃、防御に関わる。

　母性　28　その人物がどれだけ母性的であるかを示す数値。

　不幸　10　その人物の不幸の度合いを示す。




　アクション

　インパクト（棍棒マスタリー20）　渾こん身しんの力で相手を殴りつける。

　敬けい礼れい（騎士道10）　騎士らしく挨あい拶さつすることができる。

　授乳（母性20）　対象に自分の母乳を与える。




　パッシブ

　棍棒装備（棍棒マスタリー10）　棍棒系武器を装備することが可能になる。

　気き迫はく（騎士道20）　相手を威圧し、低確率でスタンさせる。

　鎧装備（鎧マスタリー10）　鎧を装備することが可能になる。

　鎧防御上昇（鎧マスタリー20）　鎧の防御力が５％上昇する。

　重鎧装備（鎧マスタリー30）　重鎧を装備することが可能になる。

　育成（母性10）　対象と共に行動することで、教育効果が発生する。

　ハプニング（不幸10）　低確率で不運な出来事が起こる。

　オークに弱い　オークとの戦闘時に状態異常が発生する。




　残りスキルポイント：４











　名前：アレッタ・ハミングバード

　人間　女性　20歳　レベル11




　ジョブ：メディック　戦場で仲間を治療する兵士。

　ライフ：76／76　マナ：１２０／１２０




　スキル

　杖マスタリー　10　杖を扱う技術。

　軽防具マスタリー　10　軽防具を装備し、性能を引き出す技術。

　白しろ魔ま術じゆつ　10　白魔術の知識。白魔術には、治ち癒ゆ魔ま術じゆつなどがある。

　衛えい生せい兵へい　30　衛生兵としての実践的な知識と技術。

　魔ま術じゆつ素そ養よう　10　魔術の素養を示す。マナ、魔術攻撃、魔術防御に関係する。

　恵体　３　身体能力を総合した数値。ライフ、物理攻撃、防御に関わる。

　母性　19　その人物がどれだけ母性的であるかを示す数値。

　気品　10　その人物の高こう貴きさを体現する数値。




　アクション

　治癒魔術レベル１（白魔術10）　レベル１の治癒魔術を行使できる。

　応おう急きゆう手て当あて（衛生兵10）　仲間に応急手当をしてライフを回復する。

　包ほう帯たい作さく成せい（衛生兵20）　布系の素材を使って包帯を作成する。

　毒抜き（衛生兵30）　毒を受けた直後に行うことで、解毒することができる。




　パッシブ

　杖装備（杖マスタリー10）　杖を装備することが可能になる。

　軽防具装備（軽防具マスタリー10）　軽防具を装備することが可能になる。

　マナー（気品10）　社交場でマナーを踏まえた振る舞いができる。

　育成（母性10）　対象と共に行動することで、教育効果が発生する。

　『のぼせ』になりやすい　風呂でのぼせやすい。




　残りスキルポイント：13





　マールさんの接近戦における強さはスキルの数値が示していたが、それよりも気になるのは『オークに弱い』だ。オークは『汚きたない悲ひ鳴めい』という技を持っていて、それを食らうとオークに弱くなってしまうので、おそらく戦ったことがあるのだろう。

（フィリアネスさんはオークだけじゃなく、スライムにも弱かったな……そしてマールさんは不幸スキルを持ってしまってて、アレッタさんはのぼせやすい、と）

　攻略のヒントになるかどうかは分からないが、知っておいても損そんはない。そうこうしているうちに、母さんがみんなを家の食堂に案内していた。

「皆さん、長旅で疲れたでしょう？　お風呂に入ってさっぱりしてきてください」

「よろしいのですか？　私たちは、町で宿を借りようと思っていたのですが」

　フィリアネスさんが遠えん慮りよがちに尋たずねると、母さんは朗ほがらかに笑って答えた。

「ミゼールは小さな町だけど、狩かり場ばや鉱こう山ざんが近いから、冒険者は数日前から宿を押さえておくのよ。それを知らなかった人たちは、酒場で一晩明かすことになるの」

「ふぁー……お酒の匂いがするところって、私苦手なんですよ～。想像しただけで酔っ払っちゃいそうです」

「私も、騒がしくない、屋根のある場所で休ませてもらいたいです……」

　従騎士ふたりは率直な意見を言う。フィリアネスさんも気持ちは同じようだった。

「では……かたじけない。リカルド殿に会って話したあとに宿を探そうと思っていたのだが、この家の軒のき下したを借りさせていただきたい」

「ふふっ……軒下だなんてとんでもない。フィリアネス様は生き真ま面じ目めな方なのね」

「むっ……わ、私は剣しか知らない女で……知らずに非礼を働いているとしたら、謝罪せざるをえない……」

　やはりシュンとしてしまうフィリアネスさん。凜としている彼女だが、母さんの方が人生の先輩という感じがして、何か微笑ましく思ってしまう。

「雷神さまは戦闘では鬼強いですけど、とっても可愛いところのある方なんですよ～」

「鬼強いとか変な言葉を使わないでください、マールさん。それに公国最強のフィリアネス様に向かって、可愛いだなんて……恐れ多いですよ」

「も、もういい。そこで公国最強と言われても恥ずかしいだけだ……私はまだ未熟だ。早く大人になって、おまえたちを見返してやりたいものだな」

　フィリアネスさんは言って、荷物を入れていたバックパックを取り出す。革のバックパックは、容量が大きいので便利な道具入インベントリーれだ。

　ゲーム通りなら、インベントリーの容量の数値だけ、見た目以上にものを入れられるはずだが──やっぱりそうだ。フィリアネスさんは鎧を外すと、バックパックにとても入りそうもない大きさの具足とショルダーパッド、チェストプレートを難なんなく収しゆう納のうしていく。どうなってるか分からないが、これは便利だ。

「あれほどお強いのに、華きや奢しやな身体をされているんですね……そのわりに……」

「む……ま、まあ、なかなか筋肉がつかないのだが、技で補えていると思っている」

　母さんは鎧を外したフィリアネスさんの胸を、じっと注視している。華奢なのに胸が自分より大きいことを、母さんは気にしているのだ。鎧を外した状態の乳袋は、拘束が緩ゆるんで一回り大きくなったように見える。

（し、しかし……布鎧以外をここで外すとは思わなかったから、すごい光景だ……リカルド父さんにはとても見せられないぞ）

　自分のことを棚にあげつつ、俺は鎧を脱ぐ三人の女性を見ていた。

　マールさんは身長が高いだけに、すごく胸が大きいけどサラサさんほどのギャップはない。そして、アレッタさんはやはり、鎧を脱いでも……。

「ほっ……」

「な、なんでしょうか、レミリア様。そういった反応をされると、恥ずかしいです」

「い、いえ……ごめんなさい、なんでもないから気にしないでね」

　比較的胸が控ひかえめなアレッタさんに会って、母さんは安心しているようだが、偶然に周りの人たちが大きすぎるだけで、コンプレックスを抱く必要はないと思う。

「っ……レミリア様、お怪け我がをされている様子ですね。申し訳ありません、気づくのが遅れてしまいました。すぐに治療いたします」

「大したことはないのよ、これくらい」

「いいえ、擦すり傷きずができています。擦さつ過か傷しようはきちんと消しよう毒どくしておかないと」

　アレッタさんは手際よく、母さんの腕の擦り傷の治療を始める。『清せい潔けつな布ぬの』に対して『包帯生成』スキルを使い、作成した包帯を使って『応急手当』で治療する。仕上げに消毒も兼ねた治癒魔術をかけてくれて、母さんのライフは完全に回復した。

「今日一日は安静になさってください。数時間で傷も消えるでしょう」

「は、はい……でも、困ったわね。この子をお風呂に入れてあげないといけないんです、うちの主人が帰ってくる前に」

「よろしければ、私たちが入れてあげますよ～。ね、ヒロトちゃん」

（なにっ……!?）

　思わず耳を疑ってしまった。父さんに入れられる運命かと思っていたら、マールさんが誘ってくるなんて──いや、風呂に入れてくれようとするなんて。

「マールさん、赤ちゃんは繊せん細さいなんですよ。ちゃんと入れてあげられるんですか？」

「うちの親戚の子たちをよくお風呂に入れてあげてたから、大丈夫だよ～」

「む、むむ……赤ん坊といえど男なのだぞ。乙女おとめの肌はだを、殿との方がたにさらすわけには……」

　マールさんは乗り気だが、アレッタさんは中立で、フィリアネスさんは反対している。そして母さんも俺のおいたに薄々気づいているので、三人に忠告する。

「あ、あの……うちの子と一緒にいると、その、何というか、おっぱいをあげたいっていう気持ちになってしまうかもしれなくて……ああ、私も何て説明していいのか……」

「え、えっとっ、私なら何とか大丈夫です。アレッタちゃんは無理だけど」

「はぅっ……は、はっきり言わないでください！　気にしてるんですから！」

「む……マールが良くても、わ、私は……神にこの剣を捧げた身として、簡単に裸を見せるわけには……っ」

　──その時、俺の頭に稲いな妻ずまのごとき考えが閃ひらめいた。

　髪を洗うとき、フィリアネスさんはきっとサークレットを外す。

（そのとき、『魅了』の判定が入れば……！）

　そうと決まれば俺は行動せざるを得なかった。マールさんとアレッタさんに対して、あるアクションを発動させる。

「っ……レミリア様、お願いです、ヒロトちゃんをお風呂に入れさせてください～！」

「私からもお願いします。後学のために……というと失礼ですが、赤ちゃんをお風呂に入れるって、とても貴重な体験になると思うんです」

「あ、アレッタまで……なぜそんなに、ヒロトを風呂に入れたいのだ……っ！」

　フィリアネスさんが顔を赤らめつつ、信じられないという反応をする。しかしマールさんとアレッタさんの意志はまったく揺るがず、俺に優しい視線を注いでいる。

　つまり、俺はマールさんとアレッタさんに『命令』してしまったのであった。スキルのためとはいえ、本当にいいのかという思いもあるが、どうしても諦められない。

「そこまで言うなら……そうね、お願いしようかしら。ヒロト、おいたはだめよ？」

　母さんからマールさんに引き渡される俺。最後に残った反対派のフィリアネスさんは、端たん整せいな口元をぷるぷると震ふるわせ、涙なみだ目めになっていた。

　しかし俺は心を鬼にする。ここでセイントナイトのスキルを取った暁あかつきには、誇ほこり高き騎士の魂を受け継ぎ、人々を護る力にすると内心で約束する。

（神・聖・剣技！　神・聖・剣技！）

　プルプルしているフィリアネスさんを、心の声で煽あおってしまう。外げ道どうだけど仕方ない、セイントナイトが目の前にいて見逃せるか、否、そんなわけがない。

「フィリアネス様、ご無理にとは言いませんよ～。私たちだけでも大丈夫ですし」

「そ、そうです。涙目になるほど恥ずかしいのなら……でも、赤ちゃんですよ？」

「……だー、だー」

　フィリアネスさんに対して、なけなしの愛あい嬌きようをふりまく。通用しないかと思ったが、彼女は目を潤うるませたまま、すねたような顔をした。

「わ、私は……赤ん坊が嫌いではない。しかしヒロトはすぐそっぽを向くのだ。きっと、私は嫌われているに決まって……」

「そんなことはありませんよ、さっきも言いましたけど、うちの子はフィリアネス様になついています。それは間違いありません」

（母さん……！）

　俺のことをマークしてる母さんが、今はフォローしてくれた。純じゆん粋すいな気持ちで言ってくれたんだろうけど、俺で無理なら、母さんに説得してもらうしか方法がない。

「……母君が、そう言うのなら。疑うことは、失礼に値するな」

　みんなの視線を受けていたフィリアネスさんが、ふっ、と表情を和らげる。そして、マールさんに抱かれている俺を、そっと優しく受け取った。

「私のことが怖いかもしれないが、あまりつれなくするな。これから一緒に湯ゆ船ぶねに浸つかる身だ、仲良くしよう」

（こちらこそ……！　できれば末永く仲良くしてほしい……！）

　フィリアネスさんの微笑みが、俺には神こう々ごうしいほど輝いて見えた。この瞬間のことを、俺は忘れることはないだろう。

（いや、ここからが難関だ……必ずフィリアネスさんを攻略してみせるぞ！）

『【神聖】剣技』スキルを何としても獲得しなければならない。この先にある苦難とか色々を乗り越えるためには、彼女のスキルが必要なのだ。





　　　　　　風呂場にて






　我が家の風呂は、熱い湯を沸わかしたあと、それを冷たい井戸水と混ぜて温度を調節し、一時的に貯ちよ水すい槽そうに溜めるという仕組みになっている。それを外から浴室の中に引いて、バスタブに湯を溜めるわけだ。

　マールさんが外で湯を沸かしてくれている間、俺はフィリアネスさんに抱えられて、アレッタさんと一緒にお湯が沸くのを待っていた。脱だつ衣い場じよと風呂場が一つになっているので、まだみんな服を着たままでいる。この辺りは、現代の風呂と違うところだ。

「は～い、準備できましたよ～。ああ、汗かいちゃった……」

「マールさん、その格好で薪まきをくべてきたんですね……すみません、任せてしまって」

　マールさんは布鎧しか身につけてないので、汗をかくと布地が張りついてしまっている。俺には縁がなかったが、部活少女が体操服で汗びっしょりになったところを見てしまったような、そんな気分だ。

　ちょっと顔に煤すすがついているけど、マールさんは気にしていない。アレッタさんはそんな彼女に本当に感謝していて、お礼を繰り返し言っていた。

「このお家って高い壁に囲まれてるから、外から見られる心配とかなくて安心だよ～」

「うむ、そうだな。貴族の邸てい宅たくはそうでなくてはならない」

　マールさんは働き者だな。元々は、大家族を支えて家事をしてたりしたんだろうか。

　それにしても、さっきからほっぺたに、フィリアネスさんの胸がぽよぽよと当たっている。これだけでもう何か満足なのだが、戦いはまだ始まったばかりだ。

　俺の目標は、この乳袋に収まっている豊ほう満まんな──いや、彼女のスキルなのだから。

「さて、入るとするか。マールとアレッタが先に入ってくれるか。私はヒロトを抱えているからな」

「はーい。なんだかんだいって、赤ちゃんを大事にしてますよね、雷神さまは」

「マールさんは、またそうやって……フィリアネス様は恥ずかしがり屋なんですから、デリカシーを持ってですね……」

　マールさんをたしなめつつ、アレッタさんは着ているものを脱ぎ始める。それを途中まで賢けん者じやモードで見ていた俺は、ようやく事態に気がついた。

（一部は見てるけど、女の人の全裸って、見るの初めてじゃないか……！）

　母さんは服を着たまま、俺を湯に浸からせてくれてから、改めてひとりで風呂に入ることも多い。しかし三人は俺と一緒に風呂に入るので、当然だが全裸になる。わかっていたはずなのに、ものすごく落ち着かない。

「ずっと縛ってたから、くせがついちゃって……ふぁ～、くるくるってなっちゃう」

「いつもながらすごい髪のボリュームですね、マールさん」

「湯に浸かる前に、私が洗ってやろう。いつも私が洗われてばかりだからな」

「いえいえ、大丈夫ですよ～」

　マールギットさんが長い三つ編みを解くと、カールした髪が腰のあたりまで届く。

　その髪がかかって絶妙に隠されているが、胸の丘きゆう陵りようはロケットのように前に突き出ている……こうしてフィリアネスさんに抱えられた高さからでは、胸で上が見えない。

「私もマールのように背を伸ばしたいのだが……一体何をしたらそんなになるのだ」

「赤ちゃんの頃から、お母さんのおっぱいをいっぱい吸って育ちましたから♪」

「マールさんのお母さまも、とても背が高いんですよね」

「巨人族でもあるまいし……と、それは言いすぎだな。許せ、マール」

「いいえ～、雷神さまが冗談を言ってくれると、胸がほっこりします」

　マールさんは話しながらの動作が大きいので、身体の一部分がばるんばるんと上下に弾んでいる。さすがメイス使い、それくらいの運動で胸が痛くなったりはしないようだ。

「ヒロトちゃんも、今のうちにおっぱいをいっぱい吸って、大きくなるんでちゅよ～」

（おわっ……た、高い高い！）

　マールさんがフィリアネスさんから俺を受け取って、いきなり高く持ち上げる。

　そして俺を持ち上げた拍子に、彼女の髪がはらりと乳ち房ぶさの表面をすべって、覆い隠していた部分があらわになってしまう。

　高くそびえたつ双子の山の頂に、桜の季節がやってきていた。俺はそれを概がい観かんして、尖端と全体のバランスの黄おう金ごん律りつのような調ちよう和わに、宇宙の真理を想像する。

「…………」

「あ、ぴったり止まっちゃいましたね～。怖かったのかな？　怖くないでちゅよ～」

「赤ちゃん言葉を使えばいいってものじゃなくて……私に任せてください。マールさんは良く転ぶので、危なっかしいです」

「アレッタちゃん、さてはヒロトちゃんを独り占めにしようとして……あ、雷神さま、どうしました？」

　アレッタさんを牽けん制せいするマールさんの肘を、フィリアネスさんがつつく。

「マール、とりあえずヒロトの服を脱がせてやれ。私たちよりは慣れているだろう」

「はいはーい」

（この瞬間が、一番恥ずかしいな……）




　◆ログ◆

　・《マールギット》はあなたの装備を全解除した。





　俺だって恥ずかしい思いをしているので、もはやおあいこだろう。三人の裸を見てもいいのでは──と思ったが、フィリアネスさんは両手で顔を覆っていた。まだサークレットも外してないし、布鎧も脱いでいない。

「あ、あの。フィリアネス様、それでは目が隠れていませんが……」

「なっ……ち、違うぞ！　私は見たいわけではない、見てはいけないと思って……っ」

「雷神さま、可愛いですね～。私もしっかり見るの初めてで、ドキドキしてますよ～」

「ど、ドキドキとか……これはあくまで、後学のためにですね……」

　アレッタさんは言いつつも、切れ長の瞳で俺を見つめる。

（そんなに見ないでください、俺はまだ〇歳児なんですよ）

「う、うーん……ヒロトちゃん、きっと立派な感じに成長めされるような……」

「ま、まじまじ見ないでくださいっ！　ヒロトちゃんもきっと恥ずかしがってます！」

「や、やだな～アレッタちゃん。私見てないよ？　全然見てない……きゃぁっ！」

「マ、マールッ……!?」

　ばしゃぁぁぁんっ！

　マールさんはアレッタさんにつっこまれて動揺し、つるっと足を滑らせる。フィリアネスさんの声もむなしく、彼女は湯船に顔面から突っ込んで水柱を立てた。

『不幸』スキルを持っているマールさんは、運悪く『ハプニング』のパッシブを発動させてしまったようだ。

（……白桃かな？）

　浴よく槽そうから突き出ているマールさんのお尻を、俺は果物に見立てた。あれはフルーツだ、フルーツなら許される。フルーツは公こう序じよ良りよう俗ぞくを乱さない。

「しっかりしてくださいマールさん！　もう、こんな時に限って……おもたい……っ」

「ぼこぼこぼこ……」

「アレッタ……ここは最後の手段だ、尻を叩いてやれ。そうすれば活が入る」

「わ、分かりました……失礼します！　せいっ！」

　ぱしんっ！

　アレッタさんの掛け声とともに、浴室に小こ気き味みのいい音が響く。白桃を震わせたあとで、マールギットさんは勢い良く身体を起こした。

「ぷはぁぁっ！　い、いきなり何するのアレッタちゃん！」

「それはこっちのせりふです……はぁ。ヒロトちゃんもあきれてますよ」

　あきれてはないけど、『ハプニング』は『不幸』スキルがたったの10ポイントで発動するわりに、効果が凶悪すぎる。マールさん、今までよく無事でいられたものだ。

「もう、マールさんには任せていられませんから、私が先にお風呂に入れてあげます。これくらいの温度でいいんでしょうか……」

　アレッタさんが慎重に、俺を湯に浸からせてくれる。今はぬるいくらいが丁ちよう度どいい。

　うーん、気持ちいい。湯で布を濡ぬらして拭いてくれるだけでも十分だけど、やっぱり湯に浸かるとじんわりするな。身体が熱くなるのが早くて焦ったりもするが。




　◆ログ◆

　・《アレッタ》があなたを風呂に入れている。

　・《アレッタ》の「母性」が上昇した！　アクション「授乳」を獲得した。





（なにっ……!?）

　アレッタさんが母性的な行動を取ったことで、母性が上がってしまった。元々19だったので、１上昇すると20である。そう、20になってしまったのだ。

「ふぅ……マールさん、教えてもらわなくてもできてますよ。どうですか？」

「くぬぬ……わ、私の方が、もっと上手く入れてあげられるんだからね～！」

「何を争っているのだ、全く。もう、恥じらっている間もなくなったではないか……」




　◆ログ◆

　・《フィリアネス》は「聖せいなるサークレット」の装備を解除した。

　・《フィリアネス》は「祝しゆく福ふくされたクロースアーマー」の装備を解除した。





（……や、やばい。これはやばい……！）

　湯ゆ気げが風呂場に立ち込め始めた中で、金糸の髪に純白の肌を持つ少女が立っている。

　思考もまとまらず、「やばい」とひたすら連呼することしかできない。乳袋に収まっていた豊かな実りの果実は、芸術的としか思えない美しさだった。

　彼女の性格を示すように、その乳房は重力にまったく従わずにツンとしている。

　そして神が一ひと筆ふで書がきで作り上げたかのような脚きやく線せん美び。もっと筋肉をつけたいと言っていたが、今のままを保って強くなって欲しいと切に願ってしまう。

「私もなつかれているのだから、ヒロトを風呂に浸からせてやりたいものだ」

　サークレットが外れて、ついにチャンスが訪れる。俺はひたすらに祈るしかない。

（女神よ、頼むから『豪ごう運うん』を発動させて、『魅了』を成功させてくれ……！）




　◆ログ◆

　・「魅了」が発動！　《フィリアネス》は抵抗に成功した。





（くっ……ま、まあ、そうだよな。一発で上手くいくわけがない）

　魅了の判定は、十五分ごとに一回行われる。まだチャンスがあるはずだ。

　フィリアネスさんは俺の心中の葛かつ藤とうなどつゆ知らず、お湯を桶おけで汲くんで、床に片膝をついた姿勢で肩から浴びた。濡ぬれた金色の髪が身体に張りつき、さっきのマールさんと同じように、豊かな果実の核心を覆い隠す。

「石せつ鹼けんが置いてあるのか。高い宿でもないときがあるからな。これはありがたい」

　石鹼を使って身体を洗う姿さえ、輝きをまとって見える。何をしても絵になる彼女は、俺の中でフィリアネスさんは、例えではなく神聖な存在になりつつあった。

　考えているうちにフィリアネスさんは身体を洗い終え、もう一度湯を浴びて泡を流す。そして濡れた身体を心持ち隠しながらこちらにやってきた。赤ん坊なので、隠しすぎるのも変だと思ってくれたらしい。

（し、下の方が、もろに見えてるんですが……金色なんですね……）

　十四歳だから性せい徴ちようが見られるのは普通なのだが、俺はもう完全に敬語だった。

「ふぅ……湯をこんなに贅ぜい沢たくに使ってしまった。しかしマールが沸かしたのだから許すが、さっき突っ込んだときにかなり湯が溢こぼれたぞ」

「大丈夫ですよ～、ここをひねればお湯が足せますから」

「注ぎ湯ができるなら、ヒロトちゃんをゆっくり入れてあげられますね」

（い、いや……もう半分のぼせてるんだけど……）

　目の前が微妙にぐるぐるしてきた……そして、状態異常を示すログが流れてくる。




　◆ログ◆

　・あなたはのぼせ状態になった。

　・《アレッタ》はのぼせ状態になった。

　・《アレッタ》は混乱している。





「……ヒロトちゃん……近くで見ると……意外に、つぶらな目を……」

　アレッタさんはまだ湯船に浸かってないのにのぼせてしまう。熱ねつ気きにあてられたか、それとも、魅了状態で俺をお湯に浸からせてるからなのか。

（……って、この状況は……！）




　◆ダイアログ◆

　・《アレッタ》が「授乳」を使用しようとしています。許可しますか？　ＹＥＳ／ＮＯ





「私だって、マールさんにいつまでも、負けてられないんです。年上、ですから……」

「あぁっ……あ、アレッタちゃんだめっ、アレッタちゃんにはまだ早いと思うのっ！」

「な、何をするつもりだ……っ、アレッタ、冷静になれっ、そ、それは……っ！」

　慌ててアレッタさんを止めようとする二人。俺はクールそうに見えたアレッタさんが、目を潤ませて見つめてくるのを一瞬だけ見たが、のぼせてはっきり顔が見えない。

　しかし目の前にある、なだらかな丘陵とほのかな色めきだけはしっかり見えていた。

「あっあっ、ちょっと待ってっ、待ってったらっ……めでぃ───っく！」

「は、はしたない声をあげるなマールっ。待て、早まるなアレッタ……あぁっ……!?」

「……ヒロトちゃんなら、私……してあげられる気がするんです……」

　朦朧とする意識の中で、アレッタさんの白い鎖さ骨こつの下から始まる緩やかな傾けい斜しやの先にある部分が、俺の口元に差し出される。俺は釣られる魚のように、朦朧としつつぱくっと吸いつく。ちゅうちゅうと吸うと、口の中に、ほのかな甘みが広がった。

「んっ……ヒロトちゃん、そう……上手なんですね……」




　◆ログ◆

　・あなたは《アレッタ》の授乳を受けた。ライフが回復した。

　・あなたののぼせ状態が回復した。

　・あなたは「衛生兵」スキルを獲得した！

　・《アレッタ》は運命を感じた。





「……本当にできるなんて。ここまで経験するつもりじゃなかったのに。今回の任務は、想定外のことばかりですね……もっと吸ってみますか？」

「だー、だー」

「ば、バカモノォッ！　よそさまの赤ん坊に、そんなところ、す、す、すっ……」

　フィリアネスさんが、アレッタさんの行為を口に出せずにいる。マールさんは湯船の中で立ちすくんだまま、じっとりと俺たちを見つめていた。

「……アレッタちゃんは年上だけど、私の方がオトナだって思ってました。それは取り消します。今まであなどってました、ごめんなさい」

「マ、マールさん……怖いですから、突然丁てい寧ねいにならないでください」

　のぼせ状態が回復したので、俺にははっきりと、マールさんの姿が見えるようになった。水に濡れた肌、戦闘職らしく引き締まったお腹、そして──。

（……あ、あれ？　フィリアネスさんより年上なのに……あれ？）

　十六歳ではえてないってことは、どういうことだろう。俺にはよくわからない。

「こうしてヒロトちゃんを見てると、お母さんになったときの気持ちを想像できるっていうか……アレッタちゃんみたいにしたくなるっていうか……ね？」




　◆ダイアログ◆

　・《マールギット》が「授乳」を使用しようとしています。許可しますか？　ＹＥＳ／ＮＯ





　惜しみなく差し出された、健康的でとても立派な胸。パワー系である彼女の乳房は、今まで見た誰よりも張りがあって、それでいて十分に柔らかそうだった。

「そう、遠慮しないでいいよ～？　お姉ちゃん、結構頑がん丈じようだから。むぎゅーってしたら、きっとアレッタちゃんよりいっぱい出るよ～。はい、やってみて」

「そ、そんな……ヒロトちゃんはもうお腹いっぱいです、そうに決まってます！」

「お、お前たち……淫いん魔まにでも取りつかれたのか？　きっとそうだ、道中でお前たちは淫魔にすりかわってしまったのだ……っ」

　フィリアネスさんは相変わらず顔を覆いつつも、目を隠していなかった。見届けようというのか……俺が彼女の『恵体』、あるいは『騎き士し道どう』を授けられる瞬間を。

「筋肉質に見えるかもしれないけど、ここはそうでもないから……まだ歯がはえてないから大丈夫かな。優しくって言ってもわからないよね～……んっ……」




　◆ログ◆

　・あなたは《マールギット》の授乳を受けた。ライフが回復した。

　・あなたは「騎士道」スキルを獲得した！

　・《マールギット》は幸せになった。





「んっ、んっ……ぷぁ……ちゅっ、ちゅっ……」

　アレッタさんより濃い感じがするのは、個人差だろうか。彼女の胸を搾しぼるようにして吸いつくと、確かにすごい勢いで母ぼ乳にゆうが出てくる。

「……こんな気持ちになるんですね～。えへへ……ヒロトちゃん……」

「も、もういいですから交代してください！　私の方が衛生兵なので、こういうことは得意なんです！」

「ま、待て、ヒロトが赤くなっている。私と風呂に浸かって、もう上がらなくては」

　フィリアネスさんはそう言うけど、俺は母乳さえ吸っていれば常に完全回復だ。

　今は再度、『魅了』が発動するのを待つしかない。そろそろ十五分経つはずだ。

（従騎士の二人の固有スキルは獲得した……しかし本命はまだ……っ！）

「む……おとなしいな。本当に大丈夫か？　顔色は良いようだが……」

　フィリアネスさんが俺を抱えて、一緒にお風呂に浸かろうとする。

　──そして、運命のログが流れた。




　◆ログ◆

　・「魅了」が発動！　《フィリアネス》は抵抗に成功した。





（うぁぁぁぁぁ！）

　思わず頭を抱えたくなる。サークレットなしでも、なんてガードの堅さだ。

「……何かやはり不満そうだな。どうすれば、もっと愛らしくしてくれるのだ？」

「……まんま」

「お母さんがいないとさみしいんじゃないですか？　よしよし、お母さんでちゅよ～」

「マールさん、さすがにそれは……赤ちゃんでも判別くらいつきますよ」

　俺がこのとき「まんま」を、フィリアネスさんの授乳を受けたいという意味で言ったことには、誰も気づいてくれなかった。

「む……少し湯が熱いな。やはりヒロトが心配だから、もう少しで上がるとしよう」

「はーい」

「了解しました」

　こうして、初戦は俺の敗北で終わった。しかし、翌朝になるまでなら、フィリアネスさんはサークレットを外したまま、この家で過ごすはずだ。

（まだだ……まだ俺はあきらめない。ここであきらめたら絶対に後悔する……！）

「な、なぜ見つめているのだ？　慣れてきてくれたのなら、それは嬉しいが……」

「ヒロトちゃんにもわかるんですよ、雷神さまってすごく可愛いですからね～」

「な、何を言う……こんなに小さいのに、そんなことを考えているわけがない」

　一緒に風呂に浸かってくれている少女騎士に対して、闘志を燃やす俺。フィリアネスさんは鳶とび色いろの瞳で俺を見つめながら、小首をかしげていた。





　　　　　　魔剣カラミティ






　風呂から上がったあと、俺は居い間まで揺りかごに入り、母さんに揺らされていた。

『母性』スキルが30になった母さんは、『子こ守もり唄うた』というアクションを覚えた。今も鼻歌として歌っていて、聞いているとてきめんに眠くなってしまう。

（ま、まずい……まだ寝るわけにはいかないのに……っ）

「いっぱい眠って、早く大きくなってね。お母さんたちはそれが一番嬉しいのよ」

「……うー、うー」

「ふふっ、ちょっとずつ話してることがわかってきたみたいね」

（……父さんは幸せ者だな……こんな綺き麗れいな母さんに、好かれて……）

　考えていられなくなって、俺はうとうとと目を閉じる。母さんが微笑み、俺の頭を撫なでてくれた。

　しかしあわや眠りに落ちるというところで、玄関の扉が開く音が聞こえた。いいところで父さんが帰ってきてくれた──おかげで、俺は何とか眠らずに済んだ。

　母さんの怪我はすっかり良くなっていたが、昼間の出来事を聞くと、父さんは静かにアントンたちに怒りを向けつつ、母さんに大事を取って休むように言った。

「あなた、ヒロトは一緒に寝かせた方がいいかしら？」

「いや、まだ目が冴さえてるし、俺がもう少し遊ばせておくよ。おやすみ、レミリア」

「ありがとう、あなた。ヒロトにあまり夜よ更ふかしさせないであげてね」

「ああ、気をつけるよ。ヒロト、母さんは寝ちゃうけど、遠くには行かないからな」

　俺は父さんに抱っこされたまま、寝室に向かう母さんに手を振った。母さんと一緒に寝るのが一番安らぐが、まだどうしても、今夜は寝るわけにはいかないのだ。




　母さんが寝室に行ったあと、フィリアネスさんたちが来客用の寝室から出てきた。

　彼女たちは母さんが用意した服に着替えていた。木も綿めんのシャツとスカート姿の三人は、町娘のようでずいぶんイメージが変わって見える。

「私たちが早く着いていれば、奥方に怪我をさせずに済んだのだが……済まない」

「いえ、とんでもない。聖騎士殿が来てくれて良かった。俺が現場に居合わせていたら、とても手加減などできる気がしない」

「そうですよね～。私もメイスで戦ったら、気絶じゃ済まないかもしれないですし～」

「手加減のしかたはぜひ覚えてくださいね、マールさん……」

『騎士道』スキル50ポイントで、アクション『手加減』が取れる。ライフを１だけ残せるというのは実はすごく有用だから、取得の難易度は高めになっている。フィリアネスさんは『【神聖】剣技』のほうで取得していた。

「それで……リカルド殿。私がミゼールに来たのは、他でもなく……」

「ええ、分かっています。しかし、この従騎士たちには聞かせるべき話じゃない。まあ、マールギットさんは、ヘタをしたら俺より強いみたいですがね」

「腕っぷしだけは、マールは騎士団で随ずい一いちだからな。私も力だけは勝てないほどだ」

　フィリアネスさんの側近の一人が、戦闘になると異常に強いというのはゲームでも語り草になっていた。おかげで騎士団が強キャラだらけというイメージがついていたのだが、実はそうでもなかったりする。フィリアネスさんが公国最強で、マールさんも抜きんでて強いというだけだ。

「大事な話でしたら、私たちは失礼しますね～。今日はご挨拶だけで～」

「それではフィリアネス様、また後ほど。私たちは部屋に戻っています」

　マールさんとアレッタさんは俺に笑いかけて手を振ったあと、寝室に戻っていった。

　フィリアネスさんは、俺の家に重要な用事があって来た。期せずして、話を聞かせてもらえる状況になったわけだ。

「……私は最高司祭より、『護まもり手て』を監視せよと命を受け、従者を伴ってここに来た」

「なるほど……公国最強の貴女あなたが、こんな田舎町に足を運ぶのはいささか非効率にも感じますが。貴女以外には務まらない、という考え方もありますか」

　いつも砕けた言葉を使う父さんが、フィリアネスさんに対しては少し畏かしこまっている。いつになく緊張した空気に、俺も手に汗を握ってしまっていた。

（……護り手って、何を護ってるんだ……誰のことなんだ？）

「あの剣は、今も無事に、抜かれずに安置されているか？」

「間違いなく無事です。この俺が生きている限りは、あれを護り切ると決めています」

　リカルド父さんが迷いなく答える。急に『生きている限り』という言葉が出てきて、俺はぞくりとするものを感じた。

　それほどに危険なもの……『あの剣』。それを父さんが護っているのか。

「……済まない。ここで平和に暮らしているあなたがた家族に、あの剣は似つかわしくない。私が遠くに持ち去り、封印するべきだ」

「公王陛下と最高司祭様は、あの剣が目の届く範囲……首都から三日の距離にあるミゼールにあることで、ある程度安心しておられるのでしょう。フィリアネス様、あなたも首都での任務の合間に、こうして様子を見に来ることができる」

「それは……そうなのかもしれないが。もしもの時、レミリア様とヒロト、そして町の人々にも累るいが及ぶことを考えれば……」

　フィリアネスさんは辛そうにしている。公国最強の聖騎士であっても、十四歳という若さでは、任務だからと全てを割り切れるものでもないだろう。

　そして彼女は、俺と母さんのことを心配してくれている。そんなフィリアネスさんを見て、父さんはふっと笑った。

「あなたはまだ若い。俺も言うほど年を重ねてはいないが、自分の強さに限界を感じ、騎士の道を捨て、護り手としての務めに一生を費ついやそうと決めた。それだけのことです。レミリアはそれを理解しているし、『あれ』がどれほど危険かも分かっている。それでも彼女の父親は、こうして住む場所まで与えてくれた」

「……そう……だったのか。私はあなたが護り手となった事情を全ては知らない。そんな私が、軽々しく、あなたの覚悟に口を出してはならない……そうも思う」

「斧を振るうことしかできない俺は、あの剣に魅み入いられずに済む。騎士としての実力が半はん端ぱな俺でも、果たせる役割があったということです」

「……私もあの剣を手にしても、魅入られることはないだろう。同じ剣でも、私の剣とは種類が違う。ならば、護り手の役割は、私が……」

　フィリアネスさんの言葉を、父さんは無言で制した。やめておけ、という顔だった。

「聖騎士には聖騎士の役割がある。俺も時が来れば、あの剣を持って、この家を離れるでしょう。しかし、今は……せめて、ヒロトが大きくなるまでは……」

　その言葉を聞いて、胸に痛みが走った。それは生まれて初めて味わうものだった。

「……分かった。しかし、ひとつだけ頼んでおきたい……公国も、最高司祭様も、あなただけに全てを押しつけたいわけではない。『あの剣』が目覚めるようなことがあれば、全力で阻そ止しする。一人で抱え込むのではなく、私たちにも助じよ力りよくを求めてほしい」

「ええ、そうでなくては困る。あれは人の手に余るものです。だからこそ、こんな田舎にあるとは誰も思わない……まして、ただの木こりが守っているとは思いますまい」

「……副騎士団長にまで上り詰めたあなたが、何を言うのですか。あなたは『あの剣』が見つかったとき、誰も希望しなかった『護り手』を、自ら望まれたと聞いています。騎士団での栄誉も、何もかも捨てて」

　父親は元騎士じゃないか。そんな俺の想像を、現実はすでに遙かに超えていた。

　リカルド父さんは副騎士団長──この若さで。そして、その地位を捨てて、この町に移り住んだ。

　都みやこ落おちなんかじゃない。父さんは自分の意志で、重要な役目を果たそうとしたんだ。

「誰かがやらねばならんのです。ならば、地位など関係はない」

「……あなたの覚悟、しかと受け取りました。あとは剣の無事を確かめ、私はしばらくミゼールに滞たい留りゆうしたのち、首都に戻ります」

「ここはいい町です、色々と見ていってください。しかし鉱こう山ざんの奥には行かないことを勧めます。あそこの奥は溶よう岩がんがあり、外より強い魔物の出る魔ま窟くつですから」

「心得ておく。あまり汗をかくと、ヒロトに嫌われてしまうかもしれないしな」

「はっはっ……女の汗と、俺のような無ぶ骨こつな男の汗では違いますよ。ヒロト、聖騎士様の汗だったら気にしないよな？」

「……だー、だー」

（父さん、いきなり振られても、どう反応していいのかわからないよ）

　戸と惑まどう俺を見て、フィリアネスさんがふっと微笑む。な、何だろう……？

「……何となく、ヒロトがリカルド殿の息子というのがわかるような気がする」

「こいつは俺より、よほど見どころがありますよ。まだ〇歳ですが、今から目をつけておいてはどうです？　聖騎士殿の『戒いましめ』は、たしか二十九まで解けぬのではなかったですか。その頃にはちょうど……」

「な、何を言っている……私の戒めのことは、ヒロトには関係ないことだ。まして私は、生しよう涯がい神に剣を捧げ尽くすと決めたのだからな。脇わき見みをすることなど……」

「所しよ帯たいを持つのはいいもんですよ。これは説教じゃなく、俺は本当にそう思っている。俺は『あれ』を守りながら朽ちていく斧になるはずだった。レミリアと、そしてヒロトのおかげで、そうならずに済んだんです」

　父さんは俺を抱え上げると、優しく背中を叩いてあやしてくれる。

　──不意に、泣きたい気持ちになった。

　俺は父さんの背負っているものも何も知らず、その父さんの覚悟を受け止めた母さんの気持ちも知らないで、満たされた毎日を送り、求めるままに過ごしていた。

　もっと、父さんや母さんのことが知りたい。そうしないといつか、本当に守りたいときに、何もできずに終わってしまうかもしれないから。

「さて……剣を、直接確かめられるんでしょう？　案内しますよ」

「今から見られる場所にあるのか？」

「ええ。灯とう台だいもと暗くらし、というわけでもありませんが……話すよりも、見てもらった方が早い。ヒロト坊、ここで待っててくれな」

　父さんは俺を下ろそうとする。しかし俺ははっしとしがみついて離れなかった。

「ま、参ったな……こりゃ。父さん、今から大事な用事があるんだ」

「……ぱ、ぱーぱ」

「なにっ……そ、そこまで行きたいのか……しかしあれを、子供に見せるのは……」

　死力を尽くして父さんを説得する俺。できることならどんなことでもする。

「……フィリアネス様、息子も連れていっていいですかね？　『あれ』を見せてもまだ意味が分からないと思いますし」

「ヒロトは剣を持つこともできないし、魅入られることもないだろうが……分かった、私がヒロトを責任をもって抱えていよう」

　父さんからフィリアネスさんに引き渡される俺。包み込まれるような甘い匂いがする……確かに父さんより、フィリアネスさんの方が圧あつ倒とう的てきにいい匂いがした。




　◆ログ◆

　・「魅了」が発動！　《フィリアネス》は抵抗に成功した。





　もう三回くらいは追加で発動してるけど、フィリアネスさんは完璧なガードで防ぎ続けている。彼女は魅了が効かない体質なのかもしれない。

「ははっ、俺の時よりおとなしくなって……照れてるのか、ヒロト坊」

「赤ん坊なので、何もわからないと思うが……この子はなんというか、ただの赤ん坊というだけではすまない気がするな」

「ええ、よく言われてます。だからこいつは、間違いなく大物になるんですよ」

　父さんは爽さわやかに笑うと、家の地下室に向かう。そこに『あの剣』というアイテムがあるのか……俺を抱いているフィリアネスさんも、緊きん張ちようしながら階段を下りていった。




　家の地下に入ったのは初めてだった。階段を下りた先には、大人二人が並んで通れるほどの通路があって、どこかに続いている。空気は思ったよりかび臭くはなく、どこからか風が流れてきている。水の流れる音もしてきていた。

「ここは……どこに繋がっているのだ？」

「ミゼール教会の地下の深部です。教会で祝福を受けた聖せい水すいの池に沈めることで、あの剣の力を少しでも抑えようとしてるんですが……まあ、気休めといえばそれまでだが」

　父さんは苦笑して言う。通路と階段が交互にあって、少しずつ地下深くに潜っていく──そして。

「ここに、あの剣を安置しているのか。まるで、女神の祭さい壇だんのようだな」

「そんな場所に封じられているものが魔ま剣けんというのは、何とも皮肉な話です」

（魔剣……ま、まさか……！）

　エターナル・マギアに存在する武器の中で、プレイヤーキャラが誰一人として持つことができなかった、『存在を知られるだけの最強武器』。

　その一つが、『魔剣』と言われるものだった。

　剣、槍、細剣、斧、棍棒、刀、弓、杖。八つの武器種に一つずつ『魔』の名を冠する武器が存在する。文字通り、魔王が使う武器だとか、逆に魔王を倒すための武器だとか色々言われていたが、一部の武器が安置されている場所を見られるだけで、絶対に入手不可能なアイテムだった。

『魔ま槍そうディザスター』は見たことがあるが、魔剣は見たことがない。まさに伝説上の存在の魔剣が、俺の家の地下からつながっている場所に安置されているのか……？

「リカルド殿、どこに魔剣があるというのだ？　どこにも見当たらないが……」

「フィリアネス殿、そこの聖水の溜まっている池を見ていてください」

　父さんが部屋の隅すみにある床に触れて何か操作をすると、上から滴したたり落おちてくる聖水を溜めていた、大理石のような石の器が二つに割れ、水が一気に流れ落ちた。ダンジョンにこういう仕掛けが良くあったけど、転生してから見るのは初めてだった。

　そして石の器の水が枯かれたあと、姿を現したものは……底に沈められていた、黒い鞘さやに収められた長剣だった。

「これが……災さい厄やくの魔剣、カラミティなのか……？」

「魔ま神じんが、世界を滅ぼすために魔王たちに与えた武器。魔王を討った勇者によって持ち去られ……公国領内の、勇者が暮らしていたという場所に、この剣だけが残されていた。全く勇者とやらも、何を思って捨てていったんでしょうな」

　リカルド父さんは魔剣を手に取ると、フィリアネスさんに見せる。俺は鑑かん定ていスキルがないために簡単な情報しか得られないが、その剣の情報をログで確かめた。




　◆アイテム◆

　名前：？　魔剣カラミティ

　種類：長剣

　レアリティ：神ゴ話ツ級ズ

　攻撃力：１

　・未鑑定。

　・呪われている。

　・封印されている。





（魔剣……レアリティ、神話級。本当に、ここにあったのか……！）

　フィリアネスさんの腕の中で、俺は魔剣を見つめる。禍まが々まがしい気を放つ剣だが、封印され、その力を全く発揮できていない。しかし剣装備が可能な人が持ってしまったら、呪われて勝手に装備され、『魅入られて』しまうだろう。

「まったく……震えがくるほどの名剣だ。だが、これはただの剣じゃない。言い伝えを信じるなら、災厄そのものだ」

「……無事であることが確かめられて良かった。これからも、数ヶ月おきには確かめに来なくてはならない。これを求めている者は、善悪を問わずあまりにも多すぎる」

　フィリアネスさんは魔剣に触れようとはしない。聖騎士の彼女ですら、触れることをためらうほどのものだということだ。

　父さんは剣を元通りに安置して、再び器が元に戻り、聖水で満たされていく。それを見たところで、ようやくフィリアネスさんの緊張が少し和やわらいだ。

「ここも絶対安全とは言えない。いずれ、俺は魔剣を持って旅に出るつもりでいます」

「……魔剣の力を御することさえできれば。もしくは、壊してしまえれば……」

　フィリアネスさんの言うとおりにできれば、父さんは魔剣の護り手としての務めから解放される。でも、それができるものなら、もっと早くにしていただろう。

「壊せずに野に放てば、いずれ誰かの手に渡る。ならば、護り抜きますよ」

「……すまない。これからも、魔剣のことをくれぐれも……」

　フィリアネスさんは最後まで言葉にできなかった。父さんはただ笑って、先に地下室から出ていった。

　二人残されたあと、フィリアネスさんは俺を抱きしめると、背中をぽんぽんと叩いてあやしてくれた。

「ヒロトの父上は、偉大な人物だ。そのことを、覚えておくのだぞ」

　彼女はそう言うと、自分も地下室を離れる。俺は彼女の腕に抱かれながら、ある決意を胸に抱いていた。

　魔剣を誰にも悪用させてはいけない。何とかしなければいけない──父さんが一人で魔剣を持って旅に出るなんて、そんなことは絶対にさせられない。

（父さんは、母さんと一緒にいるのが幸せなんだ）

　この穏おだやかな暮らしを、壊させたりしない。歩けるようになったら、しなければならないことが増えるばかりだ。

　魔剣カラミティを御ぎよする、もしくは壊す。

　それを、俺は何としても成し遂げようと誓っていた。





　　　　　　天国への階段






　地下から出て居間に戻る。もう夜も遅いし、寝る時間だ。

「では、ヒロトは俺が連れて行きます。寝かしつけるのは大変そうですが」

「そうだな。少し怖い思いをさせてしまったから、緊張しているようだし……」

　フィリアネスさんが俺を父さんに渡そうとする。そのとき俺はされるがままになりそうになって、このままではいけないという強い衝しよう動どうに駆かられた。

（ダメだ。このまま、思ったことを何も伝えられずにいるのは……！）

　今までは彼女の目もほとんど見られず、魅了スキルが発動するのを待っていた。ログを見て一いつ喜き一いち憂ゆうするだけで、棚ぼたで強くなることを願っていた。

　でも、今は違う。今までよりも確かつ固ことした、強くなりたい理由がある。

（交こう渉しよう術じゆつスキルの有用性は、『魅了』だけじゃない……！）

　まだフィリアネスさんの腕の中にいるうちに、俺は「選せん択たく肢し」を発動させる。マナの喪そう失しつ感かんとともに、ダイアログが表示された。




　◆選択肢ダイアログ◆

　１：《フィリアネス》に「口説く」を行う

　２：《リカルド》に「依頼」を行う

　３：《フィリアネス》に「依頼」を行う





（これが運命の選択……そうだ。『口説く』と『依頼』があった……！）

　パッシブではなく、能のう動どう的てきに発動するアクション。喋しやべれない俺でも、『口説く』『依頼』を使用できると、選択肢が示してくれている。

　選択肢は有効な行動を示すため、いずれも何らかの効果がある。しかし効果には差があって、俺の望んだ結果になるかどうかは分からない。

（それでも、やるしかない……！）




　◆ログ◆

　・あなたは《フィリアネス》に「依頼」をした。





「あー、うー」

「ん……ど、どうしたのだ？　そんなにしっかりしがみついて……」

（目を見るんだ……ちゃんと目を見て、お願いするんだっ……！）

「……ばぶー」

「だ、だから、どうしたというのだ。そんなにきらきらした瞳で見て……さっきまで、そんなことはなかったのに……」

「はっはっ、そうかそうか」

「そ、そうかと言われても……どういうことなのか、教えていただきたい」

「うちの息子は、女性の美しさが分かっているということですよ。な、ヒロト坊」

「う、美しいなどと……本当に、そう思って……？」

　俺はフィリアネスさんから目をそらさない。

　心臓はバクバクして、今にも壊れそうだ。でも、逃げない。

　父さんの覚悟を知って、それでも受け身のままでは、俺はいつまでも強くなれない。

「母さんが焼やき餅もちを焼いちゃいけないから、父さんは知らなかったふりをしておくぞ。ヒロト坊、お姉さんにたっぷり甘えてこいよ」

「あっ……リ、リカルド殿っ……！」

（父上……この恩は本気で一生忘れません！）

　父さんは俺をフィリアネスさんに託たくして寝室に向かった。残された俺は、もはや縋すがりつく思いでフィリアネスさんを見つめる。

「う……うぅ……そんな目で見るな……胸がせつなくなる」

「……あぶー」

「くっ……分かった、一緒に寝ればいいんだろう！　私は寝ね相ぞうが悪いから、変なことになっても知らないからな！」

　カランコロン、と祝福の鐘が鳴り響く。

（やった……やったぞ。フィリアネスさんと一緒に寝られる……！）

『依頼』の成功率は、代価を払わなければ極きよく端たんに低くなる。しかしゲームのシステムだけが全てではない。異世界の人々には心があり、感情があるのだから。

「……マールとアレッタが起きていたら、何を言われるか……あっ……」

　フィリアネスさんが何かに気づいたように俺を見る。そして、自分の胸を見下ろした。

「ヒ、ヒロト……お腹がすいて……いると困るのだが……ど、どうなのだ……？」

（そ、そうです、俺はお腹がすいています。放っておいたら決して満たされない飢えにさいなまれ、このままではとても、静かにすやすやと眠ることなどできない……！）




　◆ログ◆

　・「魅了」が発動！　《フィリアネス》は抵抗に成功した。





　フィリアネスさんは緊張した面持ちで俺を見ていたが、つい、と目をそらした。

「い、いや、何でもない」

「ば、ばぶー！」

「な、何を……わ、私は何も言っていないぞ！　不満げにするのはやめてもらおう！」

　赤子と本気でケンカをするフィリアネスさん。俺の態度が不満たらたらなので、怒られても仕方がないか。

　しかし魅了が通らなくても、いけそうな気が……でもマナがゼロだ。ね、眠い……。

「っ……ヒ、ヒロト！　どうした、眠いのか!?」

「……すー、すー……」

　抵抗のしようもなく意識が薄れる。選択肢の代だい償しようは払わなければならない。

（彼女の滞在期間は一日じゃないみたいだし……まだ、諦あきらめる必要は……）





　　　　　◇◆◇






　ふわり、と意識が浮上する。

　今は何時だろう。まだ辺りが暗いような気がする。

　俺はまどろみながら、自分の状況を確かめようとする。

「……任せられた以上は……私にも、責任が……」

　小さなつぶやき声。そして、石鹼の匂いがする。これはフィリアネスさんの匂いだ。

　ぼやけた視界に、白くて大きな丸いものが二つ見える。中心に淡い桃色の部分があるが、これは何だろう。呼吸するようなリズムに合わせて、全体がかすかに動いている。

　何かメッセージが流れてきた。この状態でダイアログが出てくるって、どういう──。




　◆ダイアログ◆

　・《フィリアネス》が「授乳」を使用しようとしています。許可しますか？　ＹＥＳ／ＮＯ





　一瞬、思考が凍とう結けつした。

　そのあとで、物凄い感情の波が、身体の内側から爆発的に溢れ出した。

（うぉぉぉぉぉぉぉぁぁぁぁ！）

　ここは三人の女性騎士が泊まっている部屋だ。フィリアネスさんが俺に添そい寝ねをしている姿勢で、胸をはだけて、その豊かなふくらみを見せてくれている。

　淡い月明かりだけが差し込む部屋の中で、神秘的な美び貌ぼうを持つ少女が、薄く色づいた部分を恥じらうように控えめに手で隠しながら、俺を見つめている。

「私があせって、怒ど鳴なってしまったから……怖がらせてしまって、すまない……」

　魅了が成功していないのに吸わせてくれた人は何人かいるけど、フィリアネスさんがそうしてくれるなんて、絶対に無理だと思っていた。

　けれど豊かな隆りゆう起きを持つ形の良い胸は、現実に、俺の目の前にある。次第にはっきりしてきた視界で、聖騎士の乳房を観察することを許されている。桃色の部分はつやつやとしてぷっくり尖とがり、いかにも吸いつきたくなるような──それは欲望に正直すぎる。

「そ、それとも……こういうことではなくて……何か、違うことの方が良いのだろうか……やはり、マールかレミリア様に頼んだほうが……」

　ダイアログ表示の時間切れが近づく。10、９、８、７、６……。

（もう、待てない……いや、待たない！）

　最後の５秒のカウントが始まったとき、俺は動いた。口を開けて、差し出された母性の象徴の先端を、できるだけ自然に、優しくぱくっとくわえる。

「はぷっ……んっ、んくっ……ちゅっ、ちゅっ……」

「むっ……む、むむ……ま、待てっ、そんな……いきなり強くっ……あっ……！」

　まだ授乳に慣れていない人は、手を添えていてあげないと母乳の出が良くない。俺は小さな手を白い膨ふくらみに添そえて、柔らかな手ごたえを感じながら、ふにゅ、ふにゅっとなけなしの力をこめて搾しぼりだした。

「んっ……ふぁ……そ、そこまでお腹がすいて……っ、んんっ……！」




　◆ログ◆

　・あなたは《フィリアネス》の授乳を受けた。ライフが回復した。

　・【神聖】剣技スキルが獲得できそうな気がした。

　・《フィリアネス》は吐と息いきを漏らした。





（ス、スキルが取れない……貴重なスキルは一度じゃダメなのか？）

「……ふぅっ……こ、こんなものか……神に捧げたこの身でも、赤ん坊への慈じ悲ひの施ほどこしならば許されるというものだろう……」

　震えるような吐息をついて、フィリアネスさんが余裕の微笑みを見せる。神の御み心こころを勝手に決めるなんて、いけない騎士様だ。












（それにもっといけないのは……スキルが取れなかったことだ……！）




　◆ログ◆

　・あなたは《フィリアネス》に依頼をした。





　俺はフィリアネスさんにしがみついて、続きをせがむ。スキルが取れなければ、幾ら聖騎士の母乳が美味であったとしても、目的を達することはできていない……。

「だー、だー」

「ま、まだ足りないというのか……た、確かにあげられそうではあるが、しかし……」

「むにゃむにゃ……雷神さま～、うるさいですよ～……ぐぅぐぅ」

「……ヒロトちゃん……くー……」

「っ……!?」

　マールさんとアレッタさんの寝ね言ごとに驚き、フィリアネスさんは赤面して声を抑える。

　俺はすかさず彼女の顔を見つめた。人の目を見られなかった俺は、完全にトラウマを克こく服ふくしつつあった。スキルが欲しい、その一心で。

「わ、分かった、分かったから……そんなに見るな……っ」

（これで最後だ……絶対に最後にするから、頼む……！）

　俺は祈るような気持ちで、今度は差し出された逆のほうに、ぱくっと吸いついた。

　小さな手を丁寧に動かして、短い時間の間に少しでも多く吸い出そうとする。すると吸っていない方からも、乳にゆう汁じゆうがこぼれてしまった──もちろん一いつ滴てきも無駄にしない。

「はぷっ……ちゅっ……ちゅぅっ……」

「ふぅっ、んっ、んん……ま、待て……そんなに吸われては、声が……っ」

　無心になってほんのりと甘い母乳を吸う。そして、もう一度ログが流れた。




　◆ログ◆

　・あなたは《フィリアネス》の授乳を受けた。ライフが回復した。

　・あなたは【神聖】剣技スキルを獲得した！

　・《フィリアネス》は顔を赤らめた。





（やった……やったぞ……！）

「そんなに美味しそうにして……私のおっぱいなど、さほど美味しくはないだろうに」

（美味しすぎて涙が出そうだ……やっと……やっと手に入れたぞ……！）

　母性もマナも高いフィリアネスさんは、全然消しよう耗もうしていない。十四歳なのに……。

　母性システムをゲーム的なものだと割り切っていたが、そろそろ認めるしかない。

（異世界って素す晴ばらしいな……エターナル・マギアをやってて、本当に良かった）

「……ようやく落ち着いたか？　私も寝られなくなってしまうから、ここまでだぞ」

　フィリアネスさんが胸をしまい、俺の頰を撫でてくれる。至いたれりつくせりすぎて、俺は満ち足りた気持ちになっていた。




　◆ログ◆

　・「魅了」が発動！　《フィリアネス》は抵抗に失敗、魅了状態になった。





「っ……!?」

　びくっ、とフィリアネスさんが震えて、彼女が俺を見つめる目の色が、みるみるうちに変わっていく。




　◆ログ◆

　・《フィリアネス》はあなたを見つめている。

　・《フィリアネス》は幸せになった。





　信じがたいことが起こった──いや、必然だったのかもしれない。

　授乳すると『母性』スキルの経けい験けん値ちが入るだけでなく、好感度も上がる。つまり俺の『魅了』の成功率が、それだけ上昇するということになる。

「レミリア様には申し訳ないが……今日だけというのは寂さびしいな。ここに滞たい在ざいするうちに、もう一度くらいは一緒に寝てあげられるだろうか……」

　熱っぽい瞳で見つめてくるフィリアネスさん。寝て起きる前はすっかり諦めていたので、理解が追いつかない。

「まだ、夜明けまで時間があるな……ヒロト……」

　一度着た服を、また惜しみなくはだけ始めるフィリアネスさん。それを見ながら、俺は自分のギルド名を思い出していた。

　天国への階段ステアリー・トウ・ヘブン。

　それはまさに、今俺の目の前にある光景そのものだった。




　◆ダイアログ◆

　・《フィリアネス》が「授乳」を使用しようとしています。許可しますか？　ＹＥＳ／ＮＯ

















　そして、また三ヶ月ほど時間が流れた。生後七ヶ月、俺は順調に成長していた。

「あっ……あ、あなたっ、見て！　ヒロトがつかまり立ちしてる！」

「おおっ！　ヒロト、こっちまで来れるか？　それはまだ気が早いか!?」

　今の身体のバランスの悪さといったら、頭が重たくてふらふらする。しかし立つことに慣れないと、歩くこともできないので、何とか慣れていくしかない。

「……まんま」

「ははっ……そうか、お腹がすいて、母さんのところまで来ようとしたんだな」

「ふふっ、すぐにあげるわね。それにしてもヒロト、一日に三回しかあげてないけど、大丈夫なのかしら。他の家の子は、もっとたくさんお乳を吸うみたいなのよね」

「何かつまみ食いでもしてるんじゃないか？　なんて、歯も生えてないのに無理だよな。三回でお腹いっぱいになっちゃうんじゃないか？」

「はぷっ……ちゅっ、ちゅっ……」

「そんなことないわよね、ヒロト。いっぱいおいたしてるもの」

「ん？　レミリア、今何て？」

「なんでもないわよ、あなた」

（母さん……だいたいバレてるとは思うけど、どうか大目に見てくれ）

　母さんの目を盗んでいればまだしも、サラサさんはわりと大胆に俺に授じゆ乳にゆうしてくれるし、ターニャさんたち三人娘もそうだ。

　授乳によるスキル上昇は非常に効率的で、母さんから『気き品ひん』、サラサさんからは『魔ま術じゆつ素そ養よう』と『薬くすり師し』をもらった。サラサさんにはもう何度吸わせてもらったかわからないというか、一度の回数が多い上に、最近では『搾さく乳にゆう』までお願いするようになった。授乳より、容器に母ぼ乳にゆうを移す搾乳の方が、経験値効率が高いのだ。

　他にも、町で遭そう遇ぐうしたり、レミリア母さんが通う場所で会った女性が何人かいる。雑貨屋のメルオーネさん、服を扱う豪商の娘で、一男一女の母親のエレナさん。メルオーネさんは眼鏡をかけた知的な女性で、エレナさんは褐かつ色しよく肌はだの豪ごう快かいな性格の美女だ。

　二人とも、会うたびに上手くチャンスを作れたので、母さんに内緒でスキル上げをさせてもらった。彼女たちから授かった『商人』スキルは、いずれ役に立つだろう。

　エレナさんの子供二人は俺より年上で、兄の方がアッシュ、妹はステラという。俺がもう少し大きくなれば、接する機会もあるだろう──そこからが、俺のコミュ難なん克こく服ふくの本格的な始まりになる。




　一通りスキルを取って、もう新規のスキルは取れないかと思っていた矢先に、新しい出会いがあった。家の近くにある教会のシスターのセーラさんだ。

　彼女は俺の家の前を通ったときに『魅み了りよう』の効果範囲に入って、家を訪ねてきた。

　ステータスを見て分かったことだが、彼女はなんと『人にん魚ぎよ』という種族が、人間の姿を取った存在だった。

（に、人魚？　どこから見ても人間なのに……歌か唱しよう１００って……）

　人魚という種族は、ゲームでは未み実じつ装そうだった。複雑な過去があるようで、『歌唱』というスキルがカンストしているのに、歌を歌うことができないらしい。

（し、しかも……見た目は高校生くらいなのに、実年齢七歳って……）

　種族によっては、早く成人の体型に近づくということはあると思うが、さすがに驚きが重なりすぎて固まってしまう。まさか人魚で、七歳とは……。

「女め神がみ様は卑いやしい私にさえも、慈じ悲ひをくださるお優しい方……ヒロトさんもぜひ、大きくなったら教会にいらしてください。そのときは神について大いに語りましょう」

　教会で教えを乞こえば、この人の謎に触れる時が来るんだろうか。もしかしたら、水に足を浸したら人魚に戻ったりするんだろうか。

「そして……今日のところは、私から心ばかりの施ほどこしをいたしましょう……」

「っ……ま、まんま！」

　赤ん坊としての自然な欲求を訴えると、セーラさんはくすっと顔を赤らめて笑った。

　しかし何か、情じよう念ねんじみたものを感じる。やはりこの人は、只ただ者ものではない。

「女神よ……飢うえた幼子に、この卑しき身から施しを与えること、お許しください……」

　セーラさんが服を留めていた紐ひもを外して、授乳の準備を始める。窓から差し込む昼の光を背中に浴びたセーラさんは、まさに聖せい女じよそのものだった。

　そして、彼女の胸──適てき乳にゆうという言葉がふさわしい、手頃な大きさ。育ち盛りなのか、ひと目見て分かるほどに張っていた。

「女神が生み出した子らに恵みを与えたように、私からもあなたに……」




　◆ログ◆

　・あなたは《セーラ》の「授乳」を受けた。ライフが回復した。

　・あなたは聖せい職しよく者しやスキルを獲得した！





「ふふっ……美味しいですか？　神に感謝しながら、存分に召し上がってください」

　セーラさんは熱心に乳を吸う俺を見て、満たされた微笑ほほえみを浮かべる。俺は吸うことに関しては熟じゆく練れんしているといえるので、乳ち房ぶさの張りが少し取れたようだ。

「ヒロトさんには、ぜひ私と共に、神のもとに至る道を歩いていただければと……」

　セーラさんが俺を抱え上げて説き伏せてくる──と、その時だった。ドアが開いて、母さんが入ってくる。

「ごめんなさいね、洗濯物が残ってて……あら、ヒロトと遊んでくれてたの？」

　セーラさんはいきなりドアが開いても慌てず騒がず、一瞬で服を羽は織おった。

「はい……なかなかこちらを見てくださらないのですが、レミリア様に似て、類たぐいまれな気品を持っていらっしゃいますね」

「ありがとう、セーラさん。ヒロト、お母さんに似てるって言われたわよ」

「あ、あぶー……」

　セーラさんは羽織っただけの服の紐をレミリア母さんにばれないように結び直すと、脱いでいたずきんをかぶり直してにっこりと微笑んだ。

　いろいろ謎が多いけど、信仰が深いだけで、悪い人ではないようだしな。大きくなってから教会に行くことになるとしても、もうちょっとスキルを取っておきたい。




　そんなわけで、俺はセーラさんが通りかかるたびに、授乳してくれるようにお願いしてみたのだった。

「んっ……私などの施しでよければ、いくらでも……さしあげますので……」

　彼女が毎回長い説教の後に授乳してくれるのが、俺は徐々にくせになってしまった。人はこうして信仰にはまっていくのかもしれない。

　もうひとり、一度だけ貴重な授乳の機会があったのが、冒ぼう険けん者しやのアンナマリーさんだ。彼女はミゼールでクエストを受けに来たのだが、宿を取り忘れて困っていたところを、一晩だけうちで宿を貸した。

「す、すみません、ボク、ミゼールには初めて来たので……」

　アンナマリーさんは肩にかかるくらいで切りそろえた髪の片側だけを、細い三つ編みに編みこんでいる。鉢巻を巻いていて、装備は全てレザー系で揃え、大容量のバックパックを背負っていた。まさに冒険者という風体だ。装備している武器は槍で、見るからにかなり使い込まれていた。

「いいのよ、困ったときはお互い様だから。お腹がすいてるでしょう？　ちょっと待っててちょうだいね」

「あの、ボクにも手伝えることってありますかっ!?」

「じゃあお言葉に甘えて、うちの子と遊んでてもらえるかしら」

「はいっ！」

（……それにしても、今までにないタイプの女の子だな。十六歳で冒険者か……どういう事情なんだろう）

　考えていると、アンナマリーさんは俺の近くにやってきて、恐おそる恐る覗のぞきこんできた。大きな瞳に、俺の顔が映し出されている。

「赤ちゃん……ボクもいつか、子供ができたりするのかな……」

　アンナマリーさんは無ぶ愛あい想そうな俺にも好意的だ──と思った矢先。




　◆ログ◆

　・「魅了」が発動！　《アンナマリー》は魔ま封ふうじのペンダントの効果で魅了を防いだ。

　・《アンナマリー》は警戒している。





「っ……な、なに……!?」

（うわっ……俺のパッシブが発動したことに、気づかれた……!?）

「はぁ……びっくりした。ときどきこの石、勝手にバチッてなるんだよね」

　アンナマリーさんが、服の胸元に入れていたペンダントを引っ張りだす。なんとか気づかれずに済んだようだが、まだ油断はできない。

　彼女のペンダントには、魔ま石せきがつけられていた。どうやら彼女は、魅了に抵抗する効果を知らずに装備しているようだ。

　彼女が見せてくれてるから、簡単なアイテムの情報は確認することができる。どんなアイテムなんだろう。




　◆アイテム◆

　名前：魔封じのペンダント

　種類：ペンダント

　レアリティ：スーパーユニーク

　防御力：３

　・未み鑑かん定てい。

　・「緑魔石エメラルド」がはめこまれている。

　・「魅了」を少し防ぐ。





（魅了効果を防ぐってわかってるのに、まだ未鑑定……？）

　鑑定には三段階あり、『鑑定』『詳細鑑定』『真しん眼がん』の三つのスキルに対応している。このペンダントの情報を全て知るには、『詳細鑑定』か『真眼』スキルが必要なわけだ。

「そのペンダント、気に入ったみたいだね。キミにあげようか？　今日泊まっていくお礼をしようと思ってたんだ」

「……あー、うー」

「あはは、まだよくわからないよね。でも、持ってればきっといいことがあるよ」

（いきなりこんな貴重なアイテムをくれるなんて……この人、実は大物なんじゃ？）

「ボクはこういうのを探す、トレジャーハンターをしてるんだよ。いくらでも見つかるから、キミに一つあげる」




　◆ログ◆

　・あなたは「魔封じのペンダント」を手に入れた。所持できないので足元に落ちた。





　揺りかごの中にペンダントが落ちる。たぶん、あとでアンナマリーさんが俺にくれたことを説明してくれるだろう。母さんがＯＫと言ってくれればいいのだが……って。

（魅了を防ぐペンダントが外されたってことは……つ、つまり……）

「はぁ、お腹空いちゃったなぁ……すっごくいい匂いがしてる。きっとキミのお母さん、お料理上手なんだね」

「まんま、まんま」

「キミもお腹すいた？　まだ赤ちゃんだから、お母さんにおっぱいをもらわないとね。それとも、ボクの指でも吸ってみるとか」

「ばぶー！」

「え？　あはは、ごめんごめん。指なんてなめても美味しくないよね」

　まあ確かに、これくらいが普通の反応だろう。一発で魅了にかかって、進んで授乳してくれるなんていうのが特異な例であって……。




　◆ログ◆

　・「魅了」が発動！　《アンナマリー》は抵抗に失敗、魅了状態になった。





（とか言ってるうちに、来てしまった……！）

「んっ……あ、あれ？　おかしいな……ボク、どうしちゃったんだろう……」

　さっきの判定から十五分経ったから、そろそろかとは思っていた。しかし、一発で入るとは……申し訳なさと嬉うれしさが入り交じる。

「……まんま、って言われたからかな？　赤ちゃんにおねだりされると、こういう気持ちになるものなのかな……」

（すまない……アンナマリーさん。『冒険者』スキルがないと、俺は歩けるようになっても、ギルドでクエストが受けられないんだ……！）

「んしょっ……ふう。ずっと着てたから、ちょっと汗かいちゃったかな？」

　アンナマリーさんは革鎧レザーアーマーの装備を解除し、タンクトップのような形状の肌着をたくし上げる。収まっていた乳房がぷるん、と勢い良く飛び出し、それを俺に見られて顔を赤らめながら、彼女は濡らした布で乳房をきれいに拭いた。

「そんなにじっと見て……さっきまでよそ見してたのに。あ、おっぱい好きなの？」

（……ここまで来ると好きというより、もはや人生そのものだ）




　◆ログ◆

　・あなたは《アンナマリー》の「授乳」を受けた。ライフが回復した。

　・「冒険者」スキルが獲得できそうな気がした。





「んっ……ほんとに出るんだ、ボクでも……ヒロトくん、おいしい？」

　優しく尋たずねてくるアンナマリーさん。一回ではスキルが上がらなかったので、今度は差し出されている乳房に手を添え、搾しぼるようにして吸った。

「ちゅっ、ちゅっ……んくっ、こくっ」

「す、すごい勢いで吸うんだね……そっか、育ちざかりだもんね」




　◆ログ◆

　・あなたは《アンナマリー》の「授乳」を受けた。ライフが回復した。

　・あなたは「冒険者」スキルを獲得した！





（重ね重ねすまない……でも、これでやりとげたぞ……！）

「でも、あんまり焦っちゃだめだよ。ゆっくり大人になってね……はい、おしまい」




　◆ログ◆

　・《アンナマリー》の魅了状態が回復した。





　耐性のある人は、魅了にかかっても自然回復する場合がある。しかしこの早さは……おそらくアンナマリーさんの魅了耐性は、モニカさんよりも高い。

　服を元通りに着直したアンナマリーさんは、俺の鼻をちょん、とつついて笑った。

「あんまりおいたしないの。今日だけは、秘密にしておいてあげる」

（……やっぱりこの人は俺の力に気づいてる。それでも魅了にかかってくれたんだ）

　この人はセーラさんと同じく、何か大きな秘密を持っている気がする。俺がもう少し大きくなり、冒険者としても経験を積めば、彼女のことが何か分かるだろうか。

　ゲームじゃ滅多にドロップしなかったスーパーユニークアイテムを、惜しみなくくれた少女冒険者。

　俺は彼女の正体を、ずっと後になって知ることになる。




　その他にも、俺の家に泥どろ棒ぼうに入ってきた盗賊のパメラという女性から『盗とう賊ぞく』スキルをもらったりしたのだが、俺はそこで初めて、『授乳で相手をマナ切れにして倒す』という、ある意味初めての戦闘行為を行った。

　ちょっとやりすぎてしまい、パメラは俺に怯おびえて『悪あく魔まの子こ』なんて言っていたが、否定できないのが自分でも恐ろしい。それは、赤ん坊が盗賊を撃げき退たいするためとはいえ、マナが切れるまで授乳を迫られたら、トラウマにもなりかねないというものだ。その時俺は、何事もやりすぎは良くないと反省したのだった。




　こうして俺は、一歳を迎えるまでに多くのスキルを手に入れた。

　全て、皆のおかげだ。

　飽くことなく母乳を求め続けた日々。その結果として得たものは──。




　名前：ヒロト・ジークリッド

　人間　男性　０歳　レベル３




　ジョブ：村人

　ライフ：１６０／１６０　マナ：２６４／２６４




　スキル

　　斧マスタリー　10　【神しん聖せい】剣けん技ぎ　12

　　薬師　20　商人　10　盗賊　10

　　狩人かりうど　10　衛生兵メデイツク　５　騎き士し道どう　３

　　聖職者　３　冒険者　１　歌唱　１

　　恵けい体たい　12　魔ま術じゆつ素そ養よう　20　気品　22

　　交渉術　１００　幸運　30




　アクション

　　薪まき割わり　加護の祈り　ポーション作成　忍び足

　　値切る　口説く　依頼　交換　隷れい属ぞく化か




　パッシブ

　　斧装備　弓装備　薬草学　商才

　　マナー　儀礼

　　カリスマ　【対たい異い性せい】魅了　【対たい同どう性せい】魅了

　　【対たい魔ま物もの】魅了　選択肢

　　ピックゴールド　ピックアイテム　豪運




　　残りスキルポイント：９

　　残りボーナスポイント：１２５





　つかまり立ちを経て歩けるようになり、少し言葉を話せるようになって、できることが加速度的に増えていく。

　俺が一歳を迎えた誕生日。サラサさんが、リオナを連れて家にやってきた。

「ヒロトちゃん、お誕生日おめでとうございます」

「ありがとう、サラサさん。こらヒロト、そわそわしないで、ちゃんとお礼言いなさい」

「……あ、ありがとう」

「ふふっ……最近、恥ずかしがり屋さんになりましたね。昔はもっと懐なついてくれていたのに……いいんですよ、もっと甘えても」

　サラサさんはリオナを抱えたまま、俺を抱きしめてくれる。柔らかくてすごくいい匂いがするが、一歳でそんなこと考えてるなんて、絶対知られてはいけない。

「……ひ、ひお……ひおちゃ……」

「あら、リオナちゃんがお喋りしてる。うちの子の名前、もう少しで言えそうね」

「はい。この子ったら私たちより、ヒロトちゃんのことばかり呼ぼうとするんです」

　俺はしばらくの間、リオナとは会ってなかったし、意識的に近づくことを避さけている部分もあった。嫌っているわけじゃないが、どうしても複雑な気分になる。

「ひお、ひおちゃ……」

「リオナは本当にヒロトちゃんのことが好きなのね」

（似てる……やっぱり……）

　生まれたばかりの頃より、リオナは少し女の子らしくなっている。その顔を見ると、俺はどうしても、記憶の中にある姿と重ねずにいられなかった。

（あいつに……陽ひ菜なに、似てるんだ。そんなのは偶然だ……でも……）

「ヒロト、リオナちゃんも歩けるようになったら、一緒に遊んであげられるわね」

「う、うん……で、でも」

「きゃっ、きゃっ♪」

「リオナも楽しみって言ってるみたいですね。こんなに嬉しそうにして」

　サラサさんの腕の中で、リオナは俺に無む邪じや気きに手を伸ばす。その姿はとても可愛らしくて、俺はどうやって触れていいのかもわからないのに、手を伸ばす。

　──その、瞬間だった。




　◆ログ◆

　・《リオナ》の「魅了」が発動！　あなたは魔封じのペンダントの効果で魅了を防いだ。





（なっ……!?）

　頭の中に流れてきたログが信じられず、俺は思考を一瞬停止させてしまう。












　リオナは赤ん坊で、何も変わったスキルなんて持っていない。

　サラサさんと、人間のハインツさんとの間のハーフだから、種族はクォーターエルフに決まっている。

　俺は一度もリオナのステータスを見ないまま、そうだと思い込んでいた。

　この一年、何度も顔を合わせながら、疑いもしなかった。

「さてと……リカルドが帰ってくる前に、お料理の支度を済ませないとね」

「私も手伝います。ヒロトちゃん、リオナのことを見ていてもらってもいいですか？」

「……う、うん。おれ、ちゃんと見てるよ」




　◆ログ◆

　・《リオナ》が一時的にパーティに参加した。





「あうー♪」

　揺りかごに入れられたリオナをゆっくり揺らしてやると、彼女は嬉しそうに笑う。俺はアンナマリーさんにもらったペンダントを取り出し、握りしめながら、祈るような気持ちでリオナのステータスを見た。

（そんな……そんな、ことが……）




　名前：リオナ・ローネイア

　夢魔　女性　０歳　レベル１




　ジョブ：破は滅めつの子　世界に破滅をもたらす因いん子しを持つ者。

　ライフ：40／40　マナ：４５６／４５６




　スキル

　　薬師　10　薬の知識を持ち、ポーションを作る技術。

　　魔術素養　36　魔術の素養を示す。マナ、魔術攻撃、魔術防御に関係する。

　　夢む魔ま　10　サキュバス、インキュバスの固有能力。

　　不ふ幸こう　５　その人物の不幸の度合いを示す。




　アクション

　　なし




　パッシブ

　　【対異性】魅了（夢魔10）　異性を「魅了」状態にする。

　　薬草学（薬師10）　野山に生えている薬草を見分ける知識。

　　マジックブースト（魔術素養30）　消費マナを増やし、魔術を強化する。

　　魔王リリスの転生体　魔王リリスの魂を持つ。

　　種族による職業制限あり　夢魔は選択できるジョブが限られている。

　　徐々に不幸値が上昇　時間が経つほどに不幸スキルが上昇する。




　　残りスキルポイント：３





　人のステータスを、俺は情報を得るためと言って、必要なことだと思って見てきた。

　そのことを、初めて後こう悔かいした。一瞬だけ、見なければ良かったと思った──でも。

「……ひおちゃ……ひおちゃ」

「……なに言ってんのか、わかんねえよ……」

　サラサさんの真似をして俺の名前を呼ぼうとするリオナ。

　彼女が伸ばしてくる手を、俺は葛かつ藤とうに苛さいなまれながら、ぎゅっと握にぎっていた。

「ひろちゃん……」

「……っ、なんでおれのなまえ、先に言うんだよ……！」

　サラサさんでも、ハインツさんでもない。リオナが最初に呼んだのは、俺だった。

　彼女は、前ぜん世せの幼なじみに似ている。髪の色も、眼の色も違っていても。




　──ヒロちゃん、今日ね、学校でこんなことがあったんだよ。




　俺は前世でも、同じ呼び方で呼ばれていた。それを思い出さずにいられなかった。

（似てるだけだ……リオナは、リオナだ）

　俺は自分だけがこの世界で特異な存在だと思っていた。

　こんなところに、生まれた時から宿命を背負わされている女の子がいたというのに。

　破滅の子なんてジョブも、魔王の転生体なんて要素も、ゲームには存在しなかった。

　しかし、分かっていたはずだ。

　俺がやっていたエターナル・マギアは、この世界を不完全に再現していただけに過ぎなかったということを。

　なぜ女神が俺にボーナスを与えて、この世界に転生させたのか。

　なぜ俺の父親が、魔ま剣けんの護まもり手てなのか。

　なぜ幼い俺が、魔王の転生体であるリオナと知り合ったのか。

（……辿たどり着つけって言ったな……女神……！）

　俺はリオナの手を握りながら誓った。

　持てる力と手段の全てを使って、この世界の謎を解き明かす──そして。

　たとえ血が繋がっているかどうか分からなくても、紛まぎれもなくサラサさんの娘であるリオナを、この手で守っていこうと。














　　　　　　家の外へ






　リオナのことを知ってしばらくは、自分の甘さを悔くやんだが、立ち直った後はすぐに今後の行動の指し針しんを決めた。乳離れをして授じゆ乳にゆうの機会が減り、緩ゆるやかにスキルを上げることしかできなかったが、二年間を冒険の準備に費ついやした。

　三歳になり、外に遊びに出てもおかしくない年齢になって、俺は決心した。パーティを組んでくれる人を探して、ギルドでクエストを受けることにしたのだ。

　まだ身長が小さすぎて、装備品が揃そろっていない。しかし丸腰で冒険はできないので、俺はまず武器を調達しようと考えた。木こりの子なら、おもちゃの斧おのくらいなら持っていてもおかしくないだろう──おもちゃでも斧の形をしていれば、装備することで『斧マスタリー』のスキルを発動できる可能性がある。

　俺は〇歳の時点でだいたいの大人よりステータス上は強くなってしまったので、雑ざ魚こモンスターには負けないはずだ。三歳の身体で実際に戦闘するとなると、かなり緊張は強しいられるだろうが、今後を考えると戦闘には早めに慣れておきたい。




　そんなわけで、俺はある日、母さんに一人で外に出ていいか聞いてみた。

「だめよ、まだ小さいんだから。お母さんと一緒か、お母さんの友達にお願いするから、連れていってもらいなさい。お父さんがいるときは、お父さんに頼むとか……」

「ヒロト坊、探検でもしたくなったのか？　やんちゃなのはいいが、まだ少し早いな。危ないから、一人で行くのはもう少し大きくなってからだ」

「う、うん……わかった。ごめんなさい」

「いい子だ。でも、父さんも気持ちは分かるぞ。父さんも子供の頃は、お目め付つけ役の目を盗んで、よく仲間と一緒に町を抜け出してたからな」

「ふふっ……そうだったのね。私と初めて会ったときは、生き真ま面じ目めな騎き士しさまっていう雰ふん囲い気きだったけど。本当はやんちゃだってこと、隠しきれてなかったわ」

「や、やんちゃ……ヒロト、父さんも子供っぽいって言われちゃったぞ。仲間だな」

「あはは……そうだね、父さん」

「おおっ、ヒロトが笑ったぞ、母さん。すごく子供らしい笑い方じゃないか？」

「いつも大人しくて、大人びすぎてるけど、母さんはゆっくり大人になって欲しいわ。まだ可愛いヒロトのままでいてね」

　母さんはまた頭を撫なでてくれる。ゆっくりでいい、そう言ってくれる彼女の優しさは十分に伝わっている……だけど。

（少しでもいい、前に進みたい。家の中にいるんじゃ、できないことが多すぎる）




　翌朝、父さんが出かけたあと、洗濯物を干し終えた母さんが言った。

「お母さん、これから機はた織おりをしてくるわね。服屋のエレナさんに急ぎでって頼まれてる仕事があるから、今日中に終わらせないと」

「あ……う、うん。いってらっしゃい」

「そうは言っても、仕事部屋にいるだけよ。集中してて、声をかけても聞こえないかもしれないから、その時はベルを鳴らしてね。お手伝いさんのスーがいるときは、彼女に用事を頼んでもいいけど、あまりわがままは言っちゃだめよ」

「うん、わかった」

　スーさんはギルドから派遣されてきたメイドで、元は首都で働いていたという人だ。年齢は母さんの一つ下で、口数は少ないが真面目な人で、頼んだ仕事以上のことをしてくれるので、母さんの全ぜん幅ぷくの信頼を得ていた。

　彼女については俺もまだ良く知らない。『カリスマ』にもかからないし、最近は『魅み了りよう』をオフにしているので、普通に話して好感度を上げるしかないのだが、まだ口下手の俺には、寡か黙もくな彼女に気を許してもらって話すのはハードルが高かった。

（でも……今日は、そういうわけにもいかない。彼女の協力を得られれば……）

　母さんはスーさんが来ると、彼女に仕事と俺のことを頼んで、機織りをしに行った。

「……坊っちゃん、どうしましたか？」

　スーさんは背中まで届く青みがかった黒い髪かみを、丸い宝ほう珠じゆがついたリボンで、二つのおさげにまとめている。身長は俺が知っている女性の中では中くらいの高さで、華きや奢しやな体型に丈の長いスカートのメイド服がよく似合っていた。

　彼女は淡々としていて、感情の起き伏ふくが少ない。最初はあまり好かれていないのかなと思ったものだが、彼女は誰に対しても同じ態度だった。

「え、えっと……あの……」

　そして、何を言おうとしてたか忘れる俺。そのメイド服は売ってるのかとか、スーさんの故郷はどこかとか、今聞きたかったわけでもないことが浮かんできてしまう。

「……ごゆっくり、どうぞ」

　彼女は律りち儀ぎに、俺の前にしゃがみこんで待ってくれている。

　感情の色を宿やどしていないけれど、冷たくもない、そんな不ふ思し議ぎな瞳。端たん整せいな面おも立だちの彼女と向き合っていると、何か無性に恥ずかしくなってくる。

（れ、冷静にならないと……俺が彼女に頼みたかったことは……そ、そうだ）

「スーさん、あ、あの、おれ、おねがいが……」

「お手洗いですね。かしこまりました」

「わっ……」

　スーさんは俺を抱え上げて、トイレまで連れて行こうとする。下の世話をお願いしたことはないが、もじもじしているので勘違いされたようだ。

　そしてあれよという間に、俺は抵抗することもできずに小用を済ませられてしまった。は、恥ずかしい……もう婿むこにいけなくなりそうなほど、しっかりと見られてしまった。

　事を終えたあと、スーさんは頰ほほをほんのりと赤らめていた。彼女は、勤め先の息子である俺の下の世話をすることに、何の躊ちゆう躇ちよもないのかと思いきや、そうでもなかった。

「……すみません、坊っちゃん。私、早とちりをした気がしてきました」

「う、うん。おれ、別にそれでもじもじしてたわけじゃないよ」

「しかし、溜めるのは良くありませんから」

「え、えーと……ありがとう。でも、おれが話したいのはそのことじゃなくて……」

「はい。なんなりとお申しつけください」

「あ、あの……こんなこと言ったら、スーさん、おこらない？」

「なんでしょうか？　私が坊っちゃんに怒ることは、絶対にありませんが」

「あ、あの……おれ……おれっ……」

（肝かん心じんなときにはいつもこうだ……言葉が、出てこなくなる）

　三歳にして、まだコミュ難なんは克こく服ふくできていない。恐おそる恐る彼女のほうをうかがうと、ずっと微び動どうだにせずに俺を見ていた。焦じれもせず、呆れることもなく。

「坊っちゃんは、よく外を見ていらっしゃいますね。お庭に出ても、外に行きたいと思っていらっしゃるように見えますが……いかがですか？」

「う、うん……おれ、外にいきたいんだ。だ、だから……スーさんに……」

「……奥様に、秘密にしてほしいということですね。しかし私は、坊っちゃんを見守るようにと申しつけられました。簡単にお願いをお聞きすることはできません」

　彼女の言うことはもっともだ。この状況を打開するには、交渉するしかない──そう、彼女に『依頼』するしかない。




　◆ログ◆

　・あなたは《スー》に「依頼」をした。





　喋れるようになってから『依頼』するのは初めてだった。すると、俺の意識に赤ん坊の時とは違う変化が訪れる。

（頭の中に、言うべき言葉が浮かんでくる。『依頼』にはこんな使い方もあるのか）

「スーさん、お母さんが仕事をしてる間だけでいいんだ。おれがいない時にお母さんが来たら、おれは友達と遊びに行ったって言っておいてくれないかな」

「お友達……サラサさんの娘さんの、リオナちゃんのことですか？」

「あ……もしサラサさんが家に来ちゃうと、そのうそは通じないんだよな……」

「……坊っちゃん、いつもよりお言葉がなめらかでいらっしゃいますね。やはり、他のお子様と比べて、成長がとても早くていらっしゃる。早熟の天才とはこのことです」

　そういう反応になるのは無理もない。三歳の子供が流りゆう暢ちように喋しやべってるわけだから。

「奥様は、ヒロト坊っちゃんが不在だとわかれば心配されます……ですがひとつ、方法がございます。それは、セーラさん、サラサさんといった、坊っちゃんのお知り合いにもご協力いただくことになります。口裏を合わせてもらうといいますか……そういったお話は、坊っちゃんといえど、まだ早いでしょうか」

「う、うん。スーさん、遠えん慮りよしなくていいよ。おれは、大人の人たちの言ってることはだいたいわかるんだ」

「かしこまりました。では、私にお任せください。他のお子様であれば、三歳で外に出すなど絶対にしないのですが……ヒロト様は特別です。私は、坊っちゃんのお気持ちを尊重したいと思っております。できれば私が坊っちゃんをお連れできればと思いますが、そうすれば奥様に説明ができなくなります。ご容よう赦しやください」

　こんなに話してくれる人だと思ってなかった。『カリスマ』が通じなくても、一いつ生しよう懸けん命めい伝えれば、俺の気持ちは無視されることはなかった。

　それが嬉うれしくて、俺はスーさんをただ見ていた。彼女は表情を変えないままで、俺を抱えあげると、ぽんぽんと背中を優しく叩いてあやしてくれた。

「危ないことはなさらないでくださいね。坊っちゃんなら、きっと心配はないのだと信じております」




　俺はスーさんに見送られて、ついに一人で屋敷の外に出た。

「うわ……ぁ……」

　思わず声が出てしまった。この小さな身体で見る世界は、途と方ほうもなく広く思えた。

　天高く、雲は静かに流れて、庭の木の葉を微風が揺らしている。

　俺は初めてエターナル・マギアを起動した時のことを思い出していた。斜め見下ろし型の奥行きの少ない世界は、今は無限の広がりを持って俺の目の前にある。

　しかしまだ幼い俺が、一人で歩いているところを見られたら、確実に見み咎とがめられる。そんなときのために、赤ん坊の時に習得したスキルが役に立つ。




　◆ログ◆

　・あなたは「忍び足」を使用した。あなたの気配が消えた。





　盗賊スキル10で取得できるアクション、忍び足。発動すると隠おん密みつ状じよう態たいになって、自分から攻撃したりして見破られない限りは、他人から認識されなくなる。

　これを使えば、普通に道を歩いていても、見つかって連れ戻されたりはしない──と考えたところで。

（あ……サラサさん……うわっ！）

　俺の家の前を通って教会の方向に行く途中のサラサさんが、俺の存在に気づかずに、すぐ横を通っていく。スカートがふわりと揺れて、白い脚が思いきり見えた。

　どうやらリオナを教会に連れていくみたいだ。リオナも俺の存在には気づいておらず、サラサさんに抱っこされておとなしくしていた。

（ピンク色か……ピンクの染料は、この世界では貴重だ……）

　俺はそんなことに感動しつつ、サラサさんたちを見送ってから町の方に向かった。




　まず町の中心にある市場に向かい、その近くにあると聞いていたバルデス爺じいの工房を探す。昔母さんと俺がごろつきに囲まれたとき、助けてくれたドワーフのお爺さんだ。

　バルデス爺の工房は市場から近い裏路地にあった。ひっそりとした場所でもしっかり目立つ、立派な金属製の看板が出ている。『バルデス・ソリューダス鍛か冶じ工こう房ぼう』と書かれたその下に、『作業中』と記されていた。

（お邪魔します……おお、暗いな）

　扉を開けると、下り階段が地下に続いている。石壁に取りつけられたカンテラの暖かみのある明かりを頼りに、足を踏み外さないように階段を下りていく。

　するとバルデス爺が、金属のインゴットを炉ろに入れ、叩いているところだった。深いシワが刻まれ、白く豊かな顎あご鬚ひげを蓄えたドワーフの老人の横顔が、炉の赤い光に照らされている。

　バルデス爺は金属を炉ろから取り出すと、ハンマーで叩き始める。金属が見る間に形を変えて、荒かった形が細やかに整えられていく。

（……なんて技術だ。鍛冶師って、こんなことやってたのか……）

　ゲームでは鍛冶師のスキルを使っても、武器をどうやって鍛えているかなんて描びよう写しやされなかった。異世界では鍛冶師の仕事が、実際の労力を伴う行為として存在している。

　とりあえず、気づいてもらうには隠密状態を解かないといけない。俺はウィンドウを脳裏に呼び出し、『忍び足』を解除する。




　◆ログ◆

　・あなたは「忍び足」をやめた。「隠密」状態が解除された。





「ふぅ……ん？」

　バルデス爺はいつの間にか、包丁の刃に木製の柄えをつけて完成させていた。それを布の敷かれた木箱に入れたところで、ふと俺の方を見やる。

「おお……おお、おお……！」

「あ、あの、バ、バルデスのおじいさん……おひさしぶり、です」

「おおお……なんということじゃ……！」

　バルデス爺は感かん嘆たんの声を何度も上げたあと、俺に歩み寄ってくる。そして、わっしと両手で抱き上げた。

「ヒロト坊、お父さんとお母さんからすこやかに成長していると話は聞いておったが、まさかここまで一人で来てしまったのか？　それは、少々心配じゃの。こんな小さな子供がふらふらしていたら、さらわれてしまってもおかしくないんじゃぞ」

「ご、ごめんなさい……でも、おれ、バルデスじっちゃんのところに来たかったんだ」

「もうそこまで喋れるようになったのか。人間の子供は、成長が早いのう……それとも、ヒロト坊が特別なのかのう」

　バルデス爺の種族であるドワーフは長命であるために成長が遅く、人間の方が成長は早い。とはいえ、俺みたいな三歳児は、違い和わ感かんを持たれても仕方がないところだ。

「まあ、来てしまったものはしかたないのう。この爺のところに来たいとは、うれしいことを言ってくれるものじゃ。しかし、あの炉には近づくでないぞ。炉の光を直接見るのもいかん、目に悪いからのう」

「うん、わかった。じっちゃんの言うとおりにして、気をつけるよ」

「うむ、うむ。とりあえず、何か飲み物でも用意するかのう。うちの孫に言って作ってきてもらうとしよう」

　バルデス爺のお孫さんは三十代らしいが、見た目は半分の歳にしか見えないくらいの女性だった。彼女は果実のジュースを持ってきてくれたあと、俺を一度抱っこしてくれてから工房の外に出て行った。お爺さんの仕事を邪魔してはいけない、というのがバルデス爺の家──ソリューダス家の決まりらしい。

「ヒロト坊に誕生日の祝いの品を作ろうと思っておったが、やろうやろうと思っておるうちに、つい忘れてしもうた。ヒロト坊は、どんなものを貰ったら嬉しいかのう」

「あ、あの……お、おもちゃみたいなやつでいいから、斧っていうのは……」

「斧？　おお、おお。お父さんが使うような斧は作ってやれんが、確かに、おもちゃなら作れんこともないぞ」

「ほんと!?」

「もちろんじゃ。どれ、ヒロト坊、手を見せてみよ……持ち手はかなり細くなるのう。切れるようにはできんが、形はブロード・アックスに似せて作ってみるかのう」

「うん！　ありがとう、じっちゃん！」

「では、少し待っておれ。それくらいのものなら、少しもかからずに作れるからのう」

「おれも見てていいかな？」

「絶対に手は出さんことじゃ、やけどでは済まん」

　バルデス爺は俺の頭にごつい手を置いて言い聞かせたあと、銀色に鈍く光る金属を選んで、金かな鋏ばさみで挟んで炉に入れ、熱し始めた。そして赤熱したところで取り出し、さっきより小さな金かな槌づちで叩き始める。

「少しずつじゃが、形ができていくじゃろう。叩き間違いがあれば、ただの鉄の固まりにしかならん。頭の中にある形からずれてはならぬ。お主の手に合うだけの、玩具の斧……そういうものを全力で作るのも、時に悪くないものじゃな」

　バルデス爺は話しながらも、何度か炉に金属を入れ、出しては叩き、冷やし、また火を入れることを繰り返す。そこまで強度を持たせる必要はないはずなのに、もはや刃がなく、小さいというだけで、本物の斧を作るときの意気込みと変わらないように思えた。




　◆ログ◆

　・あなたは鍛冶師の作業を見つめている……。

　・「鍛冶師」スキルが習得できそうな気がした。





　鍛冶師スキルの習得条件は、鍛冶屋に何度も武器を持ち込んで武具を修理してもらったり、作ってもらったりすることだ。鍛冶師スキル20で取得できる修理スキル『メンテナンス』が取れると便利だが、そこまで上げるのはかなり先になりそうだ。

　そうこうしているうちに、バルデス爺はあっという間におもちゃの斧を作ってしまった。俺の手で握れる大きさの、ミニチュアのような斧だ。

「おもちゃの斧といえど、思い切り叩けばそれは痛いからのう。気をつけるのじゃぞ」

「うん……わかった。じっちゃん、持ってみてもいい？」

「もちろんじゃ。重かったら、もう少し軽くしてみようかのう」




　◆ログ◆

　・あなたは「銀の玩がん具ぐ斧おの」を手に入れた。

　・あなたは「銀の玩具斧」を装備した。





　柄を握ると吸いつくようにしっくりときた。刃こそないが、十分な重みと強度がある。

（『薪まき割わり』が発動できれば、刃の有無は関係ない。おもちゃの斧でも、薪を割ることができれば『斧マスタリー』のスキル上げが可能になるはずだ）

　そして薪割りは家事の手伝いにもなる。木細工加工のために木材を切り出すためにも使えるスキルなので、一いつ石せき三さん鳥ちようにもなるわけだ。

　しかし、スキルを実際に発動したらどうなるか──それこそ魔術でも使ってるように見えるのかもしれない。『薪割り』でのスキル上げは秘密で特訓するしかなさそうだ。

　父さんに正直に事情を話せば理解してもらえるかもしれないが、俺が転生したという事実は両親には明かすつもりはないし、そうするべきじゃないと思っていた。

「おもちゃとはいえ、なかなか似合っておるのう。さすがは木こりの息子じゃな」

　バルデス爺は上機嫌になり、俺の頭を撫なでる。ハンマーを持ち続けたために手のひらの皮が硬くなっているが、温かくて優しい手だった。





　　　　　　戦士ウェンディ






　母さんは夕方まで仕事部屋から出られないと言っていたので、バルデス爺の工房から出たあとも、まだ時間の余裕があった。

　次に向かった先は冒ぼう険けん者しやギルドだ。アンナマリーさんにもらった『冒険者』スキルのおかげで、俺は初級のクエストを受注する資格を持っている。しかしこの年齢ではまず相手にされず、ギルド長によってつまみ出されるか、家に戻されてしまうだろう。

（そこで今回ばかりは、魅了スキルに頼るわけだが……）

　魅了スキルで冒険者を魅了し、仲間になってもらう。そして、俺とパーティを組んでもらって代わりにクエストを受けてもらう。報ほう酬しゆうは分ぶん配ぱい制せいにできるといいが、そういった条件面の交渉では『交こう渉しよう術じゆつ』が十二分に役に立つだろう。

（……あれ？）

　ギルドの建物が見えるところまで来ると、出入りするパーティに声をかけている若い女戦士の姿が目に入った。

「あ、あのっ、自分はウェンディ・ベルであります！　よろしければ、私とパーティを組んで、一緒に冒険をっ……」

　男女二人ずつ、前ぜん衛えいと後こう衛えいのバランスが整ったパーティに、ウェンディという女戦士──少女戦士と言えるような年齢だが──が、売り込みをかけている。

「ギルドカードを見せてごらんよ。話はそれからだ」

　ウェンディと名乗った少女戦士に答えたのは、ボンデージのような過激な装備をした女性だった。あの装備に武器は鞭むちとなると、ジョブは『魔ま物もの使つかい』あたりだろうか。

「は、はいっ……あの、ギルドカードはまだ作ったばかりで……」

　ウェンディがカードを見せると、男二人が覗のぞき込こんで笑い始める。

「はっ、見ろよこいつの冒険者ランク、Ｇだってよ！　いきなりＦランクのパーティに入って楽しようなんざ、考えが甘いってぇの！」

「だははっ、あんまり言ってやんなよ。新人ルーキーってことだろ？　お嬢ちゃん、お茶ちや汲くみからなら入れてやってもいいぜ。報酬の分け前はナシのタダ働きだがな」

「気が向いたら連れていってあげてもいいわよ。何ヶ月後かもしれないけどね」

　鞭装備の派手なお姉さんが皮肉まじりに言う。そんな答えじゃ、仲間に入れる気はないって言ってるようなものだ──見ていて良い気持ちはしない。

「そ、そんな……が、頑張りますから！　私、騎士学校で剣術を勉強してっ……」

「ランクＦになったら考えてやるよ。俺らは忙しいんだ、それじゃあな」

　四人パーティはウェンディに取り合わず、ギルドの建物に入っていく。

（偉そうにしてたけど、新人がＧなのは仕方ないとして、Ｆランクも低いんだけどな）

　Ｇランクでも、あのウェンディって女の子のほうが、よっぽど見込みがありそうだ。真っ直ぐな目をしているし、持っている装備だって粒ぞろいだ。角のついた目立つ兜かぶとは、ちょっと似合ってない感じがするが。

「…………」

（……あれ？）

　さっきのパーティのうちの一人、ウェンディを悪く言わずに黙っていた人が、ギルドに入らずに立ち止まっていた。両目を覆う仮面をつけているのでわかりづらいが、服装や体型からして女性のようだ。彼女は見るからに術じゆつ師し系けいの服装をしている。

「すまなかったね。仲間の非礼を、代わりに詫わびさせてもらおう」

　やはり女性の声だが、男性のような口調だった。仮面をつけた奇妙な風体には、その女性にしては珍しい言こと葉ば遣づかいが合っているように感じられる。

「不ふ快かいな思いをしたお詫びに、何か小しよう生せいにできることはあるだろうか？」

「え……あ、い、いいえっ、そんなこと！」

「Ｆランクに上がる事自体は、そう難しくはない。できれば無茶はせず、ゆっくり地じ盤ばんを固めることだ。小生も、陰ながら応援しているよ」

（……自分のことを『小生』って言ってるよな？　あの人、女の人なのに）

　その一人称が引っかかって、思わず彼女を呼び止めたくなる。仮面をつけていた彼女は、おそらく法術士──ソーサラーだ。

「……はぁ。やっぱり、だめなんでしょうか……でも、ここであきらめるわけにはいかないであります……！」

　肩を落としたあと、ウェンディは何かを心に決めたように顔を上げ、ギルドに入っていく。そして、いくらも経たないうちに勇いさんで外に飛び出してきた。

（Ｆランクの昇しよう格かくクエストを受注したのか……大丈夫か？　何か、危なっかしいぞ）

　俺は何となく放っておけなくて、ウェンディについていくことにした。

（今の森って、どれくらいのモンスターがいるんだろう。弱いといいんだけど……）

「おい、ちょっと待てっ！　そこのお前、パーティを組んでると申告したはずだろう！　一人で行くなっ！」

「っ……だ、大丈夫であります！　仲間とは森で合流するでありまーすっ！」

「コラァ！　近頃の若いやつはこれだから……おい、森に行けるやつはいないか!?」

　禿とく頭とうのギルド長が出てきてウェンディを呼び止めようとするが、ウェンディは聞かずに行ってしまった。仲間と合流するなんて、はったりもいいところだ。

　そしてギルドから、新たな冒険者が派遣される様子もない。

（まさか、モンスターのことをよく知らずに、危険な依頼を請うけたんじゃ……パーティ必ひつ須すってことは、ボスモンスターが登場する依頼っていうことになる……！）

　俺はウェンディを見失わないように、走って彼女の後を追った。三歳とはいえ、『恵けい体たい』と『盗とう賊ぞく』によって身体能力とスピードに補正のかかった俺の足の速さは、十歳は年上のウェンディにも引けを取らなかった。

（やばい敵には手を出すなよ、ウェンディ……！）




　ミゼールの西の外れからは草原が広がり、さらに先に森がある。草原に出てからは、ウェンディの後ろ姿は遠かったが、なんとか見失うことはなかった。

　彼女は森に入ると、まず『ラビット』という種の魔物に遭そう遇ぐうし、交戦に入った。

「はぁぁっ……でありますっ！」




　◆ログ◆

　・《ウェンディ》は「薙なぎ払はらい」を放った！

　・《フェイクラビット》に32のダメージ！　フェイクラビットを倒した！





　ロングソードを使い、剣術スキルの『薙ぎ払い』を放つ。ダメージからすると、彼女のレベルはまだ低い。恵体によるボーナスダメージも、15くらいしか認められない。つまり恵体は５で、ライフは１００くらいということだ。

（この実力じゃ、少し強いモンスターが出てきたらまずい……大丈夫か……？）

　かといって手を出すわけにもいかず、俺は緊張しながらウェンディの戦闘を見守る。

「楽勝でありますね。コボルトリーダーが出るまで、突き進むでありますっ！」

（なっ……!?）

　次の雑魚モンスターに斬りかかりつつウェンディが発した言葉に、俺は凍こおりついた。

　ゴブリンリーダーでもウェンディのレベルでは苦戦するのに、彼女がクエストの標的としているコボルトリーダーは、その一回り上の強さを持っているのだ。

（それにコボルトは「遠とお吠ばえ」で仲間を呼ぶ性質がある……本当に大丈夫か……？）

「せいぁぁっ！」




　◆ログ◆

　・《ウェンディ》は「薙ぎ払い」を放った！

　・《ゴブリン》に32のダメージ！

　・《ゴブリンアーチャー》に30のダメージ！





　後衛を狙いつつ、他の敵を巻き込んで倒す立ち回りには光るものがある。しかし技が薙ぎ払いしかなければ、決め手に欠ける──しかし三歳の俺がスキルを駆使して彼女を助ければ、俺の異質さを見せつけてしまうことになる。

（モニカ姉ちゃんや、リカルド父さんを呼ぶべきだったか……でも、もう……）

　俺が迷っているうちに、最初のコボルトが出現する。おそらく、ウェンディが受けたクエストのメインターゲットは、このコボルトたちを統べるコボルトリーダーだ。

　コボルトは犬の顔をした獣人で、革の鎧よろいを身につけ、右手にゴツゴツとした石棒ストーン・クラブを携たずさえて、左手にはボロボロの木の盾たてを装備している。そいつはウェンディの姿を見つけると、舌なめずりをしてから、すかさず襲いかかってきた。

「アォォンッ！」

「くぅっ……！」




　◆ログ◆

　・《コボルトＡ》の攻撃！

　・《ウェンディ》は武器で受け止めた。武器の耐たい久きゆう値ちが下がった！





　コボルトが石棒を叩きつける。鈍器攻撃はうまく防がないと装備の耐久値が削られるため、序じよ盤ばんでの初心者殺しと言われていた。

「何の……これしきでありますっ！」




　◆ログ◆

　・《ウェンディ》は「薙ぎ払い」を放った！





　反撃を入れようとするウェンディ。しかしコボルトの目がギラつき、左手の盾が動く。

「ガルルゥッ！」

「きゃぁっ……！」




　◆ログ◆

　・《コボルトＡ》の「シールドパリィ」が発動した！

　・《ウェンディ》に致ち命めい的てきな隙すきが生じた！





（まさか……コボルトがパリィを成功させるなんて、相当確率が低いのに……！）

　あれだけボロボロだった盾は、このコボルトがパリィを何度も発動させたことを暗に示していた──それに、俺もウェンディも気づいていなかった。




　◆ログ◆

　・《コボルトＡ》の攻撃！

　・クリティカルヒット！　ウェンディに35のダメージ！

　・クリティカルエフェクト！　ウェンディは混こん迷めい状じよう態たいになった。





「あ……かはっ……！」

（まずい……！）

　石棒で鎧の上から突かれたウェンディは、打撃のショックで吹き飛び、木の幹に背中から激突する。かぶっていた兜が外れて、中に収まっていた髪が広がった。

「はぁっ、はぁっ……迂う闊かつ……でありました……しかし……っ」

　ウェンディは剣を突いて立ち上がろうとする──だが、その目が絶望に凍りついた。




　◆ログ◆

　・「ロングソード＋１」は耐久値がゼロになり、破壊された。

　・《ウェンディ》は「？壊れた剣」を手に入れた。





「あ……あぁ……っ」

　ウェンディが地面に剣を突いた瞬間、ヒビの入っていた剣は半なかばから折れてしまう。壊れた剣は修理に出せば元に戻るし、装備としても使えるが、攻撃力は最低で、武器スキルも使うことができない。

　薙ぎ払いに頼り続けていたウェンディは、これ以上戦闘を続けるすべを失う。

『混迷』状態のために立ち上がることもできず、石棒を携えて歩いてくるコボルトを見ていることしかできない。

「──アォォ───ンッ！」




　◆ログ◆

　・《コボルトＡ》は「遠吠え」をした。仲間に声が届いた。

　・《コボルトリーダー》が現れた！

　・《コボルトＢ》が現れた！

　・《コボルトＣ》が現れた！





「や……い、いや……嫌でありますっ、私は、こんなところで……っ」

　コボルトリーダーは他の個体よりも大きく、片目に傷が入っている。それは先に討とう伐ばつにやってきた冒険者か、同格の相手と戦ったという証でもあった。そして、おそらくは勝利している。

　狼おおかみのような風ふう貌ぼうで、灰色の体毛を持つコボルトリーダーは、低い唸うなり声ごえを上げ、他のコボルト三匹をウェンディに差し向ける。

「ガルルッ……！」

「きゃぁぁっ、嫌っ、嫌ぁぁっ……！」

　コボルトたちはウェンディがつけている鎧の接合部を器用に爪と牙で壊していく。

　何をしようとしているのかは明らかだった──コボルトリーダーは長い舌を出して、ご馳ち走そうでも前にしたかのように、獣じゆう欲よくに満ちた血ち走ばしった目でウェンディを見つめる。

「……こないで……っ、お願い、こないでっ……！」

　どれだけ訴えても獣の耳には届かない。コボルトリーダーがウェンディに触れられる距離まで近づこうとしたところで、俺の中で何かが切れた──とうの昔に切れていたが、もう限界だった。

（自分の立場なんてどうでもいい。ウェンディを助ける、それ以外にない！）

　少しでも戦闘を有利にするために、使えるスキルは使う。一度心を決めてしまえば、俺は何も迷うことはなかった。




　◆ログ◆

　・あなたは「魅了」スキルをアクティブにした。

　・あなたは「忍び足」を終えた。隠おん密みつ状じよう態たいが解除された。





「バケモノどもっ！　おれはここにいるぞ！」

「え……っ!?」




　◆ログ◆

　・「カリスマ」が発動！　《ウェンディ》があなたに注目した。

　・「魅了」が発動！　コボルト２体が抵抗に失敗、魅了状態になった。





「ガルルッ……グガァァァッ！」

　邪魔をされたことに激げつ昂こうし、コボルトリーダーが吼ほえる。見上げるような巨体を目にして、全く圧倒されないというわけにもいかない。

（勝つしかないっ……立ち回りさえ完璧なら、ダメージは食わない！）

「ガァゥッ！」

　最初の相手がコボルトになるとは。生前なら雑魚だったが、三歳の身体で初めて戦うとなると、なかなかの迫力だ。

　しかし俺の手には、バルデス爺が作ってくれた斧がある。玩具の斧でも、スキルの力を借りれば、俺に十分な戦闘力を与えてくれる……！

（行くぞ……行ける。絶対にうまくいく……！）




　◆ログ◆

　・あなたは「兜かぶと割わり」を繰り出した！





　斧マスタリー20で習得できる、敵の脳天に斧を叩き落とす技、兜割り。

　スキルを発動した瞬間、跳ねるように身体が動いた。この世界では、発動したスキルは確実に実行される──三歳の俺が繰り出した技であっても。

「うぉぉぉぉっ！」




　◆ログ◆

　・《コボルトＡ》に87ダメージ！　コボルトを倒した！





　見事に俺の斧はコボルトの頭を打ち抜き、打撃ダメージで昏こん倒とうさせる。

「ギャォォンッ！」

（戦える……これなら……！）

「……すごい……あんなに、小さいのに……」

　ウェンディは信じられない、といった顔で見ている。しかしまだ、コボルトリーダーが残っている──今の俺で、倒しきれる相手なのかどうか。

（コボルトを倒せれば、絶対に倒せないわけじゃない……！）

「ガォォォンッ！」

　コボルトリーダーは仲間を倒した俺に、怒りとともに石棒を叩きつけてくる。

（『恵体』でダメージは軽減されるはずだ。しかし試すには怖いぞ、これは……っ）

「──『神よ、加か護ごを与えたまえ』！」




　◆ログ◆

　・あなたは「加護の祈り」を使った！　祈りが届き、あなたの防御力が上昇した！





【神しん聖せい】剣けん技ぎスキルで取得できる『加護の祈り』。一時的に物理ダメージを15ポイント軽けい減げんするスキル──これと『恵体』の補正を合わせて、39のダメージまでは無効化できる。




　◆ログ◆

　・コボルトリーダーの攻撃！

　・あなたは５のダメージを受けた。





「くっ……！」

　石棒を斧で受け止めたが、手がしびれて衝しよう撃げきが伝わった──しかしダメージはたかが知れている。この攻撃を30発受けても俺は死なない、そう確認できた。

「ガ……ガルッ……」

　コボルトは好戦的な魔物なのに、今ので戦意を挫くじかれたらしい。コボルトリーダーは一歩、二歩と後ずさる。

「さっきまで元気だったのに、どうしたの？　こないなら、おれから行くよ」

「──ギシャァァァッ！」

　魔物にも、挑発は通じるらしい。その大ぶりの攻撃が、コボルトリーダーにとっての敗はい着ちやくの一手となった。

　俺はコボルトの一撃を今度はステップで避け、反撃の『兜割り』を叩き込む。

「はぁぁぁっ！」




　◆ログ◆

　・あなたは「兜割り」を放った！

　・クリティカルヒット！　《コボルトリーダー》に２６１ダメージ！　コボルトリーダーを倒した！





「ガァッ……ァ……」

　コボルトリーダーは膝ひざをついて倒れ、全身から光を放つようにして消しよう滅めつした。

「はぁっ、はぁっ……お姉ちゃん、大丈夫……？」

「……私は……夢でも、見てるのでありますか……？」

　倒れているウェンディに近づくと、彼女は目に涙をいっぱい溜めながら、手を伸ばしてくる。そして現実の存在か確かめるように俺の頭を撫で、頰ほほに触れてきた。

「あはは……くすぐったいよ、お姉ちゃん」

「……お姉ちゃんだなんて、おこがましいであります……私は、命を助けられたのでありますから」

　ウェンディは微笑ほほえむが、目の端から涙がぽろぽろと頰を伝う。よほど怖かったのだろう、あの状況で仲間を呼ばれて、鎧まで剝ぎ取られたんだから。

「あっ……ご、ごめんなさい、おれ、何も見てないからっ！」

「ふぇ……？」

　彼女は鎧の胸きよう甲こうを剝がされてしまい、その下の服も破れていて、肌が露出している。すごく大きいというわけじゃないが、バランスの取れた形のいい美乳だ。

（戦士としては半人前だが、ここは一流だ……って、それはセクハラだ）

「はぁぁっ……み、見たでありますかっ？　い、いえ、まだお小さいですから、見られてもそんなに気にしないでありますがっ……見られたのは初めてであります……っ」

　慌てふためくウェンディ。そして彼女が動いた拍ひよう子しに、ぴちゃ、と水っぽい音がした。

「……あっ」

「あ……」

　そして、二人して気がつく。

　座り込んでいるウェンディの下に、水たまりができていた。




「ぐすっ……ひっく。な、なさけないであります……っ、私はもう、故郷に帰ったほうが……っ」

「だ、だいじょうぶだよ、お姉ちゃん。おれがちゃんと洗っておいたから」

「それがさらになさけないのでありますぅっ……うぇぇ～んっ！」

　ウェンディはコボルトたちに襲われて怖い思いをした結果、座り込んだままで、聖水というかなんというかを大地に水みず撒まきしてしまったのだった。

「え、えーと……おれも赤ん坊だったころは、お母さんにおしめを替えてもらってたよ。だから、おあいこじゃないかな」

「ちっちゃな男の子に助けられて、お、おもらしした下着まで洗ってもらうなんて……し、死にたいでありますぅぅっ……！」

　近くの小川でウェンディの下着などを洗って干しているあいだ、彼女は下半身を隠すこともできずに、茂みに隠れて俺と話していた。

　年上なので「ウェンディさん」と呼ぶべきだが、非常に頼りないので、ウェンディと呼び捨てにする。勇敢な戦士ではあるので、俺は彼女に好感を持っていた。

「そんな、気にすることないよ。それより、おれの方が変じゃなかった？」

「……変というか……私の剣よりすごい威力を、小さな斧で出していたでありますね」

　そう言ってから、ウェンディは何かに気づいたように言葉を切る。そして、改めて尋ねてきた。

「あの、お名前を聞いてなかったのであります。私はウェンディ・ベルであります」

「おれは、ヒロト・ジークリッドっていうんだ」

「ヒロトちゃん……いえ、ヒロトさんでありますね。助けてくれて、本当にありがとうございます……であります！」

　彼女は「あります」を語尾につけないと落ち着かないようだ。主義というやつだろう。

　ウェンディはかなりの童どう顔がんだが、潑はつ剌らつとした目をしている。その真っ直ぐな瞳を見ていると、こちらも感化されるものがあった。

「え、えっと。ウェンディさんは……」

「さ、さんなんてつけなくていいであります、私はただのウェンディでありますから」

「じゃあお言葉に甘えて……ウェンディは、どうして一人で戦おうと思ったの？」

「うぅ……仲間を見つけるつもりだったでありますが、なかなか私の実力では入れてくれるパーティがなかったのであります。騎士団の入団試験に落ちてしまうくらいですから、しかたないのでありますが」

　落ち込んでいるウェンディの話を聞いているうちに、俺は何のためにギルドに行こうと思っていたかを思い出す。そう、俺はパーティを組んでくれる相手を探していた。

「あ、あの……おれ、まだ小さいし、こんなこと言われてもって思うかもしれないけど。よ、よかったら、おれと……」

「……ヒロトさんと？」

　ウェンディは俺が何を言いたいのか予想がつかないようで、不思議そうな声を出す。

　また緊張してきた……いや、克服しないと。こんなところでコミュ難を発揮してたら、いつまでも前に進めない。

「お、おれと……パーティを組んでくれないかな？」

「パ、パンティでありますか？　パンティでしたら、干してあるものは穿はいたあとなので、宿に帰れば新品が……」

「パ、パンティじゃなくて、パーティを組んでほしいんだ。おれの仲間になってくれないかな……？」

　パンティと言われたときは面食らったが、なんとか食い下がる。ウェンディは最初は目をぱちくりしていたが、しばらくして意味が伝わったかと思うと──。

「ほぇぇぇっ!?　わ、私とパンティ……じゃなくて、パーティでありますか!?」

「ご、ごめん、おれ、小さすぎるよね……まだ三歳だし」

「い、いえっ、いいえっ！　小さくても百人力であります！　私は、ヒロトさんの戦いぶりを見た時から、弟子入りしたいと思っていたのでありますっ！」

　ウェンディは勢い余って茂みから出てきてしまった──茂みから出てきたのに、彼女には茂みがない。さて、何のことだろう。回答時間は三秒、配点は五十点。

（は、はいてないのに出てきちゃったら……イ、インモラルな何かが……！）

「ウ、ウェンディ……それはいいんだけど、あの、し、下……」












「ほえ？」

　俺は耐えかねて目をそらす。ウェンディは呆ほうけた声を出して、自分の下半身がマッパであることを確かめた。

「──ひきゃぁぁぁぁ─────っ！」

　コボルトもびっくりの遠吠えを上げて、彼女は茂みに戻ってしまった。どこから声が出ているんだろう。戦士のスキルに『戦ウ士オのー雄ク叫ラびイ』があるけど、彼女には素質がありそうだな。

「お嫁よめにいけないであります……お師し匠しよう様さまになら、見せてもいいでありますが……っ」

　こうなると、下着が乾くまでは出てきてくれそうにないな……とか思っていると。




　◆ログ◆

　・「魅了」が発動！　《ウェンディ》は抵抗に失敗した。





（そ、そうか……コボルトと戦うときに、アクティブにしたの忘れてた……！）

「ひゃんっ……！」

　茂みの中から『魅了』が成ったことを示すように、ウェンディの声が上がる。赤ん坊でなくなった今、女性の母性本能に訴えかけることはなくなったはずだが、魅了が成功するということは彼女の好感度が非常に高いことを意味していた──確認してみよう。




　◆情報◆

　名称：ウェンディ・ベル

　関係：あなたに好意を抱いている。





（これは……コボルトから助けたから、好意を持ってくれたってことだよな……そして、魅了が入りやすくなってしまったと……）

　分析しているうちに、また茂みが揺れてウェンディが出てくる。

　今度は、彼女は恥ずかしがる様子もなく、俺の方に真っ直ぐ歩いてきた。

「お師匠様には、私の一番恥ずかしいところをいくつも見られてしまったのであります。それに、これからパーティを組むとなると……し、親睦を深めたいと言いますか……ヒロトさんはまだ、お小さいでありますから……そ、そのぅ……あのぅ……」

（は、話が早すぎる……え、えーと、ウェンディのステータスは……？）




　名前：ウェンディ・ベル

　人間　女性　13歳　レベル３




　ジョブ：戦士　接近戦を得意とし、味方に勇気を与える存在。

　ライフ：１００／１００　マナ：24／24




　スキル

　　戦士　13　戦士としての心得と、経験の度合。

　　剣マスタリー　18　剣を使う技術。

　　鎧マスタリー　12　鎧を装備し、性能を引き出す技術。

　　恵体　５　身体能力を総合した数値。ライフ、物理攻撃、防御に関わる。

　　母ぼ性せい　24　その人物がどれだけ母性的であるかを示す数値。

　　気き品ひん　28　その人物の高貴さを体現する数値。

　　料理　12　料理に関係する技術。




　アクション

　　薙ぎ払い（剣マスタリー10）　剣で水平に切り払う。範囲攻撃。

　　授乳（母性20）　対象に自分の母乳を与える。

　　簡易料理（料理10）　簡単な料理をレシピ通りに作ることができる。




　パッシブ

　　剣装備（剣マスタリー10）　剣を装備することが可能になる。

　　鎧装備（鎧マスタリー10）　鎧を装備することが可能になる。

　　勇敢（戦士10）　自分より強い敵にも怯みにくい。

　　育成（母性10）　対象と共に行動することで、教育効果が発生する。

　　マナー（気品10）　社しや交こう場ばでマナーを踏まえた振る舞いができる。





（戦士……戦士は戦闘力に直結するスキルが多い。多いぞ……！）

　スキル（ミルク）に直結した思考を展開しているうちに、ウェンディは破かれて申し訳程度に上半身を覆っているシャツを左右に開く。その時の音は、ぷるんぷるん、としか表現しようがなかった。

　惜しげもなく十三歳の美乳を見せられ、俺は硬直する。三歳ならまだ無罪だろうか。俺はただスキルを欲しているだけなのだ。決してエッチなことは考えてない。

「……あのまま犬の怪物に襲われていたら、私は生きてなかったのであります……ですから、私のすべてはお師匠様に捧げるべきものなのであります。それが、私の家の家か訓くんなのであります。命を助けられたら、それが異性であれば、絶対に逃がすなと。見込みのある男性に違いないからと。私は一理ある、と思うのであります」

（こ、後半はなにか婚こん活かつめいたことになってるような……それに、家訓って……）

　ウェンディのスキルに『気品』が含まれていることには気づいている。フィリアネスさんもそうだったし、上流階級の子女でも騎士を目指すことはあるのだろう。

　瑞みず々みずしい少女戦士のプロポーションが、小川の水みな面もの煌きらめきに彩られている。思わず息を飲むほどで、女の子はこれほど表情や情じよう景けいひとつで違って見えるのかと感かん嘆たんする。

「……お師匠様、私に何かできることはありますか？」

「え、えっと……あの……」

　出会ったその日にここまで距離が縮まるなんて、なかなかない。むしろありえない。そんなことを思っていた生前の記憶が、薄れてなくなっていく。

　ウェンディは俺の前にしゃがみこんで、じっと見つめてくる。何をしていいのかわからないが、何かがしたい。彼女の目は、そう訴えかけているように思えた。




　◆ダイアログ◆

　・《ウェンディ》はあなたの命令を待っている。命令しますか？　ＹＥＳ／ＮＯ





　俺のスキル上げがまた始まろうとしている。一歳になってから今まで、ずっと控えめにしてきたのに。大きくなった手を乳房に添えないことだけが、せめてもの礼儀だ。

「……じゃあ、少しだけもらうよ……はぷっ……ちゅっ……うん、美味しい」

「ふぁ……そ、そんな……だ、大胆でありますね……で、でも、まだお小さいですから……っ、ぁ……」

　小川のせせらぎに、ウェンディの甘い声が混じる。彼女のマナからして、たぶん二回吸ったら終わりだなと計算しつつ、それならば、ともう一つのほうを口に含む。

　ウェンディの桃色の突端は、吸うのに丁度いいくらいの大きさで、全体のバランスが完璧に整っていた。美乳とは、全体の調和によって形作られるものなのだ。

「ちゅっ……ちゅっ……けっこう甘いよ、ウェンディ。もう少しだけいい？」

「はぁっ、はぁっ……ま、まだ欲しいのでありますか……っ、私、もう……んっ、ふぁぁ……っ、さ、さっきより優しいのであります……お師匠様っ……」

　最初はがっついてしまったが、一度に吸える量は同じなのだから、ゆっくり嗜むという手もある。

　何か目的がずれてきているような気がするが、まだ三歳で性欲なんてないので、俺は吸いつくたびに身体を震ふるわせているウェンディを時折見上げつつも、ちゅっ、ちゅっと規則正しく間隔をあけて、母さんたちにはとても言えない行為を続けるのだった。





　　　　　　二人目は狩人






　ウェンディの服が乾いたあと、彼女が着替えるのを待って、町への帰途についた。

「お師匠様のことは、他の人たちには内緒にしたほうがいいでありますか？」

「あ……うん、そうしてもらえると助かるよ」

　お願いするつもりだったことを、ウェンディが自分から言ってくれた。少し驚く俺を見て、彼女は微笑む。

「お師匠様がコボルトリーダーをやっつけたと聞いても、ギルド長は聞いてくれないと思うのであります。私が代わりに報ほう酬しゆうをもらって、全部お師匠様にお渡ししますっ」

「おれは何もいらないよ。ウェンディは、宿屋に泊まってるんだよね？　じゃあ、宿賃だって必要だろうし」

「はぁぁっ……お師匠様、優しすぎであります……っ、もっと好きになってしまうのでありますっ。むぎゅーっ」

「ちょっ……ウ、ウェンディ……!?」

　ウェンディは俺に抱きついてくる。彼女の服の前は破られてしまい、辛うじて左右を引っ張って止めているだけなので、ほぼ直接胸のふくらみに顔が押しつけられた。

（ま、また吸いたくなってくるんだけど……ウェンディは大胆すぎるな）

「こうしていると、さっきの続きをしたくなるのであります……お師匠様さえ良ければ、もう少しだけ、付き合っていただけませんか……？」

　願ってもない提案をしてくれるウェンディ。しかし『授乳』で彼女のマナが減っているので、まずサラサさんにもらった『薬やく草そう学がく』スキルで『魔ま力りよくの草くさ』を探し、マナを回復するポーションを作ってあげようと思った。そうすればマナ切れは起こらない。

（戦士スキルが３くらいになるまでは、お願いしたいところだ……）

「……どうするでありますか？」

　覚えたてが一番くせになるというけど、それはこういうことなのではないかと思った。もちろん俺に邪念はなく、ただスキルを貰っているだけなのだが。これも師匠と弟子のコミュニケーションの一環だ──と、言い訳をする俺だった。




　思いがけず森で時間を取ってしまったので、そろそろ行動限界だ。

「ウェンディ、今日はありがとう。また明日、遊んでもらっていいかな？」

「遊びというか、お師匠様との時間はすべてが修行なのであります！　ぜひぜひご一緒させていただきたいのであります！」

　俺はお師匠様と呼ばれてはいるが、ウェンディによって抱っこで運ばれている。まだ三歳なので、戦士の彼女からするとそこまで重くないらしい。

「あっ、お師匠様、狩人かりうどの人が向こうから来るのであります。お知り合いでありますか？　それでしたら、何か上手な説明が必要であります」

「あ……あの人は、おれの母さんの友達だよ」

　向こうからモニカさんが歩いてくる。どうやら、狩りに行くところらしい。

　俺が森で迷子になりそうになったところを助けてもらったとか、そういう方向で話すしかないか……しかし、それでいいんだろうか。誤ご魔ま化かしてばかりいると、いつかボロが出そうな気がする。

「……えっ、ヒロト!?　どうしたの、こんなところで。まさか、森で遊んでたなんて言うんじゃないでしょうね」

「い、いえっ、違うのであります。お師匠様は、私を助けてくれたのであります！」

「あっ、ちょっ……」

　ウェンディはモニカさんが俺を問い詰めてるように見えたのか、慌ててフォローしてくれる。これでモニカさんに事情を秘密にしておくという選択はなくなってしまった。

「お師匠様……助けてくれた？　ヒロトが……いったい、どういうこと？」

　下手に誤魔化そうとすれば不自然になってしまう。モニカさんにはお世話になったし、彼女に不信感を抱かれたりすることはなんとしても避けたかった。

「……モニカさん、お願いがあるんだ。おれの話を聞いてくれないかな」

「ヒロト、しばらく見ないうちに大きくなったわね……話し方がしっかりしてるし」

　俺とウェンディのことを尋ねる前に、モニカさんは俺の頭を撫でてくれた。そのあとで緊張しているウェンディを見やり、ふっと笑う。

「そんなに怖がらないで、何も問い詰めたりするつもりじゃないわ。あたしはモニカ、モニカ・スティングっていうんだけど、あなたは？」

「わ、私はウェンディ・ベルであります！　騎士学校の出で、今は冒険者として修行中であります。これから、お師匠様から色々と教えてもらう予定なのであります……そういうことで、いいんですよね？」

「う、うん……モニカさん、そんなの変だって思うよね。おれがお師匠様で、何か教えるなんて」

「それはそうだけど……あっ、良く見たら服が破れてるじゃない。モンスターに襲われたのね……最近、モンスターを倒しても倒しても湧わいてきて困ってるのよ。まだ慣れてないなら、森には行かない方がいいわ」

「あっ……も、申し訳ないのであります、そんな……」

　モニカさんはウェンディの服が破れていることを気にして、背負っていた革のナップザックから包ほう帯たいを取り出すと、さらしの代わりにウェンディの胸に巻いた。

「いいから、気にしないで。そんな格好で歩いてて、町中でガラの悪い連中に絡まれると、面倒なことになるわよ」

（怖いのはコボルトだけじゃない。自衛する力がないと。シビアな世界だよな……）

　母さんが前に町中でごろつきに絡まれたこともあったし、ミゼールの治安は必ずしも良いとはいえない状態だ。俺にできることは限られているが、自分の生まれた町を平和にしたいという気持ちが湧いてくる。

　まずは、目に映る範囲からだろう。町全体の治安を良くするなんて言い出すのはまだ早い。交渉術があれば、将来的には不可能ではないのだが。

（う……やばい。話してる途中なのに、眠くなってきた……）

「あ……ヒロト、眠たくなってきたみたいね。ウェンディ、ヒロトの家は知ってる？」

「い、いえ、まだ知り合ったばかりなので、知らないのであります」

「分かったわ、じゃああたしも一緒に家まで送るわね」

　急に眠気に襲われてしまったのは、俺が知っている町の人の中ではかなり強いほうのモニカさんと会って、安心したということもある。

（できれば……モニカさんも、パーティに入ってくれないかな……）

　そんな俺の期待は、期せずして現実になってしまった。まぶたを閉じて寝入る前に、二人のやりとりが聞こえてくる。

「このままじゃ心配だから、ウェンディが一人前になるまで、あたしが面倒見てあげる。ヒロトに助けてもらったっていうけど、その辺りの事情も気になるしね」

「ほ、本当でありますかっ!?　森に慣れた狩人の方がついていてくだされば、とても心強いでありますっ！」

　前衛ふたりに、後衛ひとり。あとは後衛がもう一人欲しいところだ。そのあとで中衛を入れて、さらに前衛、後衛を強化して……と展望を広げていると、前世でパーティを組み始めた頃のことを思い出す。

　ミコトさんが前衛、俺は中衛、麻ま呂ろ眉まゆさんは後衛。初めは、その三人だった。

　その頃に交わした幾つものチャットが思い出されて、懐なつかしいと思うと同時に、こみ上げてくる感情を抑えなければならなかった。




　次に目を開けた時には、俺は自分の部屋のベッドに寝かされていた。

「あ、起きた。寝る子は育つっていうけど、一度に寝る時間は短いのね」

「モニカさん……あれ、どうして……」

「まあ、置いて帰るのも気が引けたしね。ウェンディはスーさんに服を借りて、町の宿に戻ってるわ。あんな年上の女の子と知り合うなんて、一体何があったの？　しかも、森にいたみたいだけど」

　モニカさんは咎とがめるような口調ではなく、純粋に気になる、という顔で聞いてくる。それなら、俺もそこまで隠すことはするまいと思った。

「……スーさんに、外に出たいってお願いしたんだ。それで、森に行って……」

「スーさんも驚いてたわよ、ヒロトがどうしてもって言うから、レミリアには内緒にしておいて欲しいって。まあ、ちっちゃい子のお願いは断りにくいわよね。それで、あたしもちょっと考えてたんだけど……」

「……考えてたって、なにを？」

　本当にわからないので、素直に尋ねる。モニカさんは笑顔で答えてくれた。

「あたしに頼んでくれたら、いつでも外に連れていってあげようかなって」

「えっ……い、いいの!?」

　モニカさんは思わず食いつく俺のそばにやってきて、頭を撫でてくれた。

「父さんから、仕事での狩りは週に一回でいいって言われてるの。時間が空いちゃったから、冒険者ギルドに登録して、依頼を受けてみようと思ってたのよね」

「そうだったんだ……」

「ウェンディも剣が使えるみたいだけど、まだ危なっかしいからあたしもついていった方がいいかと思って。ヒロト、これからもあの子と一緒に何かするんでしょ？」

「あ、ありがとう……！　モニカさんがいてくれたら安心できるよ。狩りのことを教えてくれたら、おれもモニカさんの仕事を手伝うよ」

　そう言ったところで、モニカさんの手がいったん止まる。常に短かった髪を、彼女は少し伸ばし始めていて、その毛先を指でくるくるといじりながら、彼女は何か言いたげに俺を見つめる。

「ご、ごめん、モニカさん。おれ、何か変なこと言ったかな」

「モニカさんか……うーん、ちょっと固いわね。久しぶりに会うから、緊張してるの？　ターニャとフィローネと一緒に、あんなに……ええと。甘やかしてあげたのに」

（いきなりそっちの話題に……思考がスキル一色になってしまうじゃないか）

　三人娘からは、最近は授乳してもらっていない。彼女たちはめっきり、俺の家を訪問することが少なくなっていた。

「あ、あの……ターニャさんたちは、おれがいるからうちに来るのが嫌なのかな？」

「そんなことないわよ。あの子たちも来たいって言ってるんだけど……ヒロトが大きくなっちゃったから、ああいうことは……ね？」

　確かに三歳児に授乳するのは世間的に普通ではない。俺の中ではスキルを貰う行為であって、それ以外の意味などないと言い切れるのだが。そうでないと色々いけない。

「えっと……おれは、モニカさんやみんなにおっぱいをもらってうれしかったよ」

「っ……な、何言ってるの。おっぱいだなんて、そんなにはっきり……」

　恥じらいは人生を豊かにするスパイスだ。あの熟練者のサラサさんですら、俺の前で胸を出す瞬間は『いいのかしら』という顔をするのである。

「……だめね、ほんとに。最初は、そんなことするなんて信じられないって思ってたのに、三人ともくせになっちゃって、レミリアに悪いからもうやめにしようって話してたのよ。でも、この家に来るとどうしてもね……ヒロトったら、私たちに会うたびに、こっちを見てくるんだもの。くりくりした目で」

「ご、ごめんなさい……おれ、みんなが来てくれてうれしかったから」

「あたしもね……最初は不思議だったけど、今となっては、いいかって思ってる。だって、今日こうやって会えてほっとしてるから。あたしも会えてうれしいわよ、ヒロト」

「あ……」

　会えてうれしい。その言葉が、俺の心の柔らかい部分に染みこんでいく。

　初めに三人娘と会ったときは、モニカさんは一番距離が遠い人だと思っていた。

　しかし今では、一番俺を理解してくれていると感じる。頼りきって、甘えてしまいそうで、でもそれはいけないことだと自分を律する。

　けれど、俺のなけなしの抑制を知ってか知らずか、彼女の方から一歩踏みこんでくる。

「……モニカさんっていうのは、ちょっと他た人にん行ぎよう儀ぎね。言ってること、わかるでしょ」

「……じゃあ、モニカ姉ちゃんって呼んでいいかな？」

「ふふっ……ちょっとやんちゃな弟ができたみたい。おとなしそうに見えて、実はそうでもないのよね……お母さんに隠れて外に出て、新しい女の子の友達を作っちゃうなんて。出会ったその日に、あんなことまでしちゃうとか、なかなかできないわよ」

（し、知られてる……ウェンディ、もしかしなくても話したのか……!?）

　思い切り動揺する俺を見て、モニカさん──いや、モニカ姉ちゃんは悪戯っぽく笑った。それこそ、やんちゃな弟分のすることは何でもお見通しだというように。

「ウェンディに何歳か聞いてみたら、十三歳って言われてびっくりしたわよ。ヒロトったら、そんな子までその気にさせちゃうなんて……」

「さ、させちゃうというか……ご、ごめんなさい、母さんには言わないで」

「言えるわけないじゃない、そんなこと。私もウェンディも、してることは同じなんだから……ヒロトも内緒にしなきゃダメって、ちゃんとわかってる？」

「う、うん。母さんには、絶対怒られるから……よその女の人のおっぱいは、吸っちゃだめなんだよね」

「そう。でもそれは、女の人がだめっていうときの場合ね。あたしたちの場合は、ヒロトが赤ちゃんの頃からあげてるから、遠慮しなくてもいいのよ」

（……なんだかモニカ姉ちゃんが、そっちの方に俺を誘導しようとしているような……こ、これが年上の女性の交渉術……！）

　久しぶりに狩人スキルを上げたい気持ちはあるが、今は真面目な話の最中だ。俺はスキルへの欲求を我慢して、モニカ姉ちゃんの話に耳を傾ける。

「ウェンディはヒロトのパーティに入るって言ってたわ。あたしもそうするつもり……ヒロトには、何かしたいことがあるんでしょう？　小さいからできないことを、ウェンディに頼むつもりだったんじゃない？」

「う、うん……ギルドでクエストが受けたかったんだ」

「クエスト……そんな言葉まで知ってるなんて。クエストを受けて、どうするつもりなの？　誰か冒険者の知り合いがいて、それで面白そうだと思ったとか？」

「ううん、おれが自分でしたいと思ったんだ。クエストを受けて、魔物を倒したりしたら、町が平和になるから」

「……町のことを、そんなに考えて……ヒロト、どうやったらそんなふうに……」

　そんなふうに、この幼さで物事を理解できるのか。俺はそれを説明することができないかわりに、自分がしたいことをしっかり話すべきだと思った。

「おれは父さんや、家に来る人たちや、町で会う人のことをずっと見てた。それで、思ったんだ。おれはこの町が好きだから、みんなのためになることがしたいって」

「……そう。きっと、レミリアとリカルドさんも喜ぶわよ、ヒロトが、そんなことを考えてるってわかったら」

「おれはまだ小さくて、心配をかけるから、父さんと母さんには言えない。でも、じっとしてられないんだ」

　まだ早過ぎる、と言われたらそこで終わりだ。一度は俺たちの仲間になってくれると言ったモニカ姉ちゃんだけど、レミリア母さんのことを考えれば、俺に好き勝手させるわけにはいかないだろう。

　彼女はしばらくの間考えていた。悩むのも無理はない──しかし。

　もう一度、俺は頭を撫でられていた。彼女の手には弓の弦のあとがついていたけれど、俺はその手を綺き麗れいだと思った。

　その真面目さと共存した、軽やかな振る舞いに憧れを抱く。きっと彼女は同年代の男性から見ても、とても魅力的に見えているだろう。そんな人が自分の時間を俺のために使ってくれることが、どれだけ恵まれているのか……。

「あたしは狩りが上手くなることしか考えてないし、これからもそうだと思ってた。ヒロトはそんなに小さいのに、自分だけのことを考えてるんじゃないんだね。あたしも、見習わなきゃ」

「っ……そ、そんなことないよ。おれこそ、モニカ姉ちゃんを……」

　全部言い終える前に、彼女に抱きしめられていた。どうしてそうなるんだろうと思ったけど、顔を上げてみて、俺は女の人の考えは、男には決して全てはわからないものなんだろう、と思った。

　彼女が今まで見せた表情の中で、一番魅力的な笑顔がそこにあった。俺には彼女がどうしてそんな顔をするのか、わからなかった。

「最初は人見知りしてたでしょ。あたしにはなついてくれないのかと思った。ターニャは明るくていい子だし、フィローネはあたしたちの中で一番お母さんに向いてると思う。あたしみたいなのは、赤ちゃんのヒロトでもわかるよね、女らしくないって」

「そ、そんなことないよ……モニカ姉ちゃんが優しい人だっていうことは、初めて会ったときからわかってたんだ」

「……ひとつ、まだ小さいヒロトに言っておくけど。あたしは優しくなんてないし、自分でそうしたいと思うことをしてるだけ。あんまり、ヒロトが可愛いから……」

（や、やっぱり……そうだと思ってたけど……）

　モニカ姉ちゃんは狩りの時は、こういった装備をするのだろう──彼女は革のチョッキを脱いで、その下のシャツ一枚の姿になった。Ｔシャツのような洗せん練れんされた形状ではないが、似たような役割の服はある。

　下には革のショートパンツを穿いていて、少し日焼けした太ふと腿ももがまぶしい。足元の革のブーツは広く普及しているものだが、飾りに毛皮が使われており、女性らしいデザインの気遣いが見て取れる。

　上から下まで見てしまったが、それは彼女がシャツまで脱ぎ始めてしまって、恥ずかしくて目をそらしたくなったからだった。両腕をクロスさせて脱ぐ例の脱ぎ方は、途中で視界がさえぎられて無防備になる瞬間があるから、色っぽく感じるのだろうか──そして露出した胸を覆うサラシは、かなりきつく巻かれている。弓を引く時に胸が邪魔にならないように、そうしなければならないのだろう。

　その下がどうなっているのか、俺はもうこの目で見て知っている。こくり、と喉のどを鳴らす俺を見て、モニカ姉ちゃんはくすっと笑った。

「なあに、そんな物欲しそうな顔して。もう三歳なのに、まだおっぱい欲しいの？」

「っ……ね、姉ちゃん。そんな、意地悪しないで……おれ、いい子にするから」

「……こういうときだけ、ますますかわいくなっちゃうとか。自分の武器を知ってる人は、いい狩人になれるわよ……あたしなんかより、ずっとね」

　完全に翻弄されているとわかっているが、どうしようもない。こんなふうに駆け引きされて、お願いせずにいられるやつがどこにいるだろう。

　こういうとき、プライドなどは必要ない。持てる限りの礼を尽くすことしか、俺には許されていないのだ。

「……そんなにじっと見ないの。ヒロトはまだわからないと思うけど、見られてると恥ずかしいのよ。どれだけ心の準備ができてるつもりでもね」

　モニカ姉ちゃんはサラシの結び目を解くと、しゅるしゅると外し始める。緩んだ布の下で母性の象徴が大きく弾んで、ついに俺の目の前に姿を現そうとした瞬間、

　コンコン、とノックが聞こえてきた。お約束もいいところである。

「モニカ、夕食の支度ができたけど食べていく？」

「あっ……い、いいの？　あたし、帰って食べるつもりだったんだけど」

　モニカ姉ちゃんはあわててサラシを巻き直し、瞬時に結び、シャツとチョッキを元通りに着てしまった。セーラさんもびっくりのスピードだ。

　母さんがドアを開けて入ってくる。モニカ姉ちゃんは緊張して、何やらあさっての方向を見て、「これ、よく見るとなかなかいい絵ね」とか言っていた。咄とつ嗟さにごまかすのはお世辞にも上手とはいえないようだ。

「ヒロト、モニカお姉ちゃんに遊んでもらってたの？」

「う、うん。すごく楽しかったよ」

　何とかそれで誤魔化しきれたが、モニカ姉ちゃんは夕食の最中もずっと緊張していて、母さんに怪しまれていた。俺はといえば、おあずけを食らって欲求の行き場を失い、何でもいいからスキルを上げたい、と悶もん々もんとしていた。





　　　　　　その名は『名無し』






　翌日の朝、モニカ姉ちゃんが家に迎えに来てくれた。母さんは今日も仕事なので、その間遊んでくれるという体で、俺は堂々と外に出ることができた。

　きのう、ウェンディはコボルトリーダー討とう伐ばつクエストを達成したので、ＧからＦランクに上がった。今日はＦランクの簡単なモンスター討伐をこなす予定だ。Ｅランクまでは今のままでもクリアできそうなので、ランクを上げてしまっても構わないのだが。

　今はギルドの外で、ウェンディと一緒にモニカ姉ちゃんがクエストを受けてきてくれるのを待っている。すると、ウェンディが慌てた様子で声を上げた。

「あ……お、お師匠様っ。モニカさんが、声をかけられてるのであります」

　モニカ姉ちゃんはギルドから出てきたところで、男女二人ずつのパーティに声をかけられていた。昨日、ウェンディに嫌味を言っていた連中だ。

「あんた、Ｆランクの依頼受けてたけど、どこのパーティに入ってんだ？　良かったら、俺らと一緒にやらねえか。弓使いは今、ちょうど空いてんだ」

「おあいにくさま。あたしはもう、他のパーティに入ってるから」

「あ？　じゃあ、なんで一人でギルドに来てんだよ。仲間がいるってんなら、紹介してもらわねえと筋が通らねえぞ？」

（……これくらいでイライラしてても仕方ないか。だが、俺のモニカ姉ちゃんに手を出そうとは。ちょっと痛い目に遭わせてやりたいな）

　男二人の目的が見え見えなので、今までは小物だからと見逃してやっていたが、そろそろ俺の中で看かん過かしきれないくらいになってきた。

「仲間なら、そこで待ってくれてるわ。お待たせ、ウェンディ、ヒロト」

「こいつ、昨日の……Ｆランクに上がれたのか」

「俺らのパーティに入りたくて、必死にランクを上げたってことだよなぁ。それじゃ、弓使いのあんたと二人一緒に……」

「お兄さんたち、おれもいるよ」

　こういう時に限って、俺はわりと喋れるほうだった。モニカ姉ちゃん、ウェンディの前で侮られて黙っているほど、俺は人間ができていない。

「あ……？　なんだこのガキは。まさか、どっちかの子供か？」

「違うわ。この子はあたしたちのリーダーよ」

「おいおい、吹いてくれるじゃねえか。こんなガキがリーダーなんざ、やっぱりＦランクに上がれたのはただのマグレってことかぁ、はははっ！」

「早めに謝った方がいいわよ、ジェスタとフューゴはＦランクになってから、もう一年にもなるんだから」

（一年経ってもＦランクって、成長しなさすぎだろ。こいつら、実は弱いんじゃ……）

　俺は、いたずらに注目を浴びないようにとオフにしていた『カリスマ』を発動させる。そして、三人のステータスを見て、女性を除いて見る価値なしと判断した。男は二人ともレベル５、武器スキルも10程度しかない。俺一人でも簀す巻まきにできるくらいだ。

　しかし、三人のうち一人だけ──ふわっとした長い髪を持つ、美人だけれど妖しい印象を受ける若い女性は別だった。ヒルメルダさんというらしいのだが、彼女はやはり魔物使いで、鞭マスタリーのスキルを持っていた。

　ヒルメルダさんという女性の強さは他の二人より明らかに上なのだが、ジェスタとフューゴという男性を高く評価しているということは、彼女には自分が男たちより強いという自覚はないようだった。こういうことはままあって、女性の中には数値的には強いのに、体格の差を見て男性の方が強いと思っている人がいたりする。

「ふふっ……坊や、どうしたの？　そんな目で見ても味方はしてあげられないわよ」

「ち、違うよ。おれはお姉さんなんかじっと見てないよ」

「あら、そう？　私としたことが、勘違いだったかしらね。ごめんなさいね」

「ヒルメルダ、そんなガキを構ってんじゃねえよ。まったく、気まぐれな女だな」

「なんだぁ、乳くさいガキがもう色気づいてんのか？　ははっ、こいつは傑けつ作さくだ」

（そりゃお前らと比べたら、この女の人の方に興味あるよ）

　それにしてもヒルメルダさんという女性は、言うほど悪い人ではないようだ。組んでいる仲間は褒められないが、どんなパーティに所属するかは人それぞれなので、これ以上は首をつっこまないことにする。

「とにかく、あたしたちはパーティを組んでるから。誘うなら別の人にして」

「フン……後悔するんじゃねえぞ」

　モニカ姉ちゃんがきっぱり言うと、ジェスタはテンプレートみたいな捨すて台詞ぜりふを吐く。ここまで小悪党ぶりを発揮してくれると、いっそ清々しいほどだ。

　話が一段落したところで、ギルドの建物から、前にも見た仮面をつけた人が出てきた。法術士らしい文もん様ようの入った服を着ていて、上にマントを羽は織おっている。いかにも神秘的な容姿をした彼女は、仲間たちではなく、俺たちに先に声をかけてきた。

「やあ、また会ったね。毎回絡んでしまってすまない。彼らも悪気があって言っているわけじゃないんだ」

「余計なこと言うんじゃねえよ、名ノ無ーしン。拾ってやった恩を忘れたのかよ？」

「少しくらい術が使えるようになってきたからって、調子に乗ってんじゃねえのか」

「すまない、そんなつもりは……言い方が悪かったね」

「二人とも、彼女も貴重な戦力なんだから、あまり厳しいことを言わないであげて」

　ジェスタとフューゴは『名無し』と呼ばれた彼女に悪態をつくが、その視線が仮面を見たあと、彼女の身体に下がっていくのを俺は見逃さなかった──というか、考えていることが丸わかりだった。

（嫌味を言ってるわりに、デレデレじゃないか。一番駄目なパターンだな）

　名無しさんは仮面をつけて目を隠しており、口元しか見えないが、色白で唇の形も何とも言えず色っぽく、声も涼すずやかでかなりの美人ではないかと想像させる。体型が見えにくい服を選んでいるようだが、それでも胸はかなり大きいことが見て取れるし、膝ひざ丈たけのスカートから伸びる足は適度に締まっており、ロングブーツが似合っている。すらりと背が高く顔が小さいので、男二人と並ぶと頭身の差が際立っていた。

　──って、これじゃ俺も品定めしてるみたいじゃないか。子供のうちは警戒されないからって、失礼だからやめないとな。

「まったく、立場を分かって欲しいもんだぜ。俺らが前衛で苦労してる分だけ、お前は無傷なんだからよ」

「ああ、承知しているよ。いつも世話になっている」

「だ、だったらよ、今日の夜は飲みに付き合えよ。いつ誘っても一人がいいって断るけどよ、ヒルメルダも女一人じゃ寂さびしいって言ってるぜ」

「あら、私は何も言ってないけど。あなたたちに付き合うことも、頻ひん繁ぱんじゃないしね」

「ぐっ……そ、それはそうだけどよ……」

　ちょっと見ているだけで、パーティの中の人間関係がわかってきた。男二人は女性に言い寄っているが、女性はあくまで、パーティメンバーとして見ているみたいだ。

「つ、次のＥランクに上がるための昇格試験の後の、打ち上げってことだよ。そんな時まで四人揃わねえってのはおかしいだろ？」

「そういうことなら仕方ないわね。私は出席させてもらうわ……あなたは？」

「小生は……そうだな。昇格試験に通ったあとなら……」

「お、おお……やっとその気になってくれたのかよ。なあフューゴ、良かったな」

「あ、ああ……そういうことなら、店を予約しとくか。ギルドの酒場じゃ、出せる酒も限られてるしなあ……くくっ」

（目に見えて悪い笑みだな……ロクでもないことを考えてないだろうな？）

　これからあのパーティは昇格試験を受けるのか。それが、モンスター討伐だとしたらどうだろう。あの前衛二人の実力では難しい気がするのだが。

　ジェスタ、フューゴ、ヒルメルダの三人は森に向かって歩いて行く。彼らについていく前に、名無しさんが俺たちの方にやってきた。

「重ね重ねすまない。不ふ快かいな思いをさせたなら、小生から謝らせてもらおう」

「ううん……あなたも大変ね。あのパーティでないとダメな理由があるの？」

「わ、私も入れてもらおうとしておいて、こんなことを言うのは変でありますけど……あの男の人たちは、女の人を見る目がその、えっちなのであります。えっちなのはよくないのであります！」

　三歳児の行為で頰を赤らめていたウェンディの発言に、あれはエッチではなかったのだな、と俺は感心する。

「彼らが小生を女性として見ているということはないと思うよ。小生の方も男性に対する関心は今のところないというか、そんなことを考えている余裕はないから、変なことにはなりようがない」

「まあ、そう言うなら大丈夫でしょうけど……でも、良かったの？　いくらパーティを組んでるとはいえ、あんな連中とお酒なんて……」

　モニカ姉ちゃんが名無しさんのことを本気で心配して言う。しかし名無しさんは心配はないというように笑ってみせた。

「小生は酒には強いからね。彼らがもし潰そうとしてきても、飲まれたりはしないよ。心配してくれてありがとう」

「す、すごいでありますね……お酒って、間違えて飲んじゃったことがありますけど、苦くて口からだーってしちゃったのであります」

「あはは、ウェンディは弱そうね、見るからに。でも慣れておいた方がいいわよー、ある程度飲めた方が楽しいしね。女同士で飲むのも楽しいわよ」

「ヒロトさんが飲めるまでは、あと十二年もかかるのでありますね……」

　この世界での成人は十五歳だ。十五歳になれば大人としての権利が認められ、色々とできることが増えるらしい。

「さっきから思っていたんだけど、可愛らしい少年だね。お姉さんたちと一緒に遊んでいるのかい？」




　◆ログ◆

　・「カリスマ」が発動！　《名無し》は隠いん者じやの仮か面めんの効果で防いだ。





（無効化……って、装備品の効果か？　隠者の仮面……聞いたことないな）

　名無しさんは俺に近づいてくる。仮面の目の部分には細い切れ込みが入っていて、その間から見えているらしい。やっぱり近くで見ても美人のようだ……もうちょっと下から覗きこめば、顔が見えてしまいそうなんだけど。

　しかしログに《名無し》と表示されるということは、あだ名じゃなくて、本当に彼女は名無しって名前なんだということになる。さすがに納得しづらいので、何か理由があるのかもしれない。

「……澄すんだ目をしている。まだ小さいのに、深い思し慮りよを感じるね」

「あ……う、うん。おれ、大人の人の言ってることはわかるよ」

「そうなのか……そういうことなら、私は君には注目しておかなければならないな」

「え……？」

「ああ、なんでもない。変なことを言ってしまったね、今のは忘れてくれたまえ」

　名無しさんは俺の頭を撫でてくれる。微笑んだ口元だけが見えて、そこにルージュが引かれていることに気がつく。化粧品は異世界では手に入れづらいが、彼女はどこかで入手することができたようだ。

「では、無事に帰れたらまた会えるといいね。正直を言って、小生たちのパーティは強くはない。彼らもランクを上げられないことに焦あせっているんだ。ヒルメルダは彼らに見込みがあると思っているが、伸びしろがないと判断したら出て行くだろうね」

「ふぅん……名無しさん、あなたは？　って、名無しって名前のわけないわよね」

「いや、名無しと呼んでくれればいい。小生は名前を名乗れないんだ。そういう制限をかけられていてね」

「制限……でありますか？」

「そういうものがあると思って、見過ごしてくれればありがたい。もし君たちが、Ｅランクを超え、Ｄランク以上を目指すというなら……そのときは、小生もパーティ編入の希望を出させてもらってもいいかい？」

「ええ、いいわよ。術士の人が入ってくれると、パーティのバランスもとれるしね」

（名無しさんは、パーティのランクが上がるなら、所属したいと言ってるわけか……）

　俺たちはＦランクに上がったばかりだが、さほど苦戦したわけじゃない。難しくなるのはＤランクからで、Ｅランクまでは初心者レベルなのですぐに上がれるだろう。何なら、今すぐに昇格試験を受けたっていい。

　しかし、都合よくそんな依頼を受けられるわけもないか──と考えていたのだが。

「それにしても奇遇ね。Ｆランクじゃ受けられる依頼も簡単すぎるから、あたしたちもＥランクに昇格するための依頼を受けてるのよ。もしかして、競合してたりしない？」

（ナイスだ、モニカ姉ちゃん……！）

「む……なるほど。コボルトリーダー三体の討伐依頼……小生たちも、内容は同じだ。この種の討伐依頼は、早いもの勝ちということになっているね」

「そっちが先か、あたしたちが先か。まあ、もし出し抜かれても文句は言わないから、気にしないでね」

「小生たちが勝つ可能性は低いと考えているわけだね。貴女の名前は？」

「あたしはモニカ、彼女はウェンディ。この子は私たちのリーダー……ヒロトよ」

「……ヒロト……リーダー。この、小さな男の子が……？」

　やはり驚かれたか……モニカ姉ちゃんは俺を抱っこして、サラシに覆われた胸を惜しみなく当ててくる。

「モ、モニカ姉ちゃん、恥ずかしいよ」

「リーダーなんだから、あたしたちを便利に使っていいのよ。何なら、こうやって運んであげてもいいしね」

　俺とモニカ姉ちゃんのやりとりを見て、名無しさんはくすっと笑った。そして俺の頭をくしゃくしゃと撫で、さらにほっぺたをさすり、ふにふにとつまんでくる。

「ふぁ……な、名無しのお姉ちゃん、どうしたの？　おれの顔に、何かついてる？」

「ヒロトのこと、そんなに気に入ったの？　あげないわよ」

「いや、何でもない。何でもない、とばかり言っている気がするけれどね。何となく、うれしかったのさ」

「はぇ～……そ、それって、もしかして一ひと目め惚ぼれってことでありますか？　それだと、私のライバル認定をさせていただかないといけないでありますねっ」

「ふふっ……そう受け取ってもらってもかまわないよ。ヒロト君を見ていると、子供もいいなと思えてくるね。今まではそんなこと、考えたこともなかったけれど」

「あの男のどっちかが相手っていうのはやめときなさいよ？」

「それは当然だよ、彼らは全く眼中にないからね。頼まれても丁重にお断りするし、これまでもそうしてきたんだけれど。なかなか凝りてくれなくて困っていたんだ」

　それなら、今すぐ俺たちのパーティに入ってくれないかと言おうと思ったけれど。

　名無しさんは、今回のクエストには彼らと一緒に挑むと決めているようだ。これまで組んできた義理もあるのだろう。

「じゃあ、互いの無事を祈ろう。グッドラック、と言っておこうか」

　名無しさんは手を振って歩いていく。グッドラックなんて、この世界でそんな言葉を使うのは……いや、英語のアイテムやスキルがあるので、絶対にないともいえないか。

「ぐっどら？　ウェンディ、どういう意味？」

「たぶん、幸運を祈るとか、そういうことではないかと思うのでありますっ」

「お、おれもそうだと思う……おれたちも行こう、ターゲットを取られちゃうし」

「見つけさえすれば、コボルトリーダーくらいなら確実に倒せるしね。急ぎましょ」

　そういえば……モニカ姉ちゃん、頼りになりそうだと思ってたけど、実際にはどれくらい強いんだろう？




　名前：モニカ・スティング

　人間　女　19歳　レベル23




　ジョブ：狩人　狩りを生業なりわいにする者。弓や罠を得意とする。

　ライフ：２８０／２８０　マナ：24／24




　スキル

　　狩人　38　狩人としての経験、技術を示す。

　　弓マスタリー　35　弓を使う技術。

　　軽防具マスタリー　28　軽防具を装備し、性能を引き出す技術。

　　恵体　20　身体能力を総合した数値。ライフ、物理攻撃、防御に関わる。

　　母性　43　その人物がどれだけ母性的であるかを示す数値。

　　料理　36　料理に関係する技術。

　　骨細工　57　動物や魔物などの骨を加工する技術。




　アクション

　　狩猟（狩人10）　動物を狩り、収しゆう穫かくすることができる。

　　狙う（狩人20）　投射武器の狙いをつけ、命中率を上げる。

　　罠作成（狩人30）　材料を消費して罠を作成する。

　　遠射（弓マスタリー10）　弓の射程を伸ばし、ダメージ減げん衰すいを少なくする。

　　曲射（弓マスタリー20）　上方向に矢を放ち、放物線軌道で敵に当てる。

　　乱れ撃ち（弓マスタリー30）　矢を複数放つ。本数は弓マスタリースキルに依存。

　　授乳（母性20）　対象に自分の母乳を与える。

　　子守唄（母性30）　子供を寝かしつけるために使う。

　　搾さく乳にゆう（母性40）　自分の母乳を搾しぼる。乳をアイテム化することもできる。

　　簡易料理（料理10）　簡単な料理をレシピ通りに作ることができる。

　　料理（料理20）　簡易料理よりも作れるレパートリーが増える。

　　骨加工（骨細工10）　小さな骨を加工する。鏃やじりなども作成できる。

　　大型骨加工（骨細工50）　大きな骨を加工する。




　パッシブ

　　弓装備（弓マスタリー10）　弓を装備することが可能になる。

　　軽防具装備（軽防具マスタリー10）　軽防具を装備することが可能になる。

　　育成（母性10）　対象と共に行動することで、教育効果が発生する。

　　料理効果上昇（料理30）　料理のステータス補正効果を上昇させる。

　　骨鑑定（骨細工20）　骨から元の生物を類推する。





（さくにゅ……じゃなくて、予想以上に強い……弓使いとしてだけじゃなく、色んな分野に秀でてるな）

「んー？　どうしたのヒロト、そんなにキラキラした目で見てくれることなんて、今までなかったのに。くりくりした目しちゃって、可愛いんだから」

「う、うん……モニカ姉ちゃんは凄いなと思って」

「モニカさんが頼りになるので、お師匠様も安心なのでありますねっ。でも、私にとっては、世界最強はお師匠様なのであります！」

「あ、あはは……おれは全然だよ。モニカ姉ちゃん、今日からよろしくお願いします」

「かしこまって言われると照れるわね。気にしなくていいのよ、あたしも好きでやってるんだから」

　そう言って微笑みかけてくれるモニカ姉ちゃん。俺はみんなの母性に助けられて生きているな……と、深く感謝したい気持ちになった。




　そして森に着いた俺たちは、こちらを敵と認識して襲ってくるラビットやゴブリンだけを倒しながら進んでいく。

　俺がどれくらい戦えるのか、半信半疑のモニカ姉ちゃんに、まずゴブリン相手に実力を見てもらった。

「おもちゃの斧だけど、それは関係ないんだ。こうやって持って……」

「っ……ヒロト、危ないっ！」

「モニカ姉ちゃん、大丈夫！」




　◆ログ◆

　・《ゴブリンＡ》の攻撃！

　・あなたには効果がなかった。





『恵体』によるダメージ軽減で、ダメージがゼロになると、敵の攻撃は俺には絶対に当たらない。そういうふうにできているのだ。

　俺は斧を振り上げ、アクション『兜かぶと割わり』を発動する──すると俺の身体は勝手に動いて、ゴブリンに有効な打撃を入れるべく、斧が規定の軌道をなぞっていく。

「っ……！」




　◆ログ◆

　・あなたは「兜割り」を放った！

　・《ゴブリンＡ》に89ダメージ！　《ゴブリンＡ》を倒した。





「ギィィッ！」

　ゴブリンは持っていた短剣ダガーで防ごうとしたが成らず、まともに攻撃を受けて吹き飛び、光の粒になって霧散する。

「ゴブリンの攻撃が当たらない……それに、一撃で倒すなんて。驚いたけど、こうして見せられると信じるしかないわね。ヒロト、リカルドさんに斧を教えてもらったの？」

「うん。見よう見まねだけどね」

　俺の斧スキルは父さんから受け継いだものなので、直接教えてもらってはいないけど、間違いでもない。

「こんなのを見せられたら、ウェンディもヒロトを認めるわけよね……」

「今でもあのときのことは忘れられないのであります。コボルトにその……ひどい目にあわされそうになったところを、お師匠様が助けてくれたのであります」

「ウ、ウェンディ……その話は照れるからいいよ」

「ヒロトの実力はよくわかったわ。ウェンディと一緒に敵を引きつけてくれれば、あたしが敵を狙い撃つから。パーティは連携してこそよ」

「ありがとうモニカ姉ちゃん。じゃあ、早いうちにコボルトリーダーを探して……」

「──きゃぁぁぁっ！」

　そのとき、森の中に悲鳴が響き渡る。どうやら、それはヒルメルダさんが上げたもののようだった。

「っ……何かあったんだ……っ、急ごう、二人ともっ！」

　俺は率先して、声がした方向に走り出す──そして、こともあろうに、逃げていく男たち二人とすれ違った。

「じょ、冗談じゃねえっ、あんな化けもんだなんて聞いてねえぞ！」

「普通のコボルトリーダーじゃねえ……あの黒い奴は、俺達じゃ手に負えねえよ！」

　泣き言を言いながら逃げていくのは、ジェスタとフューゴ──推測するまでもない、あの二人は女性二人を残して逃げ出したのだ。

「根性のない……っ、後でギルド長に言ってとっちめてもらうわよ、あの連中っ！」

「黒いコボルト……そ、そんな……あんなに大きいなんて……！」

（まずい……あれはコボルトリーダーの変異種、《名ネ前ー持ムちド》だ……！）

　視界の先に、森の中の開けた場所があり、そこにコボルトの三倍の体軀を持つ、漆しつ黒こくの体毛に覆われたコボルトの姿があった。

　黒いコボルトはまさに今、目の前にいる法術士の女性──名無しさんに、その異常に筋肉の肥大化した腕を振り上げ、爪による斬ざん撃げきを繰り出そうとしている……！




　◆ログ◆

　・《コボルトリーダー》の変異種《黒狼ブラツクフアング》に遭そう遇ぐうした！

　・《黒狼》は《名無し》に対して「シャドウクロー」を放った！





「モニカ姉ちゃん、あの黒い奴を牽けん制せいするんだっ！」

「っ……間に合わないっ！」

「グルァァァッ！」

「くっ……！」

《黒狼》の攻撃が放たれるまさにその時、名無しさんは怯まずに杖を振りかざす。一撃受ければ瀕ひん死しだというのに、彼女はあえて反撃を選んだのだ。

（下手にかわしきれなくてもダメージを食らう……それなら、反撃で奴の体勢を崩すしかない……！）

「──『炎よ』っ！」

　名無しさんは詠唱して呪文を放つ──あれは法術の基礎的な攻撃呪文であり、レベル次第で威力の変化する『ファイアーボール』だ。




　◆ログ◆

　・《名無し》は「ファイアーボール」を詠えい唱しようした！

　・《黒狼》に14のダメージ！





　名無しさんの杖の先から放たれた火球が、《黒狼》の顔面に炸裂する。だが、その体毛の表面が焼け落ちただけで、《黒狼》は一瞬しか怯みはしなかった。

　しかしその一瞬が、モニカ姉ちゃんが矢を放つだけの隙を生む──！

「名無しの人、伏せなさいっ！」




　◆ログ◆

　・《モニカ》は狙いをつけて矢を放った！

　・《黒狼》に48のダメージ！　攻撃をキャンセルした！





「ガァァァッ！」

　眉間にモニカ姉ちゃんの矢を受けたところでようやく《黒狼》が怯み、攻撃がキャンセルされる。

《黒狼》の接近を許し、名無しさんが攻撃されるのを見ていることしかできていなかったヒルメルダさんは、やっと我に返り、敵に向けて鞭を振り抜いた。

「あいつら、私を置いて逃げるなんて……許さない……っ！」




　◆ログ◆

　・《ヒルメルダ》の攻撃！

　・《黒狼》の攻撃！　二つの攻撃が相そう殺さいした！





「ガォォォンッ！」

「きゃぁぁっ……！」

《黒狼》は左の爪を振りぬいただけでヒルメルダさんの鞭を跳ね飛ばし、さらに鞭を引き寄せ、逆の爪で彼女を引き裂こうとする。

「いやぁぁっ……！」

「──させるかっ！」

　名無しさんの詠唱、モニカ姉ちゃんの第二射よりも早く、俺は《黒狼》のふところに入り込む。名無しさんとヒルメルダさんの驚く声が聞こえたが、話は全てあとだ。

「喰らえっ！」




　◆ログ◆

　・あなたは「兜割り」を放った！

　・クリティカルヒット！　《黒狼》に85ダメージ！





「──グォォォォォァッ！」

　俺の存在に気づいていなかった《黒狼》の無防備な頭部に、「兜割り」を叩き込む。刃のない斧でも、その衝撃は《黒狼》をよろめかせ、たたらを踏ませた。

「みんな、今だっ！　行くぞ、《大切断》ッ！」

「喰らいなさいっ！　《乱れ撃ち》！」

「私も行くであります……えいやぁぁぁっ！」

「炎よ、我が敵を焼き払え！　《炎熱波フレイム・ウエーブ》！」

「犬ころ、私の靴をお舐めっ！」












　敵が怯んだとき、指揮役が号令をかけて総攻撃をすることで、ダメージボーナスが発生する。五人同時の攻撃ならば、必ず《黒狼》を倒せる……！




　◆ログ◆

　・あなたの号令による総攻撃！　《黒狼》に３４５ダメージ！

　・ダメージボーナスが発生！　《黒狼》に２４２ダメージ！　オーバーキル！　《黒狼》を倒した。

　・あなたのレベルが上がった！　スキルポイントを３手に入れた。

　・《ウェンディ》のレベルが上がった！　スキルポイントを３手に入れた。





「グ……グルァッ……」

《黒狼》といえど、俺たち全員の攻撃を受けて無事ではいられなかった。黒い巨きよ軀くが光る粒に変わって砕け散ると、皆は安あん堵どの息をついた。

「まさか、普通のコボルトリーダーよりずっと強いのが出てくるとはね……それにしても、パーティが総崩れになってたのは、いただけないわね」

　モニカ姉ちゃんが苦言を呈すると、ヒルメルダさんは悔しそうに歯嚙みする。

「まだ、気を抜くには早いでありますよ……っ、お師匠様、どうするでありますか、コボルトリーダーはあと二体いますっ！」

「みんな、落ち着いて一体ずつ撃破するんだ！　まとめて相手をしなければ、あいつらは怖くない！」

「「「了解っ！」」」

　全員が俺の指示に頷き、群れのリーダーだった《黒狼》が従えていた、通常のコボルトリーダーを撃破していく。俺は意識して、最後の一撃を、成長途上のウェンディに取らせてあげることにした。




　◆ログ◆

　・《ウェンディ》は「薙ぎ払い」を放った！

　・《コボルトリーダーＣ》に33ダメージ！　《コボルトリーダーＣ》を倒した！

　・《ウェンディ》のレベルが上がった！　スキルポイントを３手に入れた。

　・《ウェンディ》の「剣マスタリー」スキルが上昇した！

　・あなたの「斧マスタリー」スキルが上昇した！

　・モニカの「弓マスタリー」スキルが上昇した！

　・名無しの「魔術素養」スキルが上昇した！

　・ヒルメルダの「鞭マスタリー」スキルが上昇した！





　ウェンディが最後のコボルトリーダーにとどめを刺した瞬間、大量のレベルアップログが流れる。この気持ちよさは、転生してからも変わらないところだ。

「その子供……ま、まあ、危なっかしいけど、素質はあるようね。うちのパーティの男たちより、よっぽど見込みはあると思うわ」

　ヒルメルダさんからの評価も急上昇だ。でも、戦う姿をあまり多くの人に見せるのは得策じゃないんだよな。さっきの男たちが逃げてくれたのはありがたかった。

「私はそんなに攻撃が得意じゃないのよ。本来は魔物を調教して戦わせたりするわけだけど……人間を肉の盾にできるなら、それでもいいかと思っていたわけ。まあ、結果は見ての通りよ。臆おく病びような男ほど、頼りにならないものはないわ」

「に、肉の盾でありますか……その言い方は、ちょっぴりひどいのであります」

「そんなことじゃ、この先もパーティを組むなんて考えられないんじゃない？　男の人たちは頼りにならなかったみたいだし」

　モニカ姉ちゃんの言うことにヒルメルダさんは反論せず、ふっと力なく笑った。

「楽をしようとしていたのがいけなかったわね。せっかく魔物を調教しても、死んじゃったら最初から育て直しになってしまうから、それなら最初から育った人間を利用するのが効率的だと思ったわけだけど、人間のほうが使えないわ。あなたたちは別だけど」

「使うとか使わないとかじゃなくて……あのね、ちょっと常識がないみたいだから言っておくけど、他の人たちは、あなたの駒じゃないのよ？」

「そ、それに、さっきはあの男の人たちを頼りにしてる感じだったのでありますっ」

「ええ、まあね。Ｆランクに上がる任務までは、そう苦労もしなかったし。あの男たちの限界を見定めようと思っていたわけだけど、これではっきりしたわけ。ああ、もっと強い男はいないの？」

（まあ、この人自身もそこそこ強いわけだから、寄き生せいってわけじゃないけど……魔物使いは、魔物を調教しなきゃダメだろう）

「ジェスタとフューゴより、坊やの方が使えそうね。どう？　私と一緒に遊ばない？」

「お、お師匠様は遊んでいるわけじゃないのでありますっ。まじめに冒険者をしているのであります！」

「好き勝手してくれるわね、本当に……ヒロトはあたしたちの仲間なのよ。それに、使えそうなんて言い方して」

　モニカ姉ちゃんとウェンディが食ってかかるのも気にせず、ヒルメルダさんは俺を見ている。白い肌に、紫がかった瞳。垂れ目ぎみで一見すると大人しそうな女性に見えるのだが、その語り口は悪女そのものという感じだ。彼女の巻き髪は瞳の色と同じで、異世界ならではのヴィヴィッドな色彩だが、違和感は感じない。

（……し、しかし……チェックしてはいたけど、かなり母性的だな）

　魔物使いのスキルは、交渉術で代用できるので必ひつ須すではない。パーティメンバーの前であからさまに魅了を発動するのも気が引ける──惜しいが、今は機ではないようだ。

「まあ、そうよね。こんな将来有望な子を都合よく手放してくれるなんて、虫のいい話もないわね。じゃあ、その話はいいわ」

「あ、あっさりしているでありますね……つかみどころがないのであります」

「よく言われるわ。それで、名無しはどうするの？　私は今日で抜けるつもりだけど」

「小生は、彼らに一応義理だけは通しておくよ。彼らが今まで、まったくパーティの中での役割を果たさなかったわけではないからね」

「ふぅん……律りち儀ぎね。あまり気乗りはしないけど。最後くらいは付き合ってあげた方が、後腐れがなさそうね。でも、クエストの報酬で、あいつらに奢おごるのは腑ふに落ちないわ」

「もらうものはもらうつもりなわけね……まあ、共闘したことは確かだから、良しとしましょう。取り分は７対３っていうところでどう？」

「３でも多いくらいだと小生は思っている。貴女が矢を撃たなければ、小生はコボルトの爪を受けて命を落としていたかもしれない。むしろ恩人なのだから、貴女には何か礼をしなければ……」

「私もあまり貢こう献けんしたとは言えないから、取り分はそちらが決めてくれていいわ……それと。そこの坊やがリーダーなのよね？　まだすごく小さいけど」

「うん、おれがリーダーだよ……わっ、な、なに？」

　ヒルメルダさんは俺をひょい、と抱き上げる。あまりに自然だったので、気構えも何もできていなかった。

「私からお礼に、その辺りの魔物を調教テイムして、坊やの護衛獣にしてあげてもいいわよ。まあ、私が調教できる魔物はまだ種類が限られているけど」

「ま、魔物を……？　そんなことができるのでありますか？」

「ヒロトが欲しいっていうなら、あたしは止めないけど……ヒルメルダ、何か変なこと考えてないでしょうね」

「こればかりは裏表なく、ただのお礼よ。助けられたら、それなりのことはしないとね。坊やは可愛いから、特別にっていうこともあるけど」

（ヒルメルダさんのレベルだと、魔物を仲間にするときに使うアクションは『簡易調教』……交渉術95で取れる『隷れい属ぞく化か』の方が高度なスキルなんだよな）

　お礼をしてくれるというなら、別のことにしてほしい──って、欲求に素直すぎるだろうか。しかしこの機会を逃すと、魔物使いに会える可能性は低くなるしな。

（一いち期ご一いち会え……初めて会う職業の人には、できればお願いしたい……！）

「あ、あの……ヒルメルダさん。少し、ふたりで話したいことがあるんだけど……」

「え？　私は構わないけど、仲間のお姉さんたち二人が怖い目をして見てるわよ」

「そ、そんな目はしてないわよ……ちょっと行ってくるくらいならいいけど、ヒロトにいたずらしたら許さないわよ」

「お師匠様、行ってらっしゃいであります！」

　パーティメンバーの許可を得て、俺はヒルメルダさんと一緒に森に入っていく。彼女は周りの風景を見ながら、何も言わずに俺についてきてくれた。

「坊や、どうしたの？　魔物が欲しくなったのなら、その辺りで捕まえられるわよ」

「う、ううん……みんなには内緒にしてほしいんだけど、おれ、そういうのって自分でできるんだ」

「なんですって……？」

　ヒルメルダさんが目を見開く。魔物使いの自分にしか調教はできない、そう思っていたのだろう。

　そんな俺たちの前に、一匹のモンスターが姿を現す──スライムだ。大人がやっと抱えられるくらいの大きさで、水色のゼリーみたいな見た目をしている。

　射程に入ると溶解液を吐いてくる可能性があるが、今は戦闘態勢アクテイブではないので、少し離れたところでぽよん、ぽよんとランダムに移動している。

「気をつけてね、スライムは武器を溶かしてくるから。坊やの小さな斧も溶かされてしまうわよ」

「うん、大丈夫。ヒルメルダさんはそこで見てて」

「攻撃の意志はないみたいだけど、あなたのことを気にしてはいるわよ。変に刺激しないようにね」

　魔物使いのヒルメルダさんは、スライムの意志が分かっているようだ。俺は『隷属化』を成功させるための手順を思い出しつつ、一つずつ実行していく。




　◆ログ◆

　・あなたは「魅了」スキルをアクティブにした。

　・「魅了」が発動！　《スライム》は抵抗に失敗、魅了状態になった。





　スライムがぷるん、と震えたかと思うと、色が黄色になり、次にピンク色になる。それを見ていたヒルメルダさんは、目を見開いて息を飲んだ。

「な、何が起きてるの……？　スライムが、友好的な状態になるなんて……こんなこと、魔物使いでも、色々と条件を満たさないとできないのに……」

「え、ええと……おれはスライムが嫌いじゃないから、スライムもそう思ってくれたんじゃないかな」

「魔物と心を通じ合わせる……そういった天分を持つ人もいると、先生が言っていたけど。坊やもそのうちの一人なのね……」

　ピンク色になったスライムは俺の方にやってきて、甘えるように鳴いた。うーむ、ゼリーみたいだけど、こうして見ると可愛いような、そうでもないような。何にせよ、このスライムが俺の護衛獣第一号だ。




　◆ダイアログ◆

　・《スライム》に「隷属化」スキルを使用できます。使用しますか？　ＹＥＳ／ＮＯ





「いい子だから、おれの仲間になってくれるかな？」

「きゅいきゅい！」




　◆ダイアログ◆

　・《スライム》はあなたの護衛獣になった！

　・名前を自分で設定しますか？　ＹＥＳ／ＮＯ





（名前は自動的につけてもらうか……その方が、元からの名前みたいで良いしな）

　俺は心の中で選択肢を「ＮＯ」とする。前世ではテイムしたモンスターに色々中二病的なネーミングをしていたものだが、最初くらいは自然に任せてみてもいいだろう。




　◆ダイアログ◆

　・《スライム》の名前が「ジョゼフィーヌ」に変更された。

　・《ジョゼフィーヌ》はあなたの命令を待っている。命令しますか？　ＹＥＳ／ＮＯ





（ジョゼフィーヌ……な、なるほど。メスなのか）

「……坊やの歳で、魔物使いの修行を終えるなんて考えられない。何か本を読んだことはある？」

「ううん、そういう本は読んでないよ」

　生まれつきできる、と言うとチートスキルを誇示しているようなので、そこは明言しなかった。ヒルメルダは俺の周りを回ってなついているスライムを見ていたが、そのうちに何かを悟さとったようにふぅ、と息をつく。

「坊やは私が何年もかけてできるようになったことを、もう簡単にできている。私が言うのはなんだけど、それはすごいことよ。本気であなたとパーティを組んで、大きくなっていくところを見てみたいくらい……」




　◆ログ◆

　・「カリスマ」が発動！　《ヒルメルダ》があなたに注目した。

　・「魅了」が発動！　《ヒルメルダ》は抵抗に失敗、魅了状態になった。





（い、いや、そうじゃなくて……っ、いや、それでもいいんだけどって、何を言ってるんだ俺はっ）

「……あの子たちがこんな小さな子を相手に、本気で焼やき餅もちなんて焼いてるのを見て……おかしいって思ってたのよね。つい、さっきまではね」

「えっ……あ、あの……っ」

「坊やが可愛すぎるからいけないのよ。まだ小さいのに、あんなに勇ゆう敢かんに魔物と戦っちゃうんだもの。心配で、放っておけなくて、でも頼りになって……」

　出会った時は俺の存在を気にも留めなかった彼女が、今は頰をほんのりと色づかせて、興味を隠さない瞳を向けてくれている。スキルの効果とはいえ、勘違いせずにはいられなくなる──俺もけっこう単純だから。

「え、えっと……あの……ヒルメルダさんの……」

「もっと近くで言ってみて。そんなに小さな声じゃ、聞こえないわ……ほら、こうしたら聞こえるから」

　ヒルメルダさんは俺の前にしゃがみこんで、自分の耳元で話すように促す。遠目に見ると分からなかったが、彼女が耳につけている小さなピアスは、月を象かたどったものだった。




　◆ダイアログ◆

　・《ヒルメルダ》はあなたの命令を待っている。命令しますか？　ＹＥＳ／ＮＯ





「……お、おれ、ヒルメルダさんの、お、お……」

「いいのよ、あせらなくても。そんなに小さいんだから、大人と普通に話せるほうがすごいことよ」

　自分から言葉にして欲しがるのは、赤ん坊が面倒を見てもらうのとはわけが違う。俺の中にそうしてほしいという気持ちがある、それを表に出すということで。

「……お、おっぱいが……欲しくて……」

　小さな声だった。急に彼女の態度が変わってもおかしくないと思った。

　魅了されている彼女が、いいえと言うわけがないのに、言ってしまった。心臓はばくばく高鳴って、いたたまれなくて、顔が熱くなるのをどうにもできない。まだ小さい全身に、恥ずかしさと一緒に血が巡めぐるようだ。

「私はお母さんじゃないけど、いいの？」

「う、うん……一回だけ……」

「お腹がすいてるのなら、他に美味しいものを買ってあげるのに。おっぱいが欲しいなんて……出るかどうかも分からないのにね。大人しい顔して、やんちゃなんだから」

「ご、ごめんなさい……」

「……でも、どうしてでしょうね。こんなこと……って思うのに、坊やが欲しいっていうと、そういうこともできなくはないって思えるのよ。私、赤ちゃんがいるわけじゃないのよ……？」

　最後の一言は、特定の相手がいないっていうことを示しておきたかったからなのかな、と俺は思った。

　ボンデージみたいな装備の胸の留め具を外すと、その下におさまっていた胸が、締めつけを逃れて弾力豊かに揺れ、まるで大きくなったようにも見える。広い襟口をひっぱり、白くて深い谷間が見え、その先の色が変化した部分が見えそうになったところで、

「お師匠様、魔物の落としたものを集め終わったのであります！」

（まあ分かってたけどね！　全然残念だなんて思ってないけどね！）

　ヒルメルダさんは一瞬で身づくろいをして、何でもない顔でウェンディに応対する。

「お疲れ様。もう少し話したかったけど、そういうわけにもいかないのよね？」

「あはは……モニカさんがさっきから舌打ちをしているので、待てるとしてもあと一分くらいが限界であります」

「そう、それじゃ仕方ないわね。行きましょうか、坊や」

「う、うん……」

　ウェンディのことも、モニカ姉ちゃんも決して嫌いになったりはしないのだが、ほんの少しだけ拗すねてしまう部分は否めなかった。

（ま、まあ、もう授乳なんて必要ないしな。それでスキルを取れなくなっても、今あるスキルで十分だし、別の方法でも新しいスキルは取れるし。残念なんて思ってないぞ）

「あ……お、お師匠様？　もしかして、お腹がすいてたりするでありますか……？」

「あ、う、ううん。なんでもないよ」

「そうでありますか……？　それは残念でありますね。私、お師匠様がいつお腹をすかせてもいいように、体調を万全に整えて待っているのでありますよ……？」

「え、えっと……またこんど、お願いしていいかな」

「本当でありますか？　それでは、次は私が泊まっている宿に来て欲しいのであります」

「ふふっ……パーティの仲が良くて何よりね。私ももう少し、パーティメンバーに興味を持ってみようかしら。もちろん、次に組むパーティっていうことだけどね」

　ヒルメルダさんの中では、今のパーティを抜ける意志は固まったようだ。またどこかで会う時が来たら、その時は彼女も今より成長して、魔物もしっかり育てているだろう。

（お、そうだ……ジョゼフィーヌのことを忘れてた。隠れさせておかないとな）




　◆ログ◆

　・《ジョゼフィーヌ》は辺りに伏せた。





　こうしておけば、ジョゼフィーヌは召集をかければいつでも俺のところにやってくる。それ以外でも、他の人がいない時には寄ってきたりするだろう。テイムしたモンスターは好感度が高いので、今日会ったばかりでも、主人である俺にはかなり懐いている。

　しかしウェンディの提案を断ったのはもったいなかったかな……と思ってしまう。彼女に抱っこされて運んでもらっていた俺だが、モニカ姉ちゃんと合流すると、彼女に受け渡された。どうやら俺のパーティ内での定位置は、モニカ姉ちゃんの腕の中ということになっているようだ。





　　　　　　メイド、そして執行者






　ギルドに行き、戦利品のいくつかを《黒狼》たちの討伐証明として提出すると、俺たちと名無しさんたちのパーティは両方ともＥランクになった。変異種のモンスターを倒したので、報酬は五割増しになり、かなり実入りが大きかった。

　しかし、男二人が途中でクエストを離脱したことがギルドに報告されており、彼らはＦランクのままで留まることになった。つまり名無しさん、ヒルメルダさんは個人でＥランクの資格を得たということになる。こうなれば、よほどの理由がない限り、ランク違いの冒険者が組むメリットは少ないので、解散は必至というところだろう。

　モニカ姉ちゃんが、名無しさんとヒルメルダさんの行く予定の酒場について聞いてくれたので、店名を覚えておいた。『紅のバラ亭』というそうだ。




　家に帰ると知り合い──というか、赤ん坊の頃からお世話になっている、服屋のエレナさんが子供二人を連れて家に来ていた。

　この二人とは初めて会ったが、兄のアッシュは俺より四歳年上で、とても良いやつだ。妹のステラは二つ上で、俺は二人を『アッシュ兄』『ステラ姉』と呼ぶことになった。

　エレナさんが俺のことを良く言ってくれていたこともあり、二人とは想像以上に早く仲良くなることができた。コミュ難で苦労すると思っていたのに、赤ん坊の頃からの積み重ね、そして交渉スキルが、俺の社交性を気づかないうちに成長させてくれていた。




　──そして、ひとつ寂しい知らせもあった。スーさんが俺の家で勤務する期間が終わり、明日、家を離れることになった。

　父さん母さんがエレナさんと一緒にお酒を飲んで酔っていたということもあるが、スーさんは驚くことに、自分から申し出て、俺を風呂に入れてくれることになった。

　脱衣所で、いつもおさげにしているスーさんが、丸い宝ほう珠じゆの飾りを外す。髪にくせはついておらず、さらりとした黒髪のストレートヘアに変わる。今まで一度も見たことがなかったので、正直見とれてしまった。

　彼女は無表情のままでエプロンを外し、その下に着ている黒いワンピースドレスを脱ぎ始める。背中が露になると、彼女はコルセットを身につけていて、それも外してしまう。どうやって着ているのか一見して分からなかったが、紐を緩めて外す瞬間、半分ほどカバーされていた胸が露になる。それも全然躊躇しないので、俺は見ていいのか悪いのか分からず、あさっての方向を向いていた。

「坊っちゃん、恥ずかしがっているんですか？」

「あ……う、ううん。スーさん、着るのが大変そうな服を着てるなと思って……」

「毎日着ていると慣れるものです。外すと解放感があって良いですね」

　スーさんは布を巻いて胸と腰の部分を隠し、俺の服を脱がせ始める。素っ裸にされた時はもう好きにしてください、と言いたくなったが、彼女は変わらず落ち着いているので、俺も冷静になろうと思った。












　彼女に身体を洗ってもらったあと、ぬるま湯で流してもらう。そして振り返ると、彼女は珍しく微笑んでいた。

「スーさん、笑ってる……どうしたの？」

「すみません、坊っちゃん。弟のことを思い出したのです。弟はまだ幼く、私がお風呂に入れてあげることもあったのですが、頭を洗うのがいやで逃げ回っていました。坊っちゃんより年上なのですが、甘えん坊が抜けなくて困ったものです」

「そうなんだ……ねえスーさん、おれも背中を流してもいい？」

「そんな……坊っちゃんにそんなことをしていただくわけにはまいりません」

「今日が最後なら、お礼がしたいんだ。スーさんは、おれのお願いを聞いてくれたし……母さんもすごく助かってるって言ってた。だから……」

　スーさんはしばらく迷っているようだったが、やがて俺に微笑みかけると、胸を覆っているタオルに手をかけた。そして、俺の目の前で外してしまう。

　ふるん、とまろび出てきた乳房は、雪のように白かった。ピンク色の部分が鮮やかな色彩を持って俺の目に映る──俺を洗っているあいだ、少し肌寒かったのか、その部分は柔らかくはなくなっているように俺には見えた。

「では……お言葉に甘えさせていただきます」

「う、うん……くすぐったかったら言ってね」

　俺はタオルに石せつ鹼けんを泡立てると、繊せん細さいそうなスーさんの肌が痛くないように、ゆっくり丁てい寧ねいに彼女の背中を流した。リーチが短くても、彼女が座っていてくれれば、なんとか全面に手が届く。

　風呂の椅子は木の板に足をつけてあるようなものだが、その天板にお尻を乗せると、物凄く弾力を感じさせる『むにっ』という変形の仕方をする。実はそれが相当好きだったりする俺だが、ずっと誰にも言うことはないだろう。

「んっ……坊っちゃん、少しくすぐったいです」

「あっ、ご、ごめんなさい……スーさん、背中は全部洗えたよ」

　腰のあたりが弱かったみたいで、普通に洗っただけでもスーさんは敏感に反応する。彼女がそんな反応をすることはまずないと思っていたので、かなりドキドキしてしまう。

　コルセットをつけているからなのか、彼女の腰のくびれは凄いことになっていた。けれどお尻にはしっかりボリュームがあるものだから、スーパーモデルにでもなれるんじゃないかと思ってしまう。エターナル・マギアにそんな職業はないのだが。

　タオルを渡すと、彼女は胸などを自分で洗い始める。俺は見ていていいものかどうか分からず、とりあえず天井を見たりして時間を潰そうとする──すると。

「……坊っちゃんに、一つお伝えしておきたいことがあります」

「え……？」

　しばらくスーさんは続きを言わなかった。彼女が身体を洗い終えて、今度は俺が桶おけにお湯を汲くんで、彼女の肩からかけて流す。すると、スーさんは俺の方を振り返り、今までにないくらい真しん摯しな瞳で見つめてきた。

「私は……ただのメイドではないのです。ギルドの斡あつ旋せんを受けて派遣されたというのは、事実ですが」

「そ、それって……母さんのことを、騙だましてたってこと……じゃないよね。スーさんはそんな人じゃない」

「そう言っていただけると、気持ちが楽になります。しかし、メイドとしてお勤めする以外に、この家に来なければならない理由があったというのは……やはり、奥様に対しても、ヒロト坊っちゃんに対しても、良いことをしているとは言えないでしょう」

「……おれは、気にしないよ。スーさんは悪い人じゃないって分かってるから」

「坊っちゃん……」

　短い間ではあったが、俺もスーさんの働きぶりを見てきて知っている。彼女が真面目に仕事をして、母さんの信頼を得たことを。

　けれど同時に、気になってもいた。彼女は俺の『カリスマ』を無効化する装備をしている。名無しさんがつけている仮面のように。ただのメイドさんが、そんな装備をしているわけもない──と思ったのだが。




　◆ログ◆

　・「カリスマ」が発動！　《スー》があなたに注目した。





（そうか……フィリアネスさんの時と同じ、風呂で装備が外れたから……！）

　これが最後のチャンスだと思うと、躊躇してはいられなかった。ずっと分からなかったスーさんのステータスが閲えつ覧らん可か能のうになっていることを確認し、表示を選択する。




　名前：スザンヌ・スー・アーデルハイド

　人間　女　16歳　レベル38




　ジョブ：エージェント　ギルドの依頼を受け、任務を遂行する者。

　ライフ：６２８／６２８　マナ：３３６／３３６




　スキル

　　ナイフマスタリー　55　ナイフを使う技術。

　　格闘　45　素手での戦闘技術。

　　軽防具マスタリー　28　軽防具を装備し、性能を引き出す技術。

　　執しつ行こう者しや　32　あらゆる状況において、与えられた任務を執行するための技術。

　　恵体　49　身体能力を総合した数値。ライフ、物理攻撃、防御に関わる。

　　魔術素養　26　魔術の素養を示す。マナ、魔術攻撃、魔術防御に関係する。

　　母性　22　その人物がどれだけ母性的であるかを示す数値。

　　料理　36　料理に関係する技術。

　　メイド　21　メイドとしての業務の習熟度を示す。




　アクション

　　投げナイフ（ナイフマスタリー10）　ナイフを投とう擲てきする。

　　牽けん制せい攻こう撃げき（ナイフマスタリー30）　ナイフで敵を牽制し、怯ませる。

　　ブレイドストーム（ナイフマスタリー50）　ナイフによる連続攻撃。

　　パンチ（格闘10）　素手で相手を殴る。

　　キック（格闘20）　相手に強烈な蹴りを見舞う。

　　投げる（格闘30）　相手を投げ飛ばす。

　　サブミッション（格闘40）　相手の関節を極め、動きを止める。

　　スニーキング（執行者20）　自分と触れている者の気配を消す。

　　暗殺術レベル３（執行者30）　レベル３までの暗殺を行うための技を行使できる。

　　授乳（母性20）　対象に自分の母乳を与える。

　　簡易料理（料理10）　簡単な料理をレシピ通りに作ることができる。

　　料理（料理20）　簡易料理よりも作れるレパートリーが増える。




　パッシブ

　　ナイフ装備（ナイフマスタリー10）　ナイフを装備することが可能になる。

　　毒ナイフ（ナイフマスタリー20）　ナイフに毒を含ませる。

　　睡眠ナイフ（ナイフマスタリー30）　ナイフに睡眠毒を含ませる。

　　麻痺ナイフ（ナイフマスタリー40）　ナイフに麻痺毒を含ませる。

　　回避上昇（格闘術30）　近接戦闘での回避率がプラス補正される。

　　軽装備（軽防具マスタリー10）　軽防具を装備し、性能を引き出す技術。

　　氷の心（執行者10）　任務遂行時に躊躇する確率が減る。

　　育成（母性10）　対象と共に行動することで、教育効果が発生する。

　　料理効果上昇（料理30）　料理のステータス補正効果を上昇させる。

　　マナー（メイド10）　社交場でマナーを踏まえた振る舞いができる。

　　ベビーシッター（メイド20）　乳幼児の世話をする技能。





（エージェント……メイドはうちに潜入するためのフェイクで、そっちが本業……執行者って、これじゃまるで暗殺者じゃないか……！）

『スー』はミドルネームで、本名はスザンヌ。偽名を名乗っていたわけじゃないが、自分の素性の多くを伏せて、俺の家のメイドとして勤めていた──それは、なぜなのか。

「……私は、ギルドの監視員なのです。ギルドに登録している冒険者の法に触れる行為や、ルール違反を監視して罰則を与える役割をしています。それだけではなく、『私たち』にはもうひとつ重要な任務があるのです。ここまでは、お分かりになりますか？」

「うん。そんなスーさんが、どうしてメイドなんて……」

　彼女は何も言わずに立ち上がると、腰に巻いていた布を外す。その流れが全く読めずに、全裸を前にして頭が真っ白になった俺を抱き上げると、一緒に湯に浸つかる。どうやら俺が風邪を引くと心配してくれたようだ。

　スーさんは俺を後ろから抱きしめるようにしてくれる。肩のところにちょうど二つのふくらみが当たるが、彼女は全然気にしていないようだった──母性22でこの大きさは、補正抜きで大きいということになる。

「メイドは世を忍ぶ仮の姿です。ギルドの監視員エージエントは、色々な職業を経験し、それになりきって任務を果たします」

「……スーさんは、メイドの演技をしてたっていうこと？」

「……そのつもりだったのですが。この家では、想定外の事象がありました。それはあなたです、坊っちゃん」

「お、おれ……？」

　身体を動かすと背中に触れている感触が鮮明になるので、俺は後ろを振り返ってスーさんの表情を見ることはできない。想定外というが、その声を聞く限りでは悪い意味には取れなかった。

「今日は坊っちゃんがモニカさんと外に出られたため、私も外に出る時間を取ることができました。申し訳ありませんが坊っちゃん、今日あったことの一部始終は見届けさせていただきました」

「っ……スーさん、ずっと見てたの……？」

「ええ。あなたが年の離れた女性たちと一緒に森に向かった時は、あらぬ胸騒ぎを覚えたものですが、それはまったくの杞き憂ゆうでした。しかし魔物が出てきたときは、よほど私も戦いに加わるべきかと迷ったものです。けれど、坊っちゃんは自分たちのパーティを率いるだけでなく、他のパーティまで救ってみせた。何が起きているのか自分でもわかりませんでしたが、坊っちゃんは斧をお使いになる。まだ斧に『使われている』ようにも見えますが、魔物を倒せることに違いはありません」

　スーさんは淡々と見てきた事実を話している。魔物と戦った俺を叱るわけでもなく、むしろ感心してくれているようだった。

「私も幼い頃から戦うための訓練を積みましたが、初めて魔物を倒したのは五歳の時です。坊っちゃんはまだ三歳……お父様が斧騎士として名を馳せたリカルド様であることを踏まえても、あまりにも成長が早過ぎる……」

「お、おれのことが変だって思ってるんだよね……ごめん、でもそれは、おれが……」

「坊っちゃんにはなにか秘密がおありになるのでしょう。それほど心と身体が、早く成長するほどの秘密が。このまま良い方向にその力を育て、お使いになれば、これから訪れるだろう出来事も、きっと乗り越えられます。私は、そう信じたいと思いました」

　意外な方向に話が向かう。『これから訪れるだろう出来事』が、良くないことだろうというのは想像がつく──そして俺は、彼女がこの家に来た理由に思い当たった。

　おそらく彼女は、父さんが魔ま剣けんの護まもり手てであると知っている。フィリアネスさんとは別の経路で、父さんの様子を見るために派遣されてきたんだろう。

　もしくは、もう一つ可能性がある。それを聞くこと自体に問題はないと思ったので、尋ねることにした。

「スーさんは、おれの父さんのことで家に来たの？　それとも、母さんのほうかな」

「両方……と言っておきます。ご存知かもしれませんが、奥様はさる貴族の血筋の方なのです。奥様のご両親に会われたことはないと思いますが、おふたりとも、奥様をいつも案じていらっしゃいます。そのことはいつか、奥様に直接お伝えする機会があればと思っております」

「いまは、まだ言っちゃだめなんだね……」

「はい。坊っちゃんは、おじいさまとおばあさまにお会いになりたいですか？」

「ううん、母さんがそうしたいなら会いたい。そうじゃないなら、まだ会わなくていいんだと思う」

「……坊っちゃんは、やはりお優しい。しかしお母さまにご心配をかけることだけは、もう少し慎まれた方が良いかと存じます。過ぎたことを申し上げますが、どうかお許しください」

　過ぎたことなんて全然思わないし、俺はスーさんと話しているうちに、彼女を一瞬でも疑ったことを後悔していた。正体がギルドの監視者でも、そんなことは関係ない。彼女は本気で俺たち家族のことを考えてくれている。

　俺が無茶をしているのも、本当は止めたいのだろう。しかしそうしないでくれた彼女に対して、俺はさらに無茶なお願いをしなきゃならない。

　ジェスタとフューゴが、名無しさんも一緒にお酒を飲むと言ったときに見せた顔。それに気づいていて、何もせずに一晩過ごすというのは、少々気持ちが落ち着かない。

「あ、あの……スーさん」

「……坊っちゃん、何か私に頼みたいことがあるのですね？」

「え、えっと……ごめんなさい」

「いえ、謝ることはないのですよ。坊っちゃん、いかがなさいましたか。私にご遠慮なく申しつけてくださいませ」

　エージェントなのに完全にメイドさんになっているスーさん。プロ意識がすごいというか、男はえてしてメイドに弱い生き物なので、俺も心をつかまれてしまう。

「スーさんも見ててくれたなら、知ってると思うんだけど、きょう、一緒に戦った人たちがいたよね」

「はい。そのうち一人は、坊っちゃんを物陰に引き込み、誘惑しようとしていましたね。あの時出ていくかどうか非常に迷いましたが、ウェンディさんが来てくれたので踏みとどまりました」

「ご、ごめん、ヒルメルダさんは何も悪いことしてないんだ。最初は仲良くなれそうになかったけど、本当はいい人なんだよ」

「……坊っちゃんはだまされているのです。あのような女は男性をたぶらかすだけがとりえなのです。まだ三歳の坊っちゃんを、あんないやらしい目で見て……許せません」

「ち、違うよスーさん、そうじゃなくて……」

　ヒルメルダさんがよっぽど気に食わなかったらしく、スーさんの口調に珍しく熱がこもる。俺があわてて振り返ると、彼女はハッとして口を押さえていた。

「……申し訳ありません、さしでがましいことを申し上げました。今となっては、坊っちゃんのご友人と言ってもよい方でしたね。私は認めたくありませんが……」

「え、えっと……ヒルメルダさんもそうだけど、もう一人の名無しさんが心配なんだ。一緒にパーティを組んでた人たちと、お酒を飲んでると思うんだけど、あんまりいい人じゃないみたいなんだ」

「やはり……ジェスタとフューゴですね。彼らの行動はギルドにも苦情が寄せられていました。それなりの実力を持つ女性冒険者に寄生し、あわよくば強引に関係を持とうとする。それが原因でミゼールを離れざるを得なくなった女性冒険者もいます。今は、首都で新しいパーティに入って頑張っているようですが」

（や、やっぱり……あいつら、前からそんなことを……！）

　急に心臓が高鳴り始める。『強引に』という言葉を聞いた途端に、いてもたってもいられなくなった。レベルやスキルは弱くても、彼らも男だ。酔わされてしまったら、名無しさんやヒルメルダさんが危ない。

「坊っちゃんには、あまり聞かせたくないお話ですが。年頃の女性とパーティを組むということは、彼女たちを守る必要があるということです。それは坊っちゃんが幼くとも、できるだけ意識するべきことです」

「うん、わかってる。小さくてもパーティなんだから、関係ないよね。関係ないって思ってくれる人じゃないと、仲間にはなってもらえないし……」

「良い仲間を見つけられましたね。ウェンディさんは真面目ですし、将来は良い戦士になるでしょう。モニカさんはすでに弓使いとして、ある程度完成されています。これからも彼女を頼りにすると良いと思います」

　パーティメンバーを褒めてもらうのは、自分のことのように嬉しい。

　しかし今はそれよりも、名無しさんたちのことだ。スーさんもそれは分かっているようで、俺を抱きかかえて風呂から上がった。

「私も彼女たちのことは気にかかっておりましたし、ジェスタとフューゴがこれ以上問題を起こすようなら、処罰を執行する許可も出ております。彼らは今日、すでに重大なギルド規約違反を犯しています。ひとつは、パーティメンバーを残して逃走したこと。そしてもし、パーティメンバーに自分の利益のために危害を加えるようなことがある場合は、即日冒険者資格の剝はく奪だつ処しよ分ぶんと、行為に準じた処罰を行わなくてはなりません」

「うん……何もないといいんだけど。スーさん、ついてきてくれる？」

　スーさんに尋ねると、彼女はふっと笑う。人間らしいと言っては語弊があるけど、歳相応の少女らしい、自然な笑い方だった。

「坊っちゃんと、夜のお散歩に出かけたいと旦那様と奥様にお願いいたします。問題はございますか？」

「ううん、何もないよ。そうと決まったら急ごう、スザンヌさん！」

「……どこかでお聞きになったのですか？　ファーストネームではなく、スーとお呼びください。奥様には、スザンヌという名前は申し上げておりませんので」

「あ……ご、ごめん、何か勘違いしてたのかな、あはは……」

「坊っちゃん……あなどれないお方。私の心を見抜いておいでになるのですね」

　さらにスーさんに一目置かれてしまう。ステータスを見られると、心を読まれている気分になるんだな。これからは細心の注意を払ったほうが良さそうだ。




　スーさんが俺と夜の散歩をしたいと申し出ると、父さんと母さんは思い出作りとして鷹おう揚ように許してくれた。

　名無しさんたちが飲んでいるという『紅のバラ亭』は、ミゼールの市場通りから裏路地に入ったところに看板を出していた。しかしその看板が見えたところで、スーさんは俺を抱えたまま、物陰に隠れて息を潜める。

「やはり……ジェスタとフューゴは、罪を犯すつもりですね」

「っ……お姉ちゃんたちが危ない、スーさんっ……！」

　紅のバラ亭から出てきたジェスタとフューゴは、それぞれに人を担いで運んでいた。ジェスタがヒルメルダさん、フューゴが名無しさんをそれぞれ運んでいて、彼女たち二人は意識がないようだった。酒に強いと言っていた名無しさんが、簡単に潰れるとは思えない──つまり。

「あの脱力のしかたは……坊っちゃん、彼女たちは薬を飲まされたようです」

「……スーさん、絶対に見失っちゃだめだ。気づかれないように追いかけよう」

「ええ……参りましょうか。坊っちゃん、あなたの正義感に、私は深い敬意を表します。そしてあの男性二人に対しては……」

　スーさんははっきり口にしなかったが、氷のように視線の温度が下がっている。

　もし俺がいなかったら、彼女は男たちを殺してしまうんじゃないかと思う。それくらい、今彼らがしている行為は彼女にとって許しがたいことのようだった。

「スーさんはそんなことしちゃだめだよ。ああいう奴らには、それなりのおしおきがあると思うんだ」

「申し訳ありません、坊っちゃんの前で……絶対に、お見せしたくはなかったのに」

「それだけ怒れるスーさんのこと、おれは好きだよ。おれも怒ってるから」

　あっさりと言ったつもりだが、スーさんは俺を見て目を見開いていた。

　暗闇に近い裏路地。淡い月明かりの中で、彼女の頰が赤くなっているのが分かる。

「……私には身に余るお言葉です。だからこそ、大事にしまっておきましょう。行きますよ、坊っちゃん」




　◆ログ◆

　・《スー》は「スニーキング」を発動した！

　・《スー》とあなたの気配が消えた。





（同行者の気配も消せるスキル……忍び足の上じよう位い互ご換かん。これは便利だな）

　スーさんのスキルのおかげで、俺たちは誰にも気づかれず、ジェスタとフューゴが向かった宿に入り込むことができた。

　宿の主人に気づかれないように、ジェスタとフューゴの部屋のある二階に向かう。スーさんはドアから入らず、窓から外に出て壁伝いに屋根にするすると登り、屋根にある窓を音もなく開けて、中を覗きこんだ──すると。

「死んだみてえに寝てるな……こりゃ、朝まで目が覚めねえな」

「そうじゃなきゃ困るだろ。途中で目でも覚まされたら、面倒なことになるしな」

「その時はミゼールを離れりゃいいだけだろ。隣の国に移ったっていいしな」

「別の国の女も悪くねえな。せっかくの人生、やれることはやって楽しまねえとな」

　ふたつのベッドに、それぞれヒルメルダさんと名無しさんが寝かされている。

　男たちはそれぞれ服を脱ぎ始めて、まさに女性ふたりの服を脱がせにかかろうとするところだった。

（ここまで下げ衆すだと、殺されても文句は言えないんじゃないかと思えてくるな）

「やはりここで殺した方がいいかと思いますが、坊っちゃんに血を見せるのは、教育上よくありませんね」

「え、えっと……ごめん、俺も同じこと考えてたけど、やりすぎかな」

「坊っちゃんが手を汚す必要はございません。しかし、事態は一刻を争います。彼らが女性たちの身体に触れたら行動を開始します。方針はなにかおありになりますか？」

　殺さつ伐ばつとした会話をしながらも落ち着いているのは、スーさんの実力ゆえだろう。彼女なら目を閉じ、手を縛られた状態でもキックだけで男二人を倒せるどころか、オーバーキルしかねない。

「とりあえず、おれに任せてみてくれないかな。考えがあるんだ」

「かしこまりました」

　部屋の中では、ヒルメルダさんが革鎧の留め具を剝がされ、布鎧を短剣で引き裂かれようとしている──が、悪事もそこまでだ。




　◆ログ◆

　・あなたは「魅了」をアクティブにした。

　・「魅了」が発動！　《ジェスタ》《フューゴ》は抵抗に成功した。





（運良くかわしたか……仕方ない。他にも手はある）




　◆ログ◆

　・あなたは《ジョゼフィーヌ》を呼び寄せた！





　スライムを呼び出し、部屋に侵入させる。屋根から落下したスライムは、今まさに、名無しさんの胸に手を伸ばそうとしたジェスタの手前に落ちた。

　ぼよんっ。

「う、うわぁぁぁぁっ！　な、なんだこいつ、どこから出てきたっ!?」

「落ち着けジェスタ、騒ぐんじゃねえよ！　外に聞こえたらどうする！」

「──すでに聞こえておりますが。一歩も動かないでください。あなた方の全ての動きを、これより敵対行動とみなします」

「なっ……!?」

　スライムに気を取られてジェスタが悲鳴を上げた直後、部屋の窓からスーさんが音もなく入って、両手にナイフを持って男たちに刃を突きつけていた。まさかスカートの中にナイフを忍ばせていたとは、俺も予想していなかった。

「お、俺たちはこいつらに頼まれて宿に運んだだけだぜ？　これから何をしようが、私的な行動ってやつだろう。他人にとやかく言われる筋合いはねえよ」

「そ、そうだ……俺たちは何もしてねえ。『まだ』何もしてない俺たちに、ナイフを突きつける方がおかしかねえか？　なあ、姉ちゃんよ」

「ふたりにどんな薬を飲ませたか、お医者さんが見ればすぐわかるよ。おじさんたち、観念しなよ」

　天井から声をかけるが、男たち二人は上を向くことすらできない。

「ガ、ガキだと……まさか、あの女とつるんでたガキが……！」

「──坊っちゃんを卑いやしい声で呼ぶな、下げ郎ろうが」

「うぐぁぁぁっ……！」

（あ、あれはサブミッション……片手ずつで、二人同時に見事に極めてる。痛そうだが、自業自得だ）

　ナイフを持ったままの手でスーさんはジェスタとフューゴの腕をひねり、二人を行動不能にする。彼らが倒れてのたうち回っているうちに、俺も天井から飛び下りて、スーさんにキャッチしてもらった。

「坊っちゃん、いかがいたしましょうか？　彼らには、念入りな再教育が必要になるかと存じますが……」

「ひぃっ……わ、悪かった！　もう女たちには何もしねえ、この町からも出て行く！」

「頼む、見逃してくれ！　俺には腹を空かせた子供が三人と、故郷に残してきた年寄りの母親がいるんだ！」

　ジェスタの発言はともかくとして、フューゴの発言については、スーさんをいたく不機嫌にさせたようだった。

「フューゴ・ミゲストロ。ジュネガン南部の出身。結婚歴はなし。冒険者ギルドに登録してから八年、Ｆランクより昇格せず。家族構成は父、そして兄のみ」

「ぐっ……な、何で俺のことを……て、てめえ、まさかギルドの……っ!?」

「パーティメンバーの死の危険を知りながら敵前逃亡した罪、パーティメンバーに眠り薬を盛って略りやく取しゆした罪。私はいずれもこの目で見て確かめています。あなた方には、これより処罰が執行されます」

「お、女一人に何ができるっ……うぎゃっ！」

　ジェスタが逆上してスーさんに摑みかかろうとしたので、スライムを足元に設置して足を絡め、転ばせる。

「っけんなぁぁっうぼぁっ！」

　フューゴもスーさんに挑みかかるが、彼女はその攻撃をかわすと、手刀で沈める。ボディを攻撃しないのは、彼らが酒を飲んでいるからだろう。狙う場所によっては、悲ひ惨さんなことになりかねない。

「坊っちゃん、あとのことはお任せください。彼らは女性を辱はずかしめようとしましたので、同じだけ辱めを受けてもらいます。それが、私の処罰の方針なのです」

「うん。本当にありがとう」

「……恐れながら、どういたしまして、と言わせていただきます。坊っちゃんはどうされますか？」

「おれは、二人のどちらかが起きるまで待ってようと思う。あとでスーさんと一緒に家に帰るよ」

「かしこまりました。それでは、こちらの処罰が終わりましたら、すぐに迎えに上がります。お二人が起きたら、これを飲ませてあげてください」

　スーさんは俺に水すい筒とうを渡し、恭うやうやしく頭を下げると、男たち二人の襟えり首くびをむんずとつかんで、荷物でも運ぶかのように軽々と運んでいった。彼らがどうなったかは、あとでスーさんに聞かせてもらうとしよう。




　名無しさんたちの目覚めを待っているうちに、俺は座ったままでまどろんでいた。




　◆ログ◆

　・────────になった。





（ん……なんだ……？）

　何かログが出たような気がしたか、しばらく意識がはっきりしなくて流れてしまった。

「う……ん……」

　そのとき、ちょうど名無しさんが目を覚ました。ベッドの上で身じろぎをして、起き上がる。俺は水筒から水を注いで、起き上がった名無しさんに差し出した。

「ヒロト君……なぜ、ここに？　というか、小生は……痛っ……」

「ムリしないほうがいいよ。あの男の人たちに、眠り薬を飲まされちゃったんだ。でも、大丈夫だよ。頼りになる人が助けてくれたから」

「……君が助けてくれた、と考えるところだけどね。けれど、夜中に小さな男の子が出歩いていることも、心配ではある。それより何より、小生はこう言うべきなのだろう……ありがとう、と」

　少し混乱しているみたいだったけど、名無しさんは口元に微笑みを浮かべて、俺の頭を撫でてくれる。そして水を受け取って、喉をうるおした。

　──けれど次の瞬間、仮面の下で、名無しさんが涙をこぼす。それはまだ赤みを残した頰を伝って、ぽたぽたと彼女の膝の上に落ちた。

「ほ、本当に大丈夫だよ。おれ、二人が酒場から出てくるところからついてきたから。名無しさんは、何もされてないよ」

「……いや。そのことを心配したわけじゃない。自分は何をしているのかと思ってしまってね……ヒロト君は、そんなことを言われても困ってしまうだろうけれど。仕方ない大人で、すまない」

「ううん。大人だって、泣きたいって思うことはあるよ。うちの父さんと母さんは、泣かないけどね……わっ……」

　一瞬、冗談を言って怒られたのかと思った。けれど違っていた。

　名無しさんは床に膝をついて、俺を抱きしめていた。その肩が震えていて、胸が締めつけられる。

「小生は、自分が女として見られることはないと思っていたんだよ。男に対して興味もないし、襲われるだなんて想像してもいなかった。そうすることで、小生は自分を保とうとしていたんだ」

「……名無しさんは、何かつらいことがあったの？」

「……なぜだろう。誰にも言うつもりがなかったのに、ヒロト君には……君がまだ、小さいからだろうか。そう言い訳をさせてもらっても、いいんだろうか」

「いいよ。おれで良かったら、どんなことでも聞くから」

　しばらく抱きしめられているうちに、背中をぽんぽんと撫でられる。いつの間にか俺の方があやされてるみたいになって照れてしまった。

　名無しさんは身体を起こすと、乱れてしまっていた髪を整える。するといつもの彼女に近い姿に戻るが、涙のあとが頰に残ったままだった。それを苦笑しながら拭うと、彼女は俺を抱え上げてベッドに座り、膝の上に乗せてくれた。

「つらいことといえば、そうかもしれない。小生は、約束をしていたんだよ」

「……約束？」

「友人との約束さ。けれど、それはどうやら果たせなくなってしまったみたいでね。それでも、あきらめきれなかった。小生はそのために、こうして冒険者をしているんだ」

「そうだったんだ……その友達は、名無しさんの大事な人だったの？」

「大事だといえばそうだね。けれど、君のお父さんとお母さんのように惹かれ合っていたわけじゃない。そんな関係にはなりえなかったけれど、彼のことを尊敬していたんだ。とても遠くて、会うことなんてできない存在だったけれど、小生にとっては大事な友人だった。彼がそう思っていたかどうかは、今となってはわからないけれどね」

　彼女の話はあいまいなところがあって、うまく摑みきれないけれど、その約束がとても大事なものなのだということは十分に伝わってきた。

「性格が合わなくても、仮面をつけた小生を迎えてくれるパーティは、ジェスタたちだけだった。一人で進めることも考えた……でも、いずれは行き詰まるとわかっていたからね。彼らに女として見られているのもわかっていたけど……小生がそうしなければ、何も起こらないと思っていた。結果は、見ての通りさ」

「……それで、名無しさんは泣いたの？　仲間が、ひどいことをしたから」

「そうじゃない。こうなって初めて、小生は自分のことが大事だと思った。そんな自分のふがいなさに泣いたんだ。ヒロト君には、少し難しいだろうか……」

「そんなことないよ。それなら、これから自分を大切にすればいいんだよ。おれも、名無しさんが大事だから、そうしてくれるとうれしいよ」

　何も名無しさんが悔やむことはない。悪いのは、彼女の信頼を裏切った男たちだ。

「……大事だという言葉を、小生のような変わり者にもかけてくれる。ヒロト君が慕したわれている理由がわかるよ。小生も、羨ましいと思っていた……けれど子どもと冒険をする彼女たちに、反感に近い気持ちもあった。それも、うらやましいと思っていたからなのかもしれない」

「う、うらやましいって……どうして？」

「女性は男性に守ってもらいたくなるものみたいだ。小生も今気づいたことだけど……起きてそばにヒロト君がいたとき、とても安心したんだ。君はまだ幼いのにね……」

　後ろから包み込むように抱きしめられる。胸の鼓こ動どうが背中にとくとくと伝わってきて、それが少しずつ落ち着いていく。俺が安らぎになるなら、ずっと抱きしめてもらっていて構わないと思った。それくらい、俺は彼女たちを助けられたことに安堵していた。

「……どうやって、抜けだしてきたのかわからないけれど、早く帰らないと、お母さんを心配させてしまうね」

「うん……そうだね。名無しさんは、自分の宿に戻るの？」

「そうしなくてはね。けれどその前に、伝えておきたいことがあるんだ。小生を、ヒロト君たちのパーティに入れてもらえないか？　小生にできる限りのことをして、役に立つように心がけるつもりだ。だから……」




　◆ダイアログ◆

　・《名無し》があなたのパーティに参加申請を出しています。許可しますか？　ＹＥＳ／ＮＯ





　法術士の彼女が加わってくれればとても助かる。けれどそれ以上に、俺は彼女の人となりを気に入っていた。

「おれの方こそ、お願いしようと思ってたんだ。よろしく、名無しのお姉ちゃん」

「……すまない、名乗ることができなくて。冒険を続ければ、いずれこの仮面を外せる日も来るかもしれない。そのときは、すべてを話すことができると思う」

「うん。おれのパーティに一回入ると、なかなか出してあげられないよ。それは覚悟しておいてね」

「ふふっ……それは恐ろしい。役に立たないと言われないように、精しよう進じんしなければね」

　名無しさんは久しぶりに笑うと、もう一度俺を後ろから抱いて、頭を撫でてくれた。

　心地良いけれど、母さんやサラサさんのような、そばにいて眠たくなる感じとは違う。フィリアネスさんのように胸が少し高鳴るけれど、それとも違う。

　名無しさんに対しては、俺は他の誰とも違う安らぎを感じた。出会ったばかりの彼女に対して、どうしてそう思うのか、自分でも不思議だった。

「……ヒロト君は、フルネームは何というのかな。そういえば、聞いていなかったね」

「おれは、ヒロト・ジークリッドっていうんだ」

「ジーク……リッド……」

　名無しさんはその音を確かめるように繰り返す。頭を撫でる手の動きも止まって、何かを考えているみたいだった。

「……いい名前だ。勇ゆう敢かんなヒロト君によく似合う、勇気を感じる響きだ」

「そ、そうかな……父さんや母さんも照れると思うよ、そんなにほめてもらったら」

「そうか、父君と母君もジークリッドなのか。なるほど……それは興味深いね……」

　その言葉に込められた感情は複雑で、嬉しいようで、それとも違うようで、俺には判別できなかった。

　彼女は何も言わず、俺を持ち上げてベッドに座らせる。そして身を乗り出し、俺の頰に触れてきた。

「っ……な、名無しさん……？」

「小生は君に、女である自分を守ってもらった。それならば、女として君に何かお礼をするべきだと思っている。変だと思うかもしれないが……そうしたい、と今話していて思った。急だと思うかもしれないが、君はそれだけのことを小生にしたんだ。そういうことだと思って欲しい」

「お、おれは、そこまで言ってもらうようなことは……何も……」

「……本当は、小生は理由が欲しかったのかもしれない。君にこれだけのことをしてあげようと思う理由を……んっ……」

（な、なんだかおかしいぞ……これって、まるで魅了状態のときみたいな……あっ!?）

　さっき起きる前に、何かログが出た気がした。そして俺は、ジェスタたちと戦う前に、『魅了』をアクティブにしていたことを思い出す。

　気がつくと名無しさんは、ブレザータイプの服のボタンを外して前を開けていた。その下にはキャミソールのような肌着を身につけている。母さんも持っているが、この類のアイテムはかなり貴重だ。

　唇くろびるにルージュを引いてる件といい、名無しさんは女性らしい気遣いをしている。女として見られると思ってない、なんていうのは本心じゃない。












（何か理由があって、強がってたのか……い、いや、そんなことを考えてる場合じゃ……っ、うわっ……！）

　その境界を超えるのは、とても難しいことのはずなのに。おそらく魅了状態にある彼女には、そんなことはまるで関係がない。

　肌着の裾すそを摘つまんでそろそろとめくり上げると、その下にある、ウェンディより大きくて、釣つり鐘がねみたいな形をした、ワガママな姿をした丘きゆう陵りようが姿をあらわした。

　その仮面をつけて肌をさらしている姿がやたらと扇情的に感じる──彼女は他の全てを脱いでも仮面だけはつけたままなのだろうけれど、その姿はどれだけフェチズムに満みち溢あふれているのだ、と驚きよう嘆たんせざるを得ない。変わった口調や、体型を隠す服装でカムフラージュしているが、名無しさんはとても女性らしい人だった。

　あまりに色素が薄いのか、ピンク色の部分はほのかにしか色づいていない。けれど彼女の頰は赤らんで、一度俺の目に見せたあとで、あらためて手で胸を隠す。ふにゅっ、と隠し切れない部分がはみだすさまを見て、俺の理性は一瞬飛んでしまった。

（なんてことだ……パーティに三種類の美乳が揃ってしまった……！）

「ヒルメルダから、君との間にあったことを聞いたんだ……小生たちに秘密で、いけないことをしようとしていたそうだね」

「そ、それは、その……お、おれ、お腹がすいてて……ってことじゃだめかな？」

「だめじゃないさ。一度は試してみたかったということもある……いや、それは言わない約束だね。ヒルメルダに先にされるのは、少し引っかかるところがある……ということにしておこうか」




　◆ダイアログ◆

　・《名無し》が「授乳」を使用しようとしています。許可しますか？　ＹＥＳ／ＮＯ





　法術スキル10になるまで授乳してもらわないと、自分でスキルを使ってレベルを上げないといけない。しかし彼女から教えてもらうことは可能だ。絶対授乳してもらわないといけないわけじゃない。仲良くなって即授乳は今までもあったのに、ジェスタたちの件があったから、どうしても躊躇してしまう。俺もエッチなことがしたいだけ、なんて思われたらどうしようもない。

（あ……ダイアログが消えた。貴重なチャンスが……！）

　迷っているうちにダイアログの表示時間が切れてしまった。名無しさんは胸を手で隠したまま、少し切なそうな顔をしている。

「……ヒルメルダが先の方がいいということかい？　小生は……いや、私には、そういう方向の関心は持てないということかな」

「そ、そうじゃなくて、あのっ……お、おっぱいは、大事なものだから……！」

（ずっと小生って言ってた名無しさんが、恥ずかしそうに『私』って言ってるんだぞ……ここまでされて、何もせずにおくのか？　そっちの方が残酷じゃないか……彼女が魅了状態なんてことは、この際度外視するべきだ）

　葛藤に終わりが近づく。やはり俺はスキルへの欲望には勝てないのか──。

「……やはり『私』と言うと恥ずかしくて死にたくなってしまう。しかし小生というと、それは女らしくない。今さら女らしくしたところで、ヒロト君の心を動かせるわけでもないのに……すまない。浅はかだった」

（み、魅了されてなお、胸をしまう……だと……!?）

　初めての経験だった。差し出されたものが下げられようとしている。

　頭の中がおかしくなりそうだ。モニカ姉ちゃんに寸止めを食らい、ヒルメルダさんの『魔物使い』スキルをもらうこともできず、そして今なお、名無しさんが、俺の気持ちを勘違いして胸をしまおうとしている。

（三歳だろうがもう関係ない……俺は俺にできることをする……ベストを尽くす！）

「な、名無しのお姉ちゃんっ……！」

「っ……ヒロト君……？」

　俺が取った行動──それは土下座だった。ベッドの上で身体を折り曲げ、シーツの上に額をつけての、美しいまでの土下座である。

「……お、おれ、お姉ちゃんの、お、お……おっぱいが飲みたい……！」

　もはや交渉でも何でもない、泣き落としである。俺はもう耐えられない。これ以上寸止めされたら気が狂ってしまう。

　赤ん坊のとき、いかに恵まれていたのか。ウェンディが吸わせてくれる、それはとてもありがたいことだが、それとこれとは話が別なのだ。ハーレム願望とかそういうことじゃない。少しでも多くのおっぱいスキルを吸いたい。きっと誰もがそう思っていて、幼い頃に抱いた夢を忘れて大人になってしまうのだ。それはとても良くない。

「……ヒルメルダより、私のおっぱいが欲しいのかい？」

「う、うん……欲しい。見せてもらって、すごくきれいだと思ってた」

「そうか……まだ幼い君を相手に、こんなことを思うのも何だけれど。こんなに嬉しいと思ったのは、生まれて初めてかもしれない」

　しまわれかけた乳房が帰ってくる。桜の季節が舞い戻り、俺の心に花吹雪が吹き荒れる。どんだけ喜んでいるんだと思うが、嬉しいものは嬉しいのだからしょうがない。

　ベッドに座った俺の顔の前に、名無しさんが吸いやすいように胸を差し出してくれる。見ているうちに視線だけで反応があって、柔らかかった先の部分が、ごくわずかにふくらんでいくように見えた。この瞬間は、神秘的としか言いようがない。

「初めてだから、優しくしてほしい。君なら大丈夫と思うけれど……んっ……」

　触れた瞬間に、夜の底に沈んだように静かな部屋で、小さく、けれどはっきりとした吐息が耳に届く。それは熱を帯びて、甘く耳をとろけさせるような響きだった。




　◆ログ◆

　・あなたは《名無し》の授乳を受けた。

　・「法術士」スキルが獲得できそうな気がした。





「んくっ……ぷぁっ……お、お姉ちゃん、ごめんなさい。もう一回……」

「……謝らなくていいんだよ。お願いしているのは、私の方だからね……満足するまで吸ってくれてかまわない……ぁ……んっ、んん……一度目より強く吸うんだね……その方が、いっぱい出るのかな……？」

　一度吸ってしまえばもう止められない。抑制がきかず、俺は夢中で求めてしまう。




　◆ログ◆

　・あなたは《名無し》の授乳を受けた。

　・あなたは「法術士」スキルを獲得した！　世界の理ことわりを秩序立てて理解し始めた。





（よし！　ありがとう、名無しさん……！）

　俺は満足感を覚えながら顔を上げる。すると名無しさんの口元にも、微笑みが浮かんでいた。頰は赤く染まっていて、今も呼吸が艶つやっぽくなっている。

「……片方だけ吸っているけれど、もう片方はいらないのかい？」

「う、うん。もう片方も吸ってあげないと、寂しいもんね……ちゅっ、ちゅぅっ……」

「ふふっ……そうだね。これからも、君のパーティに入るのなら……んっ……いけないよ、舐めたりするのは。それは、小さな子のすることではないからね」

　優しく諭さとされながら、夢中で授乳を受け続ける。この人の声を聞きながらだと、いつまでも吸っていたいと思わされる。スーさんが待っているから、もう行かなくてはいけないのに。

「……まさか、起きたらこんなことになっているなんて。人生ってわからないわね」

「っ……ヒルメルダさん、こ、これは……っ」

　ヒルメルダさんも起きてきて、腕を組んでこちらを見ていた。彼女は少し頭が痛そうにしていたが、置いてある水筒を見て、何も聞かずに水を飲み、口元を拭ってこちらにやってくる。

「……小生のことを、軽けい蔑べつするかな？　こんなことをしていいのかと」

「ひとつ勘違いしているかもしれないけど、私はあの男たち二人より、あなたの方を信頼してパーティに残ってたのよ。そうじゃなかったら、今日まで続けてなかったわ」

「だから……見逃してくれるっていうのかい？」

「ええ。だって、これから共犯になるんだもの……坊やはまだお腹いっぱいじゃないって顔をしてるわよ」

　シリアスなやりとりのように見えて、そうでもなかった。

　二人ともふふっと笑い合うと、それで和解してしまう。もしかしなくても、二人の仲は悪くなかったということだろう。

　ヒルメルダさんは布鎧をはだけて上半身をあらわにする。名無しさんより一回り以上大きくて、外向きに垂れてしまいそうなところを、張りで保っている、何とも言えない艶えん美びさを持つ胸だった。

「……坊やは、大きいことはいい方だと思うのかしら？　それとも、名無しくらいの方がお好みかしら」

「今のいままで、夢中になってくれていたからね。小生の方だと思いたいけれど……どうかな？」

（どっちも甲乙つけがたい……僅きん差さで名無しさんかな。いや、ヒルメルダさんも……）

　本気で悩んでしまい、答えが出ない。女性の胸に優劣をつけるなんて、俺には考えられないことなのだ──ということにしておこう。名無しさんが上、とスカウターは示しているのだが。

「ねえ名無し、この宿ってあの人たちが借りた部屋？　あいつら、安宿に泊まってたはずなのに、今日は違う宿じゃない」

「そうみたいだね。まあ、何のためかは想像がつくけれど……残念だったね、としか彼らには言ってあげられない」

「こんなことしたら、冒険者の資格停止か、剝奪になるっていうのにね……馬鹿な人たち。私たちに、そこまでする価値があったっていうことでしょうけど。あまり嬉しくはないわね」

　ヒルメルダさんは苦笑しながら、名無しさんから俺を取り上げ、ベッドに寝かせて寄り添うように寝そべる。

「せっかくいい宿を借りたのに、こんなふうに使われるなんて、思ってもみなかったんじゃない？　ねえ坊や、そう思うでしょう」

「ヒロト君には、そういう話は早い……と言いたいところだけれど。大人の話が分かっているのなら、そういった男女の機き微びも理解できているだろうね」

「あら、女として初めて意識したのが、こんな小さい男の子でいいっていうこと？　すごい趣味ね」

「あ、あまり言われたくないな。ヒルメルダこそ、何をしようとしているのかな？　添そい寝ねしてそんなふうにだらしない胸を強調して、ヒロト君を誘惑しているのかい？」

「でも、私の方が大きいわよ。大きいと少しはこうなるのは仕方ないわよね」

（すごい会話だ……俺の割り込む余地がまったくないぞ）

「ふふっ……眠たくなってきちゃった？　ぽーっとしてるわね、坊や」

「あ……う、ううん。おれ、まだ眠くないよ」

「そうよね……でも、そろそろお家に帰らなきゃ。その前に一度だけ……お昼はあげそびれちゃったしね」

「っ……そ、そんなことをしていたのかい？　小生たちは、敵のドロップ品を集めていたのに……ヒルメルダに誘惑されてしまったんだね。可哀想に、ヒロト君」

「どうして可哀想なのよ。この子のほうから……いえ、それは言わないお約束ね」

　つん、とほっぺたをつつかれる。この人もやっぱり悪い人じゃないよな……ちょっと不真面目なところがあるだけで。まあそんな彼女におっぱいが欲しいとせがんだ俺は、まったく人のことは言えない。




　◆ダイアログ◆

　・《ヒルメルダ》が「授乳」を使用しようとしています。許可しますか？　ＹＥＳ／ＮＯ

　・あなたは《ヒルメルダ》の授乳を受けた。

　・あなたの「恵体」スキルが１上昇した！





（くっ……そっちじゃない……！）

　添い寝したままでふくらみを差し出してもらい、ご褒美をもらったというのに、職業固有スキルじゃなくて、種族の固有スキルが上がってしまった。

「んっ……坊やに吸われると、本当に出ちゃうのね……自分でもびっくりだわ」

「小生も驚いたけれどね。女性のほとんどは、そうすることができるのかもしれない。仮説にはなるけれど」

　母性スキルの神秘が、ついに他の人にも知られてしまった。しかし二人が言いふらしたりもしないだろうし、たぶん問題ないだろう。今はそれよりも大事なことがある。

「あ、あの……ヒルメルダさん……」

「もう一回欲しいの……？　くせになるからだめよ。坊やじゃなくて、私の方がね」

「っ……そ、そんな……」

「……そんなさみしそうな顔しないの。坊やが私の顔を覚えてたら、また会ったときにしてあげる。その時は、立派な男性になっていると思うしね」

「……そこまで吸いたいと言っているなら、吸わせてあげてもいいんじゃないかな？　確かに、くせにはなりそうだけれど……」

（名無しさん……ありがとう。俺の気持ちを代弁してくれて……でも……）

　授乳は一期一会である。スキルを得られなければ、それが運命ということもあるのだ。

　魅了されてもなお、胸をしまってしまう人たち……そういう場合もあると教えられた。まったく、異世界は奥が深い。いや、異世界とかは関係ないかもしれないが。




　名無しさんは俺を町の広場まで連れて行くと、ヒルメルダさんと一緒に自分の宿に帰っていった。二人に手を振ってその姿が見えなくなるまで見ていると、振り返ってビクッとしてしまう。そこには、いつの間にかスーさんが立っていたからだ。

「ス、スーさん……びっくりした。あのふたりは、どうしたの？」

「吊るしておきました」

「つ、吊るす……？　どこに、どうやって？」

　スーさんは両腕を広げる。なるほど、十字架にはりつける感じで……って。

「ギルドの目の前に、二人を裸にしてはりつけにしておきました。『私たちはパーティメンバーに危害を加えました。敵前逃亡もしました』と、貼り紙をしておきました」

「……やりすぎ……でもないかな？」

「強姦魔は、切断される国もあるのですよ。未遂ですので許しました」

「スーさん……」

　三歳の俺にそんな過激な話をしてくれるのは、対等の存在と認めてくれているからだろうか。それにしてもスーさん、クールな顔をして、やるときはやるな。

「お疲れ様、スーさん」

「……さすがは坊っちゃんです。やりすぎとお叱りを受けることも想定しておりましたので、安心しました」

　スーさんは恭しく頭を下げる。前世なら『ＧＪ』とチャットに打ち込んでいるくらいの、痛快なことをしてくれたと俺は思う。しかし、引っかかることがひとつ。

（魅了して女性の大事なものを吸う俺と、酒を飲ませて貞てい操そうを脅かす男たち……悪魔なのは俺の方か……？）

「坊っちゃんは……その、昼間の続きをされたのでしょうか。あのヒルメルダという女性は、坊っちゃんに助けられたと知れば、一も二もなく誘惑するのではないかと案じておりましたが」

「え、えっと……それは……」

「……主人のおいたは、不問に付すといたしましょう。その言い方も違いますが、私は坊っちゃんの教育係でもありましたから」

『ありました』というのは、やはり今日で最後だというのは変わらないということだ。

　スーさんとはもっと話したいことがあった。彼女の強さの理由、ギルドでの仕事について……そして、俺の家に、本当は何をしに来たのか。

　だけど、それより何より、今は伝えたいことがあった。

「ありがとう、スーさん。今まで、楽しかった。スーさんがいなかったら、おれはまだ家の中にいたと思う」

「……私はメイド失格です。三歳のあなたを信じて、外に行かせた。本当はしてはならないことなのに……私の胸は、はずんでいたのです。自分は、普通でない存在を目にしている。将来の英雄に出会えたのかもしれないと」

「え……そ、そんなこと考えてたの？　おれは、全然そんな……」

「その才覚は、この世界で何か大きなことを成し遂げるために、神に与えられたものだと私は思います。あなたに出会うまで、神などはいない、この世界は救いようのないものだとばかり思っていた。あなたはそんな私に、時として『ありえないこと』が起こりうるのだと教えてくれた。こうして話していることさえ、そうなのです。常識に縛られていたら、起こりえないできごとです」

　スーさんは心から思っていることを言っている。広場を照らす月明かりの中で、彼女の輝く目を見れば、疑うことなんてできはしない。

　俺は自分の我がままを通しただけだ。常識外の存在である俺を、スーさんが好意的に受け止めてくれるとは思っていなかった。いつもびくびくと怯えて、彼女が手のひらを返しはしないかと疑いさえもした──その全部が杞憂で、彼女を見誤っていたのだと痛感する。

「私があなたたち家族の元を訪れたこと。家事メイドを務めたこと……それがなぜなのか、いつか話す時がくると思います。私はギルドの人間です……坊っちゃんが冒険者を続ければ、いずれまた会う日が来るでしょう」

「……うん。ひとつだけ、お願いするよ。危ないことは、しちゃだめだよ」

　俺にもう一度会うと言うのなら。一度死んでしまえば終わりのこの世界で、彼女が『執行者』という役割を果たすために、命を落とすようなことがあってはいけない。

「……坊っちゃんにそう命じていただけるなら。私は、必ず生き残ります」

「ありがとう、スーさん。おれも、絶対死なない。もう一度スーさんに会うよ」

「はい。その時は……私もギルドの任を離れ、一人の冒険者になるのも良いかもしれませんね。もし成長したあなたが、私よりも強くなっていたのなら……」

「……そのときは……スーさん、ちょっといいかな？」

「……？」

　スーさんに抱えてもらって、俺は彼女に耳打ちをする。ずっと頭の中にあって、言えなかったこと。

　すると彼女の顔が、ほんのりと赤く染まる。いつも冷静に物事を見ていた瞳が、ひととき冷静さをなくして、年頃の少女らしさを取り戻す。

「……大きくなったら、意味が変わってしまいます。その時に、また改めてお考えくださいませ」

「あはは……ごめん、変なこと言って。おれのこと、嫌いになった？」

「……奔放な方なのだな、と思いはしますが。そういった生き方も、私はいいのではないかと思います。ヒロト坊っちゃんに限ってのことですが」

　スーさんは少しだけ咎めるニュアンスを含ませて言う。そして、仕方ない子だ、というように笑った。

「さて……お家に帰りましょう。今日は、私が添い寝をしてさしあげますね」

「い、いいの？　今まで、そんなこと……」

　昼寝をする時でも、彼女が寝かしつけてくれるなんてことはなかった。

　スーさんは黒髪のおさげを撫でつけると、今までで一番優しい顔をして笑った。

「今日は、そうさせていただきたい気持ちなのです」




　スーさんは言葉通り、俺の部屋で一緒に眠ってくれた。眠るまでに歌ってくれた歌は、彼女が母親に聞かされた子守唄だと教えてくれた。

　成長したときの目標が、ひとつ増えた。立派な冒険者になってスーさんに再会し、俺の強さを認めてもらう。その時は、今よりもっと強くなっているだろう彼女に。




　明くる日、スーさんは早朝のうちに、荷物を持って俺の家をあとにした。

　朝食のあと、父さんを送り出したあとで、スーさんの代わりのメイドさんがやってきた。彼女はカリスマを防ぐこともなくて、俺は魅了が発動する前にオフにした。




　そして今日も、モニカ姉ちゃんに抱かれてギルドの前に行くと、ウェンディと名無しさんが待っていた。

「おはようございます！　今日はどんな依頼を受けるでありますか？」

「そうねえ、たまには採集依頼なんていいんじゃない？　モンスター討伐もいいけど、あまり立て続けだと心がささくれ立っちゃうでしょ」

「ささくれてしまっても、ヒロト君に癒してもらえば問題はないのだけどね」

「あはは……えっと、おれで良かったら、みんなのしてほしいことはなんでもするよ」

　幼児の俺とパーティを組んでくれて、本当に感謝しているから。

　けれど彼女たちは、俺の答えを聞いた途端に顔を見合わせたあと、異口同音に言ってくるのだった。

「お師匠様、あ、あのっ、お仕事が終わったら、私の宿に来て欲しいのでありますっ！」

「ヒロトの家に近いから、あたしの家の方が寄りやすいわよ。レミリアとは付き合いも長いし、変に疑われたりもしないしね」

「小生の取っている宿は路地裏にあるから、目につきにくくていいと思うよ。それにヒロト君は、きっと法術の才能もある。小生が手とり足とり、本を読み聞かせながら教えてあげよう」

　三人に言われて俺はサイズの比較……じゃない、スキルの比較を始める。まだ一番育ってないのは名無しさんだ。発育具合では名無しさんは二位になるが。だからそうじゃなくて。

「え、えーと……じゃあ、今日は名無しさんにお願いしようかな」

「ふぁぁっ、そ、それはないのでありますっ……どうしてでありますかっ、味が薄くなったのでありますか!?」

「ウェンディ、こんなところで大声で……ねえヒロト、どうして名無しなの？　あたしのこと嫌いになった？　ふーん、そう。一番つきあいが長いのに、ご近所さんなのに」

「……こうなると、三人一緒にするという覚悟を決めた方がいいのかな？　ヒロト君、どうだろう」

「あ、あはは……おれ、小さいからよく分かんないや」












　究極の問いかけをしてくる名無しさんに、俺は久々に曖あい昧まいな言葉でごまかす。怒られるかと思ったが、三人とも言い争うのをやめて照れ笑いしていた。小さいから良くわからない、これは当分使える言い訳かもしれない。

「まあ、冒険に出る前から帰ってきた時の話をするのも変よね。みんな、気を引き締めていくわよ！」

「おー、であります！　コボルトが出てきたら、めためたにするのであります！」

「戦闘は避けたほうがいいと思うけれど、経験は重要だしね。法術を使う心の準備はしておこう」




　まだ結成したばかりのパーティなのに、結束の強さはもうベテランなみだ。

　このパーティなら、行きたいところに行ける。俺はゲーム時代のパーティのことを思い出すが、その記憶は、目の前にいる人たちによって塗り替えられていく……。

（俺は、この世界で生きてる。みんなと一緒に冒険して、そして……）

　世界の謎を解き、守りたいものを守り通し、女神のもとに辿り着く。




　スーさんは俺が英雄になるかもしれないと言った。

　その通りにしてやろうじゃないか、と思う自分がいる。みんながいれば、俺が自分を見失わなければ、決して不可能なんてことはないんだと心から信じられていた。













　パーティを組んでから、俺は毎日のように三人と一緒にクエストを受け、充実した日々を過ごした。実戦でスキルを上げ、アイテムを得て蓄積する作業は、ゲーム時代も何より好きだったし、それは今になっても変わらなかった。

　冒険を休む日は、赤ん坊のときに授じゆ乳にゆうしてもらったひとり、服屋のエレナさんの子供たち二人や、俺より一歳年上のディーンという少年とも遊ぶことがあった。ディーンとはなかなか反りが合わないが、エレナさんの子供のアッシュ、ステラという兄妹とは、二人とも年上だが仲良くしてもらっている。

　──そして、何より。俺が家にいると、すぐリオナが訪ねてきて、遊びに行こうと誘ってくる。彼女は俺が家にいると何となく分かるらしく、朝食後に速攻で俺を捜しに来るのである。リオナにはもう一人、同い年のミルテという女友達がいるが、彼女はお婆さんと二人暮らしで家のことを手伝っているので、あまり遊べないらしかった。

　そんなわけで、今日も家の近くの丘の上で、草むらに二人で座っている。

「ねえねえヒロちゃん、今日は森にいこ？」

「ちょっと前に、森で魔物が出たって話があったろ？　危ないからだめだ」

「ヒロちゃんがいたらだいじょうぶだよ」

　リオナは深い意味があって言っているわけじゃないと思うが、どうもモニカ姉ちゃんたちとパーティを組んで冒険するうちに、俺が三歳にあるまじき経験を積んでいることを察しているみたいなところがあった。こんなに小さいのに、どうも女の勘かんというやつが働いてるようだ。

（陽ひ菜なも勘は良かったな……それにしても、本当に……）

　三歳になって、リオナはますます前世での幼なじみに似てきていた。髪の色こそ違うが、忘れていた前世での子供の頃のことを思い出させられるほどだ。

　リオナの『不幸』スキルはじわじわと上昇していて、『ハプニング』が発動するまでになっている。しかし俺が近くにいれば、『幸運』スキルで相殺できる。だからこそ、俺は気恥ずかしいながらも、リオナが捜しに来ると極力一緒にいるようにしていた。

「……ヒロちゃん、いこ？」

　言い出すと聞かないので、最後にはリオナの言うことを聞いてやるのが常だった。俺も散歩は嫌いじゃないし、森に向かって歩いて行こうとする。

　──その時だった。

　俺は不意に、何かが遙か頭上を通り過ぎた気がして、天を仰いだ。

　青い空に、白い雲が浮かんでいる。だが俺は、確かに聞いた──何者かの声を。




　──魔王の気配がする。しかし今はまだ、小さい。




（魔王の転生体……リオナは、やっぱり……）

　まだ俺の想像のつかないような宿命を、リオナは背負ってしまっている。空耳であってほしいと思っても、俺の肌には、ざわめくような感触が残っていた。

　とてつもない力を持つ者が、近くにいる。

　そして、そいつは、リオナが何者であるのかを察している──。

「ヒロちゃん、おてんきいいね。きょうは何してあそぶ？」

「……じゃあ、木の実でも探すか。行く前に、ミルテも誘ってみるか？」

「うん！　ミルテちゃん、いつも一人であそんでるから、よろこぶと思う！」

　元気な返事を聞いて、俺はミルテが祖母と共に暮らす、町外れの庵へと向かう。歩き始めるとすぐに、リオナは俺の手を握ってきた。

　いつもなら照れくさくて外してしまう手を、今は離す気になれなかった。

（俺が守っていくんだ。リオナも、そして、目に映る全てを）

　手を繋いだままで嬉うれしそうにはにかむリオナを見て、俺は胸にほのかな疼きを覚えながら、それでも笑った。コミュ難なんの俺にできる限りの自然な笑顔で。




　森のなかで確かに感じた、空を飛ぶ何者かの気配。俺はそれが何者なのかを確かめるのは、ずっと先のことだと思っていた。

　しかし俺は思いがけない理由で、それからすぐ『何者か』の正体を知ることになる。

　やがて運命を共にする相手。俺と『彼女』は、すでにここで出会っていた──。













　モニカ姉ちゃん、ウェンディ、名無しさんとパーティを組んだ俺は、一日おきくらいのペースでギルドに通い、クエストをこなしていった。

「おう、また来たか。坊主、またクエストか？　怪け我がしねえようにな」

「うん、みんながいてくれるから大丈夫。ありがとうリックさん」

　頭を剃りあげた筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの男性、彼こそがミゼール冒ぼう険けん者しやギルドの長、リック・ブリュワーズさんだ。『ブリュ兄貴』と呼ばれ、ゲーム時代も親しまれていた。

　それより何より、彼の妹で、ギルドの受付嬢をしているシャーリーさんは、男性プレイヤーの多くから熱狂的な支持を受けていた。

　艶つややかなアッシュブロンドの髪かみに、ギルド受付嬢の制服であるメイド服を、パンパンに張り詰めさせた大きな胸。その容姿は狙っているとしか言えない。転生してから初めて会ったときは、実際に男性の目を惹きつけまくる容姿に驚かされたものだ。

　しかしそのシャーリーさんが、今日はギルドのカウンターにいなかった。

「あれ、シャーリーは？　今日はお休み？」

「ああ、あいつはまた風邪を引いちまってな。昔から身体が弱いんだが、大人になっても二ヶ月に一度は風邪で寝こんじまう。まあ、治ればケロリとしてるけどな」

「ふーん……分かった、じゃあ今日のクエストは保留にするわ」

「ん？　構わねえがな。お前らに頼みたいクエストが幾つかあるから、また近いうちに顔を出してくれよ。ウェンディ、そして名無しだったか、お前らもかなり腕を上げたっていうじゃねえか。今やうちのギルドの出しゆつ世せ頭がしらだぜ」

「光栄であります！　それもこれも、全てお師し匠しよう様さまのおかげなのであります」

「小しよう生せいはまだ未熟ですよ。みんなについていくのが精一杯ですから」

　リックさんに褒ほめられ、ウェンディと名無しさんがそれぞれに受け答えする。リックさんはモニカ姉ちゃんの腕に抱かれている俺を見て、ニヤリと笑った。

「坊主もこんな姉ちゃんたちに連れられてたら、将来有望かもな。けどな、母ちゃんにあんまり心配かけんじゃねえぞ」

　リックさんはそう言うけど、俺がギルドに来てることを両親に内緒にしておいてくれていた。どこかで伝わるかもしれないが、他ならぬギルド長が俺の味方をしてくれてるのは、とても有り難いことだった。




　ギルドを出たあと、俺たちはシャーリーさんのお見舞いに行くことになった。

　ブリュワーズ家はミゼールの住宅地にあり、二階建てのなかなか良い趣の家だった。この大きさだと、ミゼールでは平均よりは上の水準といえる。

「いちおう、ドアベルを鳴らしてみましょうか。リックさんは入っていいって言ってたけど、いきなり入るとびっくりするしね」

　モニカさんがドアベルを鳴らすと、しばらくして内側からドアが開いた。

　中に招き入れてくれたのは、なんとシャーリーさん本人だった。いつも着ているのか、しっかり受付嬢の制服に着替えている。

「え……あ、あれ？　シャーリー、あんた何してんの？」

「モニカさん、お見舞いに来てくださったんですね。ありがとうございます」

「でも全然平気そうだし、これなら、お休みはそう長くならずに済みそうね」

「おかげさまで……今日は皆さんでお見舞いにいらしてくださったんですね。ありがとうございます、お忙しいところを」

　柔らかい受け答えをして、シャーリーさんはスカートをつまんでお辞儀をする。ギルドの職員がよくやるしぐさで、それはこの世界でも変わっていない。

「皆さん、お昼ご飯はまだですか？　よろしければ、食べていかれませんか」

「シャーリーは風邪ひいてるんだから、部屋で休んでて。私たちが代わりにするから」

「お、お料理はまだ全然ですけど、ゆくゆくはお師匠様のためにも、ぜひ覚えたいと思っているのでありますっ」

「小生も少しはできるから、手伝わせてもらおう。シャーリー嬢、支度が終わるまで、部屋でヒロト君と遊んでいてくれるかな」

「はい、わかりました。ヒロトさん、それでは行きましょうか」

　シャーリーさんは三歳の俺にも丁重に接してくれる。彼女は俺を抱っこしたりはせず、手をつないで部屋まで連れていってくれた。

　シャーリーさんの部屋は女性らしいこだわりが感じられ、珍しい形の木彫りの家具などが置かれて、窓にレースのカーテンがかかっている。こういう内装の家は本当に珍しく、まずガラス窓自体が貴重だから、かなりのこだわりが感じられる──ギルド長は激務だし、収入もかなりあるようだ。

　シャーリーさんは窓際のテーブルの椅子に俺を座らせ、お茶を出してくれた。このお茶もまた貴重品で、俺の家にもあるが、当たり前のように全ての家にあるものではない。

「ヒロトさん、今日は来てくれてありがとうございます。私、あなたとは一度、お話がしたいと思っていたんです」

「え……お、おれと？　シャーリーさん、おれのこと変な子供だって思ってたりしないの？　ギルドに来て、みんなとクエストを受けて……」

「初めは驚きましたが、ヒロトさんは初めから、クエストを受ける資格は持っていらっしゃいましたから。それも、不思議ですけれど」

　俺は戦う姿をパーティの人以外に見せないので、リックさんもシャーリーさんも、俺のことをリーダーだなんて思ってはいなかった。

「……私、昔から身体が弱かったので、早くから冒険者になった兄がうらやましかったんです。私は冒険者にはなれなかったので、ギルドでお仕事をすることにしたんですが、今日みたいにお休みしてしまう日も多くて……」

　シャーリーさんは話してくれてから、はっとしたような顔をして、恥ずかしそうに口元を押さえた。

「す、すみません。私、勝手に自分のことを話したりなんかして……ヒロトさんはまだ小さいですから、もっと楽しい話をしてほしいですよね」

「そんなことないよ。シャーリーさんは、冒険者になりたかったんだ」

「はい。今からでも、ヒロトさんたちとご一緒したいくらい……」

　そんなふうに思ってたのか……人生はそれぞれだな。そして俺は、いつから冒険に出ようとしたって、それが遅いとは思わない。

「……すみません、少し横にならせてもらってもいいですか？　少し休めば、食事の時間までにはよくなりますから」

「あ……う、うん。おれが見てるから、安心して寝てていいよ」

　シャーリーさんは微笑ほほえみ、俺がいるにもかかわらず、メイド服からネグリジェに着替え始めた。三歳だからって、あまりに無防備すぎやしないだろうか──ガーターベルトの後ろ姿って、今の俺にとっても目に毒なんだけど……。

　というかこの人、やっぱりスタイルがすごくいい。病弱だなんて信じられないくらいだ──でも、やっぱり熱があるみたいで、少しつらそうにしている。

　彼女はベッドに入ると、俺の方を見て微笑んだ。

「……ヒロトさんは優しいんですね。本当に、見ていてくれて……」

「あ……ご、ごめん。あんまり見てると気になるかな、シャーリーお姉ちゃん」

「っ……」

　なんとはなしに口から出た呼称だった。けれどシャーリーさんは何か戸と惑まどったように、また口元に手を当てて目をそらす。




　◆ログ◆

　・《シャーリー》はつぶやいた。「お姉ちゃん……私のこと、そんなふうに……」





（あ、あれ……？　もしかして、お姉ちゃんって呼ばれるのが……）

「……あ、あの……ヒロトさんも、一緒に寝てくれませんか？」

「え……シャーリーお姉ちゃん、いいの？」

「っ……お、お姉ちゃんは……モニカさんの、特権ではないんですか？」

「モニカ姉ちゃんは、モニカ『姉ちゃん』だよ」

「……そういうことですか。ヒロトさん……そんなふうに私を……」

　最後のほうが良く聞こえなかったけど、一緒に寝てほしいというならやぶさかではない。三歳だから、添い寝しても特に問題はないだろう。

　俺がベッドによじのぼると、シャーリーさんは俺に毛布をかけてくれた。そして俺の頭を撫なでて微笑み、そのまま目を閉じる。

「……すぅ……すぅ……」

　風邪のときとか、弱ってるときに優しくされると、すごく嬉うれしいものだ。たぶん、彼女もそう思ってくれてるんだと思う。

　そうじゃないと、今の彼女の態度は説明できない。『お姉ちゃん』って言われるのは好きみたいだけど……それで喜んでもらえるなら、何度でも言ってあげたいところだ。

　そうするとモニカ姉ちゃんはむっとするだろうか。それは俺の自意識過剰か。三歳にして考えることではまったくない。

（しかし……俺も眠いな。少し休ませて……もらって……）

　俺は仰向けになって目を閉じ、訪れたまどろみに身を任せた。




　◆ログ◆

　・──が発動！　《シャーリー》は────になった。





　夢かうつつか、ログが流れてくる。しかし眠くて、ログが全部読み取れない。




　◆ダイアログ◆

　・──が──しようとしています。──しますか？





（……よくわからないけど……許可……でいいや……）

　このまま寝ていたい。モニカ姉ちゃんたちのご飯ができあがるまででいい。

　夢が始まったのか、目の前でもぞもぞと動く気配がする。夢の中で目を開けると、そこには、身体を起こしたシャーリーさんがいた。

「……お熱が移ってしまったら、責任はとります。ヒロトさん……」

　メイド服の上からでも十分すぎるほどに大きさを主張していた、その部分。シャーリーさんはネグリジェの肩かた紐ひもをひとつずつ外し、指をかけて下にめくっていく。

　ぷるん、と柔らかそうな残像を残して、真っ白な二つの丘が姿をあらわす。こともあろうに、シャーリーさんは仰向けに寝ている俺に覆いかぶさるようにして、唇にピンク色の突端を持ってきてくれる。

（……ゲームの時のことを思い出してたから……こんなことしてる夢を見てるんだな……下向きになると、すごい……大きく見える……）

　こんな夢を見てるあたり、俺は心底、『授じゆ乳にゆう』の魅力に魅入られてしまってる。

　それをいけないことだと思いながらも、夢の中だから、誘惑に負けてしまいたいと思う──そして俺はついに、釣つり鐘がね形がたの乳ち房ぶさの突端を、夢の中ならではの思いきりの良さでぱくっとくわえ、そのまま手を添えてむぎゅ、むぎゅっと搾しぼり始めた。

「ふぅっ……ん……ヒロトさん……お姉ちゃんの……美味しいですか……？」

「ちゅっ……ちゅぱっ……ちゅぅぅっ……んっ、んっ……」

　赤ん坊の頃に戻った気分で、無心になって吸う。スキルが上がったのかどうかも何も気にせずに──夢はいつか終わってしまうのだから、ただひたすらに求め続ける。

　夢の中のシャーリーさんは現実と同じように優しくて、吸いながら優しく頭を撫でられる。どれだけ思うがままに求めても、彼女は優しく受け止めてくれた。




　──シャーリーさんの部屋でそんな夢を見た、翌日。

　ギルドのカウンターにはいつも通りに、朗ほがらかに受付をするシャーリーさんの姿があった。アッシュブロンドの髪にヘッドドレスをつけ、今日も完璧なメイドの装いだ。

「シャーリー、もうすっかり元気になったわね」

「ええ、おかげさまで。モニカさんたちが作ってくれた食事も美味しかったですし」

「お師匠様、どうしたのでありますか？　ちょっと顔が赤いのであります」

「……シャーリー嬢も、少し赤いような気がするね。まだ熱があるのかな？」

「い、いや……そんなことないよ。ね、シャーリーお姉ちゃん」

「お姉ちゃん……？　ヒロトったら、本当に隅すみにおけないんだから」

　モニカ姉ちゃんが冗談交じりに釘をさす。それを見て微笑みながら、シャーリーさんはカウンターから出てきて、モニカ姉ちゃんから俺を受け取り、抱っこして言った。

「また家に来てくださいね、ヒロトさん。今度は、個人的な用件がありますので」

「え……シャ、シャーリーさん……？」

「部屋に来たときは、お姉ちゃんと言ってください。約束ですよ」

　彼女はそう言ってくれたけれど、俺は結局、それから長い間、シャーリーさんの家に行く機会はなかった。

　俺のスキルは何も変化しておらず、シャーリーさんの持つ『ギルド職員』の固有スキルの経験値は、得られたりなんかしていない──ということにしておく。









あとがき
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　イラストを担当していただいた夜やノみつき様、膨ぼう大だいな人数のキャラクターをデザインしていただき誠にありがとうございます！　全てのキャラクターが想像以上で、いくつかパターンを提示していただいた際も甲こう乙おつつけがたく、担当様と一緒に嬉しい悲鳴をあげたものです。本作の核となる授じゆ乳にゆうシーンもそうですが、決めるべきシーンは迫力と躍やく動どう感かんたっぷりに描いていただき、この作品を書いてきて良かったと繰り返し思う次第です。

　そして校正の方、ファミ通文庫編集部の皆様、大変お世話になりました。そして何より、この作品が書籍化できるまで支えていただいた読者の方々に、改めて御礼申し上げます。いつも叱しつ咤た激げき励れい、誤字の指摘など、言葉に尽くせないほど感謝しております。

　そしてここまで読んでいただいた方々にも、重ねて御礼申し上げます。続刊でもう一度お会いできましたら幸いです！　速そく筆ひつスキルが欲しくて仕方ない朱月十話でした。
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本作は「小説家になろう」で投稿を始めてから今まで、ゆっくりめの平常運転で今も連載を続けています。なろう版と書籍では内容が異なりますが、ストーリーは同じですので、ご興味を持っていただけましたらぜひＷＥＢで続きをごらんください。
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